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あ
る
松
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山
城
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手
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歩
き

●
問
い
合
わ
せ　

文
化
財
課　

史
跡
整
備
担
当
（
☎
85－

７
０
６
４ 

ｆ
86－

９
１
８
９
）

平
成
31
年
2
月
26
日
、
国
史
跡
小
笠
原
氏
城
跡
に
林
小
城
が
追
加
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
ご
紹
介
し
た
林
大
城
に
続
き
、
今
回
は
林
小
城
の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
す
。

山
城

ＹＡＭＡＪＩＲＯ

林
は や し

城
じ ょ う

跡
あ と

　お城というと多くの方が松本城を思い浮
かべますが、それ以前の戦国時代には、全
国に ３万とも ４万ともいわれる無数の山城
がつくられました。
　市内にも３0を超える山城があり、なかでも林城跡は大城と小城からな
る壮大な山城です。今から500年以上前、信濃守護小笠原氏が井川から
林へ館を移したとき、守りを固めるために築いたといわれています。
　今回紹介する小城は、大城と同様に長大な竪堀や、尾根を埋めつくす
無数の平場に加えて、主郭をとりまく石積みの残りが非常によく、大城
にはない畝

うねじょう

状竪堀が見られることが特徴です。

長大な竪堀が行く手を阻む！

レ
ッ
ツ
・
ゴ
～
★

（林
はやし

小
こ

城
じょう

）

約
10
0ｍ

―　も　く　じ　―

文化財課　
石田主事（左）
と伊藤嘱託

➊大
おお
嵩
つ
崎
き
側の登り口

柵を開けて入ります。
通過後は施錠を！

いざ山城へ！
※駐車場はありません。車でお越し
の場合は、教育文化センターか針塚
古墳の駐車場をご利用ください。詳
細は市ホームページをご覧ください。

沢水を集めた溜め井戸。馬が１頭沈
んでしまったという言い伝えも！

足元注意！

❸竪堀
❷地獄の釜

かま

➑

❺
❻

❼

❾

❸
❷

❹

❶

●
金華橋

林城跡
（林大城）

林城跡（林小城）

薄川

女
鳥
羽
川

松本城

広報まつもと2019年 8 月号　2



♪

♩

用語解説
平場（ひらば）：防御や居住を目的に、平らに削った面
虎口（こぐち）：平場の出入口　
主郭（しゅかく）：城の中心となる平場
堀切（ほりきり）：尾根を横方向に削り込み、敵の侵入を防ぐ堀
竪堀（たてぼり）：等高線に対して直行するように作られた堀
土塁（どるい）：土を盛って作った障壁
切岸（きりぎし）：平場の周囲の切り立った壁
縄張り（なわばり）：�堀や平場の位置など、城の区画の設計のこと。

図にしたものが縄張図

なだらかな
尾根を埋め
つくす無数
の平場

防御上のポ
イント。奥
には主郭の
石積みが見
える

林城跡の詳細や、市内の他の山城の情報は、
市ホームページの「松本の山城」で紹介し
ています。（ 2ページの二次元コードから）

門があったと想
定

❿広沢寺側の登り口

急坂が続く。市街と北アル
プスを一望できる絶景が！

標高77４ｍ。四方を土塁に囲
まれ、南側が特に高い

北側の敵から城を守る！

西側から
山攻め！

尾根を深く掘り割って、南側か
らの敵の侵入を防いでいる

国史跡指定記念
「小笠原氏城跡と魅力あふれる松本の山城」

を開催します！
➊　企画展「井川から林へ～信濃守護小笠原氏と城の移り変わり～」
◦期間　１0月１9日㈯～１１月１7日㈰
◦会場　松本市時計博物館

◦日時　１0月26日㈯
◦会場　林大城（松本市里山辺・入山辺）

➋　現地講座「歩いて体感・林城」

➌　講演会・対談「小笠原氏城跡と魅力あふれる松本の山城」
◦日時　１0月27日㈰午後 １時～ ４時
◦会場　ザ・ハーモニーホール（松本市音楽文化ホール）
◦内容　プログラム １／講演会：「小笠原氏城跡と松本の山城の魅力」
　　　　講師：中井均氏／城郭考古学者・滋賀県立大学教授　
　　　　プログラム 2／対談：「小笠原氏城跡と城のまち松本の魅力」
　　　　出演者：中井均氏×春風亭昇太氏（城好き落語家）

※記念企画③講演会・対談の詳しい申し込み方法は本紙32ページをご覧
ください。その他の企画の詳細は、今後の広報紙等でお知らせします。

圧巻！

山城を歩く際の注意事項
•山歩きにふさわしい服装でお出かけください
•動物やハチなどの害虫にご注意ください
•小枝などの落下にご注意ください
• �未整備の箇所があります。ルート�
マークを目印にお進みください▶

急な坂が続きます

南側の土塁
から

眺める主郭

平場を囲むようにめぐらさ
れ、今もよく残っている

ふ
む
ふ
む 

…

斜面につくら
れた、畝状に
連続する短い
竪堀群。林大
城には見られ
ない構造

うねじょう
❽畝状竪堀

❾大堀切

❼主郭

❻主郭の石積み

❺2郭の虎口

❹小平場群

❿
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幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

 

●
問
い
合
わ
せ　
保
育
課
（
東
庁
舎
２
階　
☎
33－

９
８
５
６ 

ｆ
34－

３
２
３
６
）

　

子
育
て
や
教
育
に
か
か
る
費
用
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
令
和
元
年
（
２
０
１
９
年
）
10

月
１
日
か
ら
、
３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
を
利
用
す
る

お
子
さ
ん
の
利
用
料
が
無
償
化
さ
れ
ま
す
。（
０
歳
か
ら
２
歳
ま
で
の
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
お

子
さ
ん
も
対
象
に
な
り
ま
す
）

●
対
象
者

・
３
～
５
歳
児
ク
ラ
ス
の
全
て
の

お
子
さ
ん（
幼
稚
園
等
の
み
、満

３
歳
に
な
っ
た
日
か
ら
対
象
）

・
０
～
２
歳
児
ク
ラ
ス
の
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
お
子
さ
ん

●
無
償
化
の
上
限
等

・
私
立
幼
稚
園
等

　
月
額
２
万
５
７
０
０
円

・�

保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
（
保

育
部
分
）

　
現
在
保
育
料
の
一
部
に
含
ま
れ

て
い
る
副
食
費
（
お
か
ず
、
お
や

つ
代
等
）
は
無
償
化
の
対
象
外
と

幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ

ど
も
園
等
を
利
用
す
る
お
子

さ
ん

●
対
象
と
な
る
施
設
等

　
保
育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

就
学
前
の
障
害
児
の
発
達
支

援
を
利
用
す
る
お
子
さ
ん

●
対
象
者

　
３
～
５
歳
児
ク
ラ
ス
の
全
て
の

お
子
さ
ん

●
無
償
化
の
範
囲

　
利
用
者
負
担
分
が
対
象
で
す
。

そ
れ
以
外
の
費
用
（
医
療
費
や
食

費
等
の
現
在
実
費
で
負
担
し
て
い

る
も
の
）
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
お

支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

　お子さんの年齢、保育の必要性の有無や利用する施設の種類等によ
り、利用料の全てが無償化の対象にならない場合があります。
　私立幼稚園の利用料や幼稚園・認定こども園の預かり保育料、認可
外保育施設の利用料を無償化するためには新たな手続きが必要です。

●
無
償
化
の
上
限

・
３
～
5
歳
児
ク
ラ
ス

　
月
額
１
万
１
３
０
０
円

・
０
～
２
歳
児
ク
ラ
ス

　
月
額
１
万
６
３
０
０
円

※
利
用
日
数
に
応
じ
て
上
限
額
は

変
動
し
ま
す
。（
４
５
０
円
×

利
用
日
数
）

認
可
外
保
育
施
設
等
を

利
用
す
る
お
子
さ
ん

●
対
象
者

　「
保
育
の
必
要
性
の
認
定
」
を

受
け
た
お
子
さ
ん
の
う
ち
、
認
可

保
育
所
等
を
利
用
し
て
い
な
い
お

子
さ
ん
（
０
～
２
歳
児
ク
ラ
ス
は

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
お
子
さ
ん

の
み
）

●
無
償
化
の
上
限

・
３
～
５
歳
児
ク
ラ
ス

　
月
額
３
万
７
０
０
０
円

・
０
～
２
歳
児
ク
ラ
ス

　
月
額
４
万
２
０
０
０
円

な
り
、
保
育
所
等
に
お
支
払
い
い

た
だ
き
ま
す
。（
３
～
５
歳
児
ク

ラ
ス
の
み
）

　「
預
か
り
保
育
」
と
は
、
標
準

的
な
教
育
時
間
の
前
後
や
、
土
日

に
実
施
す
る
教
育
活
動
の
こ
と
で

す
。

●
対
象
者

　「
保
育
の
必
要
性
の
認
定
」
を

受
け
た
お
子
さ
ん
（
０
～
２
歳
児

ク
ラ
ス
は
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

お
子
さ
ん
の
み
）

幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園

（
教
育
部
分
）
の
預
か
り
保

育
を
利
用
す
る
お
子
さ
ん

ご注意ください
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　下記の方は、申請書類をご提出ください。なお、10月1日以降、新たに下記の施設等の利用を
希望される方は、利用を開始するよりも前に手続きを行う必要があります。
　○私立幼稚園（松本短大幼稚園を除く私立幼稚園と信州大学附属幼稚園）を利用されている方
　　→ 利用している施設へ
　○�幼稚園、認定こども園（教育部分）の預かり保育を利用し、預かり保育料の無償化を希望され
る方（保育の必要な要件を満たす方）

　　→ 利用している施設へ
　○認可外保育施設等を利用し、利用料の無償化を希望される方（保育の必要な要件を満たす方）
　　→ 保育課へ
　※上記以外の方（認可保育所を利用されている方等）は、新たな申請の手続きは不要です。
　※�「保育の必要性の認定」とは、就労等の要件（認可保育所の利用と同等）を満たしていると市
が認定を行うことです。

　締め切り
　8月30日㈮　※幼稚園等は各園始業式当日です。
　申請書類の配布場所
　幼稚園、認定こども園、保育課

手続きが必要な方

申請書類等は市ホームペ
ージ（右の二次元コー
ド）からも確認できます。

　認可外保育施設において、現在の利
用料に通園送迎費等の費用が含まれて
いる場合は、それらの費用を除く利用
料が無償化の対象です。
　保育所、認定子ども園（保育部分）
は、現在保育料の一部に副食費が含ま
れています。この副食費相当分は無償
化の対象外です。なお、低所得世帯等
のお子さんに限って、副食費が免除さ
れます。（認可施設のみ）

※1 �保育の必要性の認定を受けた方
（ 0～ 2歳は住民税非課税世帯の
み）は、預かり保育料も無償化
の対象です。

※2 �現在の利用料に通園送迎費等の
費用が含まれている場合は、そ
れらの費用を除く利用料が無償
化の対象です。なお、低所得世
帯等のお子さんに限って、副食
費が免除されます。

【保育所等】 無償化のイメージ図

あ
り

な
し

通園送迎費、教材費、
食材料費等

※2

保

護

者

負

担 通園送迎費、教材費、
食材料費等

無償化

預かり保育料

2万5,700円が上限

1万1,300円が上限

副食費

預かり保育料
1

保育の
必要性

通園送迎費、教材費、
主食費等

保

護

者

負

担

利用料（月額）

副食費

通園送迎費、教材費、
主食費等

利用料無償化

副食費保
護
者
負
担

認可外保育施設は
3万7,000円が上限

利用料（月額）

※

入園料の月割額

保
護
者
負
担

保
護
者
負
担

入園料・利用料

無償化後無償化前

【幼稚園】 無償化のイメージ図

あ
り

な
し

通園送迎費、教材費、
食材料費等

※2

保

護

者

負

担 通園送迎費、教材費、
食材料費等

無償化

預かり保育料

2万5,700円が上限

1万1,300円が上限

副食費

預かり保育料
1

保育の
必要性

通園送迎費、教材費、
主食費等

保

護

者

負

担

利用料（月額）

副食費

通園送迎費、教材費、
主食費等

利用料無償化

副食費保
護
者
負
担

認可外保育施設は
3万7,000円が上限

利用料（月額）

※

入園料の月割額

保
護
者
負
担

保
護
者
負
担

入園料・利用料

無償化後無償化前
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●問い合わせ　こども福祉課　（東庁舎１階　☎33－９８５５ ｆ36－９１１９）

子育て支援のための
各種手当制度のお知らせ

●支給対象者
　18歳に達する年の年度末までの児童（児童が心身に中
程度以上の障害を有する場合は20歳未満まで）で、次の
①～⑧に該当する児童を養育している父または母、父ま
たは母に代わって児童を養育している方
　①父母が離婚
　②父または母が死亡
　③父または母が重度の障害
　④父または母の生死が明らかでない
　⑤父または母が引き続き1年以上遺棄
　⑥父または母が裁判所からのＤＶ保護命令を受けた
　⑦父または母が法令により引き続き1年以上拘禁
　⑧未婚により出生

　ひとり親や障害児の親が、安心して子育てができるように、さまざまな手当制度があります。
　申請や相談はお早めにお願いします。

児童扶養手当

●公的年金との併給
　児童扶養手当支給対象者に該当し、年金月
額と手当額を比べ、年金月額の方が少ない場
合は併給ができます。

●手当の一部支給停止（減額）措置
　児童扶養手当を受給している方で、支給開
始月から ５年を経過する等の要件に該当す
る方は、先にお送りした「一部支給停止適用
除外事由届」と、必要書類を添付し、現況届
と併せて提出してください。提出がない場合
は、一部支給停止（減額）措置の対象となり
ます。
※提出期限までにご提出ください。

　離婚や死別などにより、ひとり親となった児童の養育者を対象に、生活の安定と、
就労による自立促進のため、支給される手当です。

●父子家庭の支給要件
　児童を監護し、かつ生計を同じくしている
場合

●対象とならない場合
①児童が児童福祉施設等に入所している　
②日本国内に住所がない
③�父または母が戸籍上婚姻はしていないが、
事実上婚姻関係と同様な事情にあるとき

●�所得審査対象の所得額・扶養人数を更正
した場合

　本人や扶養義務者が、修正申告等により所
得額や扶養人数を変更した場合は、支給月額
が変わりますので、ご注意ください。

●支給額

区分 月額
児童加算額

第 ２子 第 ３子以降
１人につき

全部支給 ４万２,９１０円 １ 万１４０円 ６,０８０円

一部支給 ４万２,９００円
～ １万１２０円

１ 万１３０円
～５,０７０円

６,０７０円
～３,０４０円

●所得制限限度額
扶養親族
等の数

本人 配偶者および
扶養義務者全部支給の場合 一部支給の場合

０ 人 ４９万円未満 １９２万円未満 ２３６万円未満
１人 ８７万円 ２３０万円 ２７４万円
２人 １２５万円 ２６８万円 ３１２万円
３人 １６３万円 ３０６万円 ３５０万円
４人 ２０１万円 ３４４万円 ３８８万円
５人 ２３９万円 ３８２万円 ４２６万円
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現況届と所得状況届をご提出ください
●児童扶養手当を受給している方へ
　現況届を8月30日㈮までにご提出ください。（現況届のご提出がないと、11月分以降の手当が一
時差し止めとなります。）
【未婚の児童扶養手当受給者に対する臨時・特別給付金について】
　これまでに婚姻をしたことがない児童扶養手当の受給者が対象です。詳細は、こども
福祉課までお問い合わせください。
●特別児童扶養手当・障害児福祉手当を受給している方へ
　所得状況届をお送りしますので、8月13日㈫～9月11日㈬にご提出ください。
　（所得状況届のご提出がないと、8月分以降の手当てが一時差し止めとなります。）
●提出先
　こども福祉課（東庁舎1階9番窓口）、または波田支所内西部福祉課へ
　※各地区地域づくりセンター（支所・出張所）では受け付けできません。

●支給額
　①1級該当児童（療育手帳Ａ程度、
　　身体障害者手帳1・2級程度）
　　1人月額　５万2,200円

　②2級該当児童（療育手帳Ｂ程度、
　　身体障害者手帳3・４級程度）
　　1人月額　3万４,770円

　精神・知的または身体障害のある20歳未満の児童の福祉増進を図るため、支給される手当です。

●支給対象者
　精神・知的または身体障害のある20歳未満の児童と同居し養育している父母や、父母に代わって児童と
同居し養育している方

特別児童扶養手当

●所得制限限度額
扶養親族
の数 本人 配偶者および

扶養義務者
０ 人 ４５９万６,０００円未満 ６２８万７,０００円未満
１人 ４９７万６,０００円 ６５３万６,０００円
２ 人 ５３５万６,０００円 ６７４万９,０００円
３ 人 ５７３万６,０００円 ６９６万２,０００円
４ 人 ６１１万６,０００円 ７１７万５,０００円
５ 人 ６４９万６,０００円 ７３８万８,０００円

障害児福祉手当
　在宅の重度の障害児に対し、その障害によって生ずる経済的な負担を一部軽減することにより、自立の
促進と福祉の増進を図るため、支給される手当です。

●支給対象者
　20歳未満で常時介護を必要とする、
在宅重度障害児

●支給額
　1人月額　1万４,790円

●所得制限限度額
扶養親族
の数 本人 配偶者および

扶養義務者
０ 人 ３６０万４,０００円未満 ６２８万７,０００円未満
１人 ３９８万４,０００円 ６５３万６,０００円
２ 人 ４３６万４,０００円 ６７４万９,０００円
３ 人 ４７４万４,０００円 ６９６万２,０００円
４ 人 ５１２万４,０００円 ７１７万５,０００円
５ 人 ５５０万４,０００円 ７３８万８,０００円



�
●
問
い
合
わ
せ　
こ
ど
も
福
祉
課　
あ
る
ぷ
キ
ッ
ズ
支
援
室
（
☎
24－

１
２
３
５ 

ｆ
24－
１
２
３
６
）

　
　
原
因
は
？

　
　
生
ま
れ
つ
き
脳
機
能
の
一
部

が
、
通
常
と
は
異
な
る
働
き
方
を

し
て
し
ま
う
こ
と
で
引
き
起
こ
さ

れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
親

の
育
て
方
や
生
育
環
境
が
原
因
で

発
症
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
い
つ
わ
か
る
の
？

　
　
特
性
は
子
ど
も
の
頃
に
現
れ

ま
す
。
な
か
に
は
、
小
さ
い
頃
は

目
立
た
ず
、
大
き
く
な
っ
て
か
ら

ＱＡＱＡ

の
理
解
の
た
め
に

気
付
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　　
　
治
る
の
？

　
　
脳
機
能
の
障
害
そ
の
も
の
を

治
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
適
切
な
行
動
の
と
り
方
を
覚

え
、
日
常
生
活
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
学
び
、

身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

苦
手
さ
を
軽
減
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
　
誤
解
さ
れ
や
す
い
？

　
　
発
達
障
害
は
、
情
報
を
も
と

に
的
確
に
状
況
を
判
断
し
、
そ
の

場
に
適
し
た
行
動
を
と
る
こ
と
が

難
し
く
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
そ
の
他
大
勢
の
子

と
の
行
動
や
感
覚
等
の
違
い
か
ら
、

ＱＡＱＡ

　
発
達
障
害
は
、
得
意
な
こ
と
と
苦
手
な
こ
と
の
差
が
大
き
く
、
そ
の
た
め
に
生
活
や
勉
強
、
仕
事
等
で
困

っ
て
し
ま
う
状
態
で
す
。
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
、
注
意
欠
如
・
多
動
症
、
限
局
性
学
習
症
と
い
わ
れ
る
も

の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
見
た
目
で
は
分
か
り
に
く
く
、
症
状
や
困
り
事
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

人とのコミュニケーションが苦手　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　環境の変化、 初めてのことが苦手　

こだわりが強い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　危険が分からない

興味や関心にかたよりがある　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　忘れ物が多い

集団行動が苦手　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じっとしていられない

かんしゃくが強い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　集中できない、 気が散りやすい

活動の切り替えが苦手　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（集団生活の中で） ぼーっとしてしまう　

どんな特性がみられるの？

※�上記の特性は一例であり、他にもさまざまな特性があります。また、これらの特性が
あるからといって、発達障害と断定されるものではありません。

自閉スペク
トラム症

限局性学習症

知的能力障害群

注意欠如・多動症

【主な発達障害の種類】

発
達
障
害
に
つ
い
て

知
ろ
う
！

「
変
わ
っ
て
い
る
子
」、「
乱
暴
な

子
」、「
困
っ
た
子
」、�「
自
分
勝

手
」、「
怠
け
て
い
る
」
等
と
誤
解

を
受
け
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

発達障害

発
達
障
害
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周
囲
の
理
解
が
大
切

　
早
く
気
付
き
、
適
切
な
支
援
に

つ
な
げ
る
こ
と
、
家
族
・
周
囲
の

人
が
理
解
し
て
、
本
人
を
受
け
入

れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
子

に
合
っ
た
や
り
方
で
生
活
や
学
校

等
で
の
過
ご
し
方
を
工
夫
で
き
れ

ば
、
ス
ト
レ
ス
が
軽
減
さ
れ
、
人

と
の
関
わ
り
方
が
上
手
に
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
本
人
が
周
囲
の
人
か
ら
受
け
入

れ
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
適
切
な
支

援
を
受
け
ら
れ
な
い
ま
ま
で
い
る

と
、
特
性
に
よ
り
生
じ
る
失
敗
や

ト
ラ
ブ
ル
を
繰
り
返
し
、
怒
ら
れ

る
こ
と
も
多
く
な
り
、
自
信
が
な

く
な
っ
た
り
意
欲
が
な
く
な
る
な

ど
の
二
次
障
害
を
合
併
し
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

発
達
が
気
に
な
る
、

心
配
に
な
っ
た
ら
？

　
一
人
で
抱
え
こ
ま
ず
、
幼
稚

園
・
保
育
園
や
学
校
の
先
生
、
ま

た
は
行
政
の
窓
口
（
あ
る
ぷ
キ
ッ

ズ
支
援
室
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
学

校
指
導
課
、
保
育
課
等
）
や
主
治

医
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

発達に関わる相談窓口
《相談方法》
　電話、来所相談など

　本市では平成22年度、発達障害や発達に心配のあるお子さんや保護者を継続的・
総合的に支援していくため、「あるぷキッズ支援事業」を開始しました。
　平成27年度には、南部福祉複合施設（愛称：なんぷくプラザ）に「あるぷキッズ
支援室」が拠点施設として整備されました。

保育園、幼稚園、学校への巡回支援
　専門支援チームが現場を巡回し、
現場職員と共にお子さんの支援方法
や対応の仕方について考えます。

が情報を共有し、共通理解の上で支援が
できるようにします。

お子さんの発達支援
　乳幼児健診等で支援が必要となったお子さん
と保護者を対象に、生活体験や遊びを通じてお
子さんの発達を支援する「あそびの教室」を実
施しています。

記念講演・シンポジウム のお知らせ

ペアレントトレーニング
　発達障害または発達に心配のあるお子さんへ
の対応に不安がある保護者が、適切な対応方法
を学ぶための講座です。
　現在、「小学生の保護者」向けの講座申し込
みを受け付けしています。
《料金》　無料
《申し込み》　
　電話であるぷキッズ支援室へ

●内容　①基調講演「発達障害の理解～生きづらさの理由～」
　　　　　本田秀夫氏／信州大学医学部子どものこころの発達医学教室教授
　　　　②シンポジウム「子どもたちの育ちを支える支援について」
　　　　　�コーディネーター：本田秀夫氏　シンポジスト：稲葉雄二氏／長野県立こども病院副院長兼

神経小児科部長、宮脇千史氏／フリーランス　作業療法士、宮内かつら氏／長野県松本養護
学校教育相談、新保文彦氏／長野県松本圏域発達障がいサポートマネージャー

●申し込み　 8月30日㈮までに電話かファクスであるぷキッズ支援室へ
●託児　�先着15人（ 5カ月～未就学児まで。申し込みは電話であるぷキッズ支援室へ）

●日時　 9月 8日㈰　午前10時～午後0時30分（午前9時15分から受け付け）
●場所　波田文化センターアクトホール　　●定員　200人　　●料金　無料

あるぷキ
ッズ支援

室

の取り組
み

※駐車場に限り
があります。公
共交通機関や乗
り合わせでお越
しください。

あるぷキッズ支
援事業

10周年

の情報や支援経過を記入し、保護者と支援者

「あるぷキッズサポート手帳」の配布
　発達障害、または発達に心配のあるお子さん
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安
全
災
害

協定締結の様子は、
市ホームページ（二
次元コードから）で
紹介しています。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と

　

「
松
本
駅
周
辺
に
お
け
る
中
枢
中
核
都
市

　
　
　

機
能
強
化
に
関
す
る
連
携
協
定
」
を
締
結

※

　

２
０
１
７
年
11
月
に
、
地
域
を

元
気
に
、
そ
し
て
日
本
を
元
気
に
、

２
０
２
０
年
以
降
も
成
長
し
続
け

る
企
業
を
目
指
し
、
お
客
様
の
信

頼
と
期
待
に
応
え
る
質
の
高
い
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
一
層
加
速
さ
せ

る
べ
く
、
今
後
10
年
を
見
据
え
た

生
活
サ
ー
ビ
ス
成
長
ビ
ジ
ョ
ン

（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
）
が
Ｊ
Ｒ
東
日
本

か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
で
は
、「
の
び
る
」

（
市
中
や
Ｊ
Ｒ
東
日
本
エ
リ
ア
外

へ
の
事
業
領
域
拡
大
、
外
部
と
の

協
業
に
よ
る
技
術
の
活
用
に
挑

戦
）、「
ひ
ら
く
」（
駅
周
辺
に
も
領

域
を
広
げ
、
住
宅
も
含
め
た
く
ら

し
づ
く
り
を
意
識
し
た
開
発
計
画

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の

生
活
サ
ー
ビ
ス
成
長
ビ
ジ
ョ
ン

（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
）

を
進
め
る
）「
つ
な
ぐ
」（
地
方
中
核

都
市
の
ま
ち
づ
く
り
か
ら
地
域
間

交
流
を
進
め
る
ほ
か
、
地
場
産
業

の
活
性
化
を
図
る
）、「
み
が
く
」

（
駅
を
中
心
に
提
供
し
て
い
る
サ

ー
ビ
ス
等
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
よ
り
、

既
存
事
業
の
価
値
を
高
め
る
）
と

い
う『
４
本
の
柱
』で
長
期
の
成
長

を
実
現
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、「
つ
な
ぐ
」
で
は
、

地
域
と
一
体
と
な
っ
た
地
方
中
核

都
市
の
活
性
化
を
掲
げ
、
地
域
の

特
色
を
生
か
し
た
賑
わ
い
づ
く
り

を
行
う
と
し
て
、
松
本
駅
開
発
計

画
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

松
本
駅
は
、
松
本
市
と
首
都
圏
、

こ
の
ま
ち
の

　
　
未
来
の
た
め
に

◆コンパクトで魅力あるまちづくり
◆定住人口・交流人口・関係人口の拡大
◆地域経済の活性化
◆�JR東日本は連携事項に基づき、松本駅
周辺の自社用地を活用した事業を推進

連携項目

※�中枢中核都市：急速な人口減少と超少子高齢化に直面す
る中、地方の拠点となる都市が中心となり地域全体の

　経済・生活を支え、東京都市圏への一極集中を抑制
　することを狙いとして、国が東京圏以外の82都市
　を選定しました。県内では、長野市、松本市
　が選定されました。　　

JR松本駅アルプス口

中
京
圏
等
を
結
ぶ
松
本
広
域
圏
域

最
大
の
交
通
結
節
点
と
し
て
、
地

域
の
歴
史
や
文
化
を
育
み
な
が
ら
、

都
会
の
新
し
い
文
化
や
情
報
を
地

域
に
も
た
ら
す
な
ど
、
市
民
の
暮

ら
し
に
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
進
め

る
松
本
駅
周
辺
開
発
が
、「
３
ガ

ク
都
」
松
本
に
ふ
さ
わ
し
い
、
魅

力
あ
る
松
本
の
ま
ち
づ
く
り
、
経

済
の
活
性
化
、
人
と
情
報
の
交
流

形
成
に
資
す
る
形
で
推
進
さ
れ
、

ひ
い
て
は
中
枢
中
核
都
市
と
し
て

の
機
能
強
化
に
繋
が
る
こ
と
を
願

い
、
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
自
社
用

地
を
活
用
し
た
開
発
を
行
い
ま
す
。

松
本
市
は
、
そ
の
開
発
が
松
本
の

ま
ち
づ
く
り
、
顔
づ
く
り
に
資
す

る
開
発
と
な
る
よ
う
、
必
要
な
連

携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
政
策
課
（
本
庁
舎
３
階
　
☎
34－

３
２
７
４
　
ｆ
34－

３
２
０
１
）
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市
で
は
、
安
全
で
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。　
※
各
事
業
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
二
次
元
コ

ー
ド
か
ら
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
建
築
指
導
課

�
（
本
庁
舎
４
階　
☎
34－

３
２
５
５ 

ｆ
33－

２
９
３
９
）

　
　

 

で　
　
　

 

に
強
い

 

古
い
住
宅
の
耐
震
化
を
進
め
ま
す

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
木
造

住
宅
に
対
し
て
、「
無
料
の
耐
震
診
断
」
の
他
に
、

「
耐
震
改
修
工
事
」「
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
・
耐
震
ベ
ッ

ド
設
置
工
事
」
等
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

概要図 

後退用地 
後退線 

後退用地 

後退用地 
後退線 

すみ切り用地 

狭あい道路（幅員４ｍ未満） 

２ｍ 

幅員４ｍ 

幅員４ｍ 住宅 

道路中心線 

宅地 宅地 

現況道路 

安
全
災
害

ブロック塀撤去費用の一部補助

狭い道路を広げます
狭あい道路拡幅整備事業

狭あい道路とは

　ブロック塀等の倒壊による通行人等への被害を未然に防止する
ため、所有者による危険なブロック塀等を撤去する費用の一部を
補助します。　※造成工事や建物の解体工事をする際に撤去を行
う場合は対象外

　避難路沿道等に面した高さ80センチメートル以上で、簡易診断
の結果、危険と判断されたブロック塀等（ブロック塀や石塀等、
門柱を除く）を80センチメートル未満にする工事

【補助対象】

① 業者見積額の 3 分の 2 　
② 全部撤去（基礎含む）14,000円／メートル×延長× 3 分の 2
③ 一部撤去5,000円／メートル×延長× 3 分の 2
※ ①と（②＋③）を比較し、少ない方の額。上限額10万円

【補助額】

【補助率】 3 分の 2 【事業期間】2021年 3 月31日まで

　狭あい道路に接する敷地で建物の建て替えなどをする際に市と協議を行い、
後退用地を寄付していただくことによって道路を拡幅する事業です。
　狭い道路を拡げることにより、日照・通風・延焼防止だけでなく、
災害時の避難行動や防火活動に有効な空間が生まれます。
　寄付していただく土地の測量や分筆等の諸費用の一部を補助します。

　市街化区域内の幅員1.8メートル
以上 4 メートル未満の市道。
　道路に接する敷地に建築物を建
築する場合、原則として道路の中
心線から両側に 2 メートル後退し
た線を道路の境界線とし、後退用
地は道路とみなされ、建築物を建
てることができません。

　

地
震
発
生
時
に
お
け
る
被

害
の
防
止
・
軽
減
を
図
る
た

め
、
家
具
転
倒
防
止
金
物
の

設
置
工
事
費

の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

家
具
の
転
倒
防
止

ま
ち
づ
く
り

80cm
以上

80cm
未満

➡
ブロック塀等

避難路沿道等

【その他】
　鉄筋探査機の貸し出し（無料）も行っていますので、
ブロック塀の点検にご利用ください。

11　広報まつもと2019年 8 月号



●
問
い
合
わ
せ　
松
本
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
等
実
施
本
部

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
34-

０
４
０
１ 

ｆ
34-

０
４
０
４
）

　
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
が
家
計
に
与
え
る
影
響
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
消
費
を
下
支
え
す
る

た
め
に
、
住
民
税
非
課
税
の
方
と
子
育
て
世
帯
の
方
を
対
象
に
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
販
売
し
ま
す
。

校
舎
の
歴
史

①　
住
民
税
非
課
税
の
方

　
　

平
成
31
年
度
（
２
０
１
９
年

度
）
分
の
住
民
税
が
課
税
さ
れ

て
い
な
い
方

　
（
た
だ
し
、
住
民
税
課
税
者
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
方
、
生
活
保

護
制
度
の
被
保
護
者
の
方
等
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。）

②　
子
育
て
世
帯
の
方

　
　

平
成
28
年
４
月
２
日
～
令
和

元
年
（
２
０
１
９
年
）
９
月
30

日
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
が
い

る
世
帯
の
世
帯
主

１
　
購
入
で
き
る
方

　

１
枚
あ
た
り
額
面
５
０
０
円
の

商
品
券
を
10
枚
１
冊
（
５
０
０
０

円
分
）
単
位
と
し
て
４
０
０
０
円

で
販
売
し
ま
す
。

３
　
販
売
単
位

１　申請する（住民税非課税の方のみ）　
　　※子育て世帯の方の分は申請不要
　　【８月23日㈮～12月31日㈫（消印有効）】
　　　�8月下旬から、対象と思われる方に順次、申請書を郵送し
ます。

　　　�申請書裏面の誓約・同意事項を確認し、申請書に記入・押
印の上、申請書に同封する返信用封筒（切手不要）を利用し
て提出してください。

２　商品券使用までの流れ

４
　
購
入
限
度
額

①　

住
民
税
非
課
税
の
方　

　
　

１
人
５
冊（
２
万
５
千
円
分
）

ま
で
購
入
で
き
ま
す
。

②　

子
育
て
世
帯
の
方

　
　

対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
１
人

に
つ
き
５
冊（
２
万
５
千
円
分
）

ま
で
購
入
で
き
ま
す
。

２　商品券の購入引換券が届く
　　【９月下旬～令和2年（2020年）1月】
　　　�住民税非課税の方の分は、受け付けした申請書を審査した
後、商品券の購入引換券を発送します。子育て世帯の方の分
は、９月下旬以降に商品券の購入引換券を発送します。

3　商品券を購入する
　　【令和元年10月 1日㈫～令和2年3月31日㈫】
　　　�商品券購入場所（市内郵便局23カ所、日本旅行松本支店、
日本旅行サービス松本営業所（イオンモール松本内））で、
購入引換券・本人確認書類を示し、現金で商品券を購入して
ください。

　　　�商品券は５千円単位で購入できます。（ ５千円分の商品券
を４千円で購入）　

4　商品券を使用する
　　【令和元年10月1日㈫～令和2年3月31日㈫】
　　　�商品券は、松本市内の使用できる店舗（引換券
発送時にご案内します）でご使用ください。

　　
　　※商品券の転売や譲渡は行わないでください。
　　　おつりは出ません。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
ご
案
内

広報まつもと2019年 8 月号　12



プレミアム付商品券　対象者判定チャート

①　平成3１年度分の住民税は非課税ですか？

②　平成3１年度分の住民税が課税されている方の扶養親族等になっていますか？

③　プレミアム付商品券の購入対象となる可能性があります。
　　（対象と思われる方には、8月下旬から順次、申請書を郵送します。）
　さらに、平成２8年 4月 ２日～令和元年 9月30日の間に生まれたお子さんがいる世帯の世帯
主の方は、お子さん分も購入対象となる可能性があります。

⑤　お子さん分がプレミアム付商品券の購入対象となる可能性があります。
　　（該当する方には、9月下旬以降に商品券の購入引換券を発送します。）

➡

はい

➡

扶養等になっていない

➡
➡

はい ➡いいえ プレミアム付商品券の購入対象
ではありません

➡ ④へ進む扶養になっている

➡ ④へ進むいいえ

④　平成２8年 4月 ２日～令和元年9月30日の間に生まれたお子さんがいますか？

　「プレミアム付商品券」に関して、
松本市職員が、
●�商品券販売のために、手数料などの振り込
みを求めること

●�ＡＴＭ（銀行・コンビニなどの現金自動支
払機）の操作をお願いすること
などは絶対にありません。

※�プレミアム付商品券に関する不審な電話や
郵便、メール等がありましたら市役所、ま
たは警察署・相談窓口までご連絡ください。

●対象
　　原則として、市内に事業所、店舗などを有
する飲食・小売りサービス事業者等

●申し込み
　　松本市プレミアム付商品券取扱店舗専用
ホームページ（https://www.matsumoto-
prem.info
　※右の二次元コード）から 

●問い合わせ
　松本市プレミアム付商品券運営事務局
　（☎03-361４-５888）

プレミアム付
商品券を装っ

た

「振り込め詐
欺」や

「個人情報の
詐取」に

ご注意くださ
い！

プレミアム付商品券
を使用できる
取扱店舗を募集します

プレミアム付商品券事業のキャラクター「カクニャン」▶

13　広報まつもと2019年 8 月号
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●問い合わせ　環境政策課（東庁舎 4階　☎34-3２68 ｆ34-0400）

残さず食べよう！推進店・事業所認定制度

　　松本市では、食品ロスを削減するための取り組みを行っている飲食店、宿泊施設等、
小売店等または事業所等を「残さず食べよう！推進店・事業所」として認定しています。

詳細は、市ホームページ（こちらの
二次元コードから）をご覧ください

１　残さず食べよう！30・１0運動の周知または啓発
２　プラチナメニューの提供
3　食べ残しの持ち帰りへの提供
4　小盛りメニューの提供
５　その他食品ロス削減に資する取り組み

飲食店・宿泊施設等の方

１　食品ロスに関することの店に
おける周知または啓発

２　ばら売り、少量パック販売等
の実施

3　値引き販売による食料品廃棄
の抑制

4　フードバンク等への提供や食
品リサイクルの実施

５　その他食品ロス削減に資する
取り組み

小売店等の方

１　残さず食べよう！30・１0運動の実践
２　残さず食べよう！30・１0運動または食品ロスに
　　関することについての事業所内における周知
3　残さず食べよう！30・１0運動の実践または食品
　　ロス削減に関する取組みについて事業所外へ広報
4　その他食品ロス削減に資する取り組み

事業所等の方

　申請書は市ホームページ（右上の二次元コード【残さず食べよう！推進店・事業所認定制度】）からダウ
ンロードできるほか、環境政策課の窓口でお渡ししています。
　申請書の提出は、電子メールやファクス、または窓口へ直接お持ちください。

●申請方法

・市ホームページにおいて紹介
・啓発グッズ（ティッシュ・コースター・
　持ち帰りパック・ポスター・木製看板など）の活用
・認定証による環境配慮型店舗・事業所のアピール
・ecoオフィスまつもと認定事業（※）の加点項目

メリット

【残さず食べよう！
推進店・事業所認定制度】

※【ecoオフィス
まつもと認定事業】

　次の取り組みの内、2項目以上実施していること。●認定条件

　食品ロス削減に取り組んでいるお店で宴会をしたい、持ち帰りに対応して
いるお店が知りたい、そんなときは、ぜひ「残さず食べよう！推進店・事業所」
を市ホームページ等で確認してご利用ください。

～市民の皆さんへ～

※昨年の ９月から認定制度の対象に
「小売店」が加わりました。

登録数（6月末現在）
飲食店、宿泊施設等　�153店
小売店等�� 　4�店
事業所等� 94事業所

ぼくは
残さ
ずに

食べ
るよ！

運動

ⓒ松本山雅FC

世界に栄養
不足な人は

約８億人。

食べものを
捨ててしま

って

良いのでし
ょうか？

30・10運動 応援大使

ガンズくん

松本山雅FC

オフィシャルマスコット

「もったい
ない」を心

がけ、

食品ロスを

減らしまし
ょう！

会
食
、宴

会席
での
食べ残しを減らす運動です。

　
　
乾
杯
後３０

分
間、お開き前の１０分間は、自分の

席に
つい

て料
理
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う！
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市
議
会
６
月
定
例
会
か
ら

　
市
議
会
６
月
定
例
会
が
、
６
月
１0
日
か
ら
２7
日
ま
で
の
１8
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会

で
は
、
市
長
提
案
１２
件
、
議
員
提
案
２
件
の
計
１4
件
（
条
例
４
件
、
予
算
１
件
、
契
約
１
件
、
財
産
２
件
、

道
路
１
件
、
そ
の
他
１
件
、
意
見
書
２
件
（
議
員
提
案
）、
人
事
２
件
）
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も

可
決
ま
た
は
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

条
例

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
も
の
、

利
用
料
金
制
の
導
入
に
伴
う
も
の
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の
改

正
に
伴
う
も
の
、
地
区
整
備
計
画

の
都
市
計
画
決
定
に
伴
う
も
の
の

一
部
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

予
算

　

幼
児
教
育
無
償
化
に
係
る
経
費

や
、「
５
つ
の
重
点
目
標
」、「
６

つ
の
ま
ち
づ
く
り
」、お
よ
び「
Ｋ

Ｙ
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
に
か
か
わ
る

事
業
で
、
速
や
か
に
取
り
組
み
が

必
要
な
政
策
的
経
費
、
緊
急
に
補

正
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
、
事
業

執
行
上
支
障
を
き
た
す
経
費
な
ど

を
中
心
に
計
上
し
ま
し
た
。

　

補
正
規
模
は
、
一
般
会
計
で
３

億
８
３
７
５
万
円
の
追
加
で
、
補

正
後
の
全
会
計
の
予
算
規
模
は
１

６
５
９
億
４
５
６
７
万
円
、
前
年

同
期
と
同
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

契
約

　

平
成
30
年
度
（
仮
称
）
松
本
市

災
害
時
支
援
物
資
集
積
拠
点
造
成

工
事
の
請
負
契
約
の
議
決
更
正
を

行
い
ま
し
た
。財

産

　

一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事

業
用
小
型
バ
ス
車
両
お
よ
び
松
本

城
南
・
西
外
堀
復
元
事
業
用
地
を

取
得
し
ま
し
た
。道

路

　

４
路
線
を
市
道
と
し
て
認
定
し

ま
し
た
。

そ
の
他

　

住
居
表
示
の
再
整
備
に
伴
い
、

町
お
よ
び
字
の
区
域
の
変
更
を
行

い
ま
し
た
。

意
見
書

　

次
の
意
見
書
が
、
国
会
お
よ
び

関
係
行
政
庁
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

・�

新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
に

関
す
る
意
見
書

・�

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

堅
持
・
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

人
事

　

監
査
委
員
と
し
て
竹
本
祐
子
氏

（
梓
川
倭
）
を
、
公
平
委
員
会
委

員
と
し
て
中
嶌
昇
子
氏
（
中
山
）

を
新
た
に
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

「第 24 回松本市平和祈念式典」と「平和の集い」
を開催します

　核兵器の廃絶と世界恒久平和を願い、終戦記念日に開催します。式典会場では、長崎原爆資料館から借用す
る写真パネルを展示しますので、併せてご覧ください。どなたでも参加できます。夏の軽装（クールビズ）で
お越しください。

◇申し込み　折鶴献呈、平和の集いに参加を希望される方は、事前に連絡をお願いします
◇問い合わせ　平和推進課（本庁舎２階　☎33－4770 ｆ33－1877）

◆日時　8月15日（木）午前9時30分～10時30分
◆場所　あがたの森公園　平和ひろば平和祈念碑前
◆内容　折鶴献呈、平和都市宣言、広島平和記念式典参加中学生感想発表、
　　　　平和へのメッセージ、平和合唱　など

式典

◆時間　午前10時45分～正午　　◆場所　あがたの森文化会館　２−8会議室、IT教室
◆内容　平和の詩の朗読、被爆体験伝承者講話　など

平和の集い



試験要綱はこちら▶

松本市職員採用資格試験

◇応募期間　８月２３日㈮まで
◇試験日　８月３１日㈯
◇提出書類　受験申込書、履歴書、身上書、自己紹介書、資格を証明する免許証の写し、または卒業見込み証明
◇問い合わせ　松本市立病院事務部総務担当（☎9２－３0２7 ｆ9２－３440）

　令和元年度（2019年度）中途採用および令和2年（2020年）４月採用の正規職員を募集します。
詳細は、市立病院ホームページ（下の二次元コードから）をご確認ください。

【令和元年度中途採用正規職員】
　●職種　看護師
　●受験資格　当該職種の有資格者
【令和２年４月採用正規職員】
　●職種　診療放射線技師
　●受験資格　当該職種の有資格者。または今年度卒業見込みで、
　　　　　　　当該資格を取得見込みの方

松本市病院局職員募集

●受験資格　試験区分ごとに異なります。試験要綱をご覧ください。
●第１次試験　 9月２２日㈰に松本市役所（丸の内３ － 7）で実施します。
●試験要綱・試験申込書　
　市ホームページからダウンロードできます。試験要綱の郵送をご希望の場合は、住所・氏名を記入した
角２サイズの返信用封筒（１40円切手貼付）を同封の上、職員課（〒３90－８6２0　丸の内 ３ － 7 ）へ請求して
ください。職員課や市役所受付（本庁舎・東庁舎）等の窓口でも配布しています。
●受験申し込み　
　８月２３日㈮～２5日㈰までの間に試験申込書および受験票を市役所本庁舎３階大会議室へ本人が持参して
ください。第１次面接を行います。
　受付時間：午前9時～午後4時　※２4日㈯・２5日㈰も受け付けます。（２5日は正午まで）
●申し込み・問い合わせ　職員課（本庁舎３階　☎３4－３２75 ｆ３4－３２0１）

●問い合わせ　職員課（本庁舎3階　☎3４－3275 ｆ3４－3201）
　来年４月以降採用予定の大卒程度管理栄養士、大卒程度2次募集（土木・化学）、高卒程度の職員採用資格試験
を行います。松本市の魅力あるまちづくりに積極的に参加したいという意欲と実行力あふれる職員を募集します。
詳細は試験要綱をご覧ください。市ホームページ（右の二次元コード）からもご覧いただけます。

試験の種類 試験区分 採用予定人員 受験資格

大
学
卒
業
程
度

管理栄養士

若干名

昭和59年 4 月 2 日から平成１0年 4 月 １ 日までに生まれた人で、すでに管理
栄養士の資格を取得している人または令和 2年（2020年）3月までに当該資
格を取得見込みの人

土　木
（ 2次募集）

昭和59年 4 月 2 日から平成１0年 4 月 １ 日までに生まれ、大学卒業程度の学
力を有する人で、左記試験区分の専門課程を卒業または令和 2年（2020年）
3月までに卒業見込みの人
※令和元年度（2019年度）受験者は申し込みできません

化　学
（ 2次募集）

高
校
卒
業
程
度

行政事務 平成 6年 4月 2日から平成１4年 4 月 １ 日までに生まれた人で、高等学校卒
業程度の学力を有する人

行政事務
（障がい者
枠）

【障がい者枠】
平成 6年 4月 2日から平成１4年 4 月 １ 日までに生まれ、高等学校卒業程度
の学力を有し、身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳の交
付を受けている人で、次の要件を満たす人
・事務職として職務の遂行が可能であること
・活字印刷文による出題（筆記試験）に対応できること

土　　木 平成 6年 4月 2日から平成１4年 4 月 １ 日までに生まれた人で、土木の専門
課程を卒業または令和 2年（2020年）3月までに卒業見込みの人

　　　　※高校卒業程度試験については、 4年制の大学の卒業者および卒業見込み者は受験できません。
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東京都内で合同就職説明会を開催します！

※詳細は、市ホームページ（こちらの二次元コードから）をご覧ください▶

　2021年以降に卒業予定の学生や本市への転職移住を検討されている方に向けて、合同就職説明会を開催します。保護
者の皆さんには、Uターンを考えているお子さんの就職活動の一助となればと考えていますので、ぜひご活用ください。

●対象　松本市内への就職や転職による移住を検討している学生および社会人
●日時　令和２年（２0２0年）３月１4日㈯午前１１時～午後4時
●場所　赤坂インターシティコンファレンス（東京都港区赤坂１ － ８ － １　赤坂インターシティAIR 4階）
●内容（予定）　①松本地域の企業の紹介（企業ごとのブースを設置した合同就職説明会形式）

②松本市での生活の様子の紹介（相談ブースの設置、生活情報の紹介、松本暮らしに関するセミナー）
●参加予定企業等（五十音順）

●申し込み・問い合わせ　まつもと暮らし応援課
　　　　　　　（本庁舎１階　☎３4－３000（内線１0８１）ｍ：matsumotogurashi@city.matsumoto.lg.jp）

■アースシステム㈱	 ■㈱アイキューブ	 ■㈱アスピア	 ■㈱アドヴァンスト・インフォーメイション・デザイン
■㈱アルプスピアホーム	 ■㈱栄建	 ■㈱エーアイテック	 ■㈱王滝	 ■㈱オブリガードス　個別指導塾まつがく
■㈱上條器械店	 ■カワイ精密金属㈱	 ■菊之湯	 ■㈱クレステック	 ■甲信商事㈱
■ゴールドパック㈱	 ■㈲寿昇運	 ■㈱小松製作所	 ■㈱サクセン	 ■㈱ＳＹＮＡＸ	 ■信州名鉄運輸㈱
■セイコーエプソン㈱	 ■セコム上信越㈱	 ■㈱大和ホーム工業	 ■㈱チヨダ	 ■㈱デイリーはやしや
■㈱東京ウエルズ	 ■東京海上日動火災保険㈱	 ■東新工業㈱	
■東洋観光事業㈱　アルピコホテルグループ	 ■東洋計器㈱	 ■㈱鬨一精機	 ■トピーファスナー工業㈱　　　　　
■㈱巴屋	 ■トヨタカローラ南信㈱・ネッツトヨタ信州㈱	 ■長野三菱電機機器販売㈱　
■ニッキトライシステム㈱　	 ■㈱プリントショップ・ミネ	 ■（福）平成会	 ■松本市役所　			
■㈱松本マツダオート	 ■㈱松本山雅	 ■㈱丸勇青果	 ■㈱明神館
■㈱ワールドインダストリーニット	 ■㈱Ｙ建築設計　

青少年ホーム秋期ヤングスクール受講者募集

●申し込み・問い合わせ　 ８月7日㈬午前9時からインターネット、電話または直接青少年ホーム（☎２6－１0８３ ｆ２5－
5３３7）へ　※詳細は、市ホームページをご覧ください。

●対象　市内に居住、通学または通勤している１5歳以上３5歳未満の方　※受講には別途ホーム登録と年会費500円が必要

講座 日時 定員 料金

１ 旅行で使える英会話教室 9月 2日・ 9日・30日　月曜日　午後 7時～ 8時30分 １5人 無料

2 綺麗に生けよう　生け花講座 9月 2日・ 9日・30日　月曜日　午後 7時～ 9時 6人 4,000円

3 楽しくラリー卓球講座 9月 4日・１１日・25日　水曜日　午後 7時１5分～ 8時45分 １5人 無料

4 ズンバ 9月 5日・１2日・26日　木曜日　午後 7時30分～ 8時30分 １5人 無料

5 美味しい淹れ方を学ぼうコーヒー講座 9月 8日　日曜日　午前１0時～１１時 １2人 500円

6 硬式テニス講座 9月１3日・20日・27日、１0月 4 日・１１日　金曜日　午後 7時１0分～ 8時30分 20人 １,000円

7 ピラティス 9月25日、１0月 2 日・ 9日・１6日　水曜日　午後 7時30分～ 8時30分 35人 無料

8 作法を学ぼう　茶道教室 １0月 2 日・ 9日・１6日　水曜日　午後 7時～ 9時 6人 3,000円

9 シェフから学ぼう　フランス料理 １0月 3 日　木曜日　午後 7時～ 9時 20人 １,000円

１0 運動不足解消！キックボクシングエクササイズ １0月 7 日・2１日、１１月１１日・25日　月曜日　午後 7時30分～ 8時30分 20人 無料

１１ 自分を知ろう！自己理解講座 １0月１6日・23日・30日　水曜日　午後 7時～ 8時30分 １5人 無料

１2 ゴルフ講座 １0月１8日・25日、１１月 １ 日・ 8日　金曜日　午後 7時30分～ 9時 １5人 １,000円～

１3 料理教室 １0月１8日、１１月 8 日　金曜日　午後 7時～ 9時 25人 700円/回

１4 松養祭ボランティア １0月１9日　土曜日　午前 9時～午後 3時　※登録不要 5人 無料

１5 バドミントン講座 １0月23日・30日、１１月 6 日　水曜日　午後 7時30分～ 9時 １6人 無料

１6 健康体操＆ヨガ １0月24日・3１日、１１月 7 日・１4日　木曜日　午後 7時30分～ 8時30分 35人 無料

１7 フラワーアレンジメント １0月28日　月曜日　午後 7時～ 9時 20人 2,500円

１8 脚もお顔もぽっかぽかリンパマッサージ １１月 8 日・１5日・22日・29日　金曜日　午後 7時30分～ 8時30分 １2人 無料
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●問い合わせ　広報国際交流課（本庁舎 3 階　☎34－3271 ｆ34－3201）

の 味 ～郷土料理編～

　　　　　新鮮な海産物が手に入り難かった乗鞍
地域では、保存食である塩でしめた鱒と、自生す
る山ぶどうの葉を使い、ぶどう葉寿司が作られて
きました。現在でも、地域のお祭りの日のご馳
走に欠かすことのできないもので、先人の知恵
が詰まった貴重な郷土料理です。

ぶどう葉寿司

白米　　 2 合　　　酒　　10cc
もち米　10ｇ　　　昆布　 2 ㎝
塩鱒　　 1 ／ 4 尾位
山ぶどうの葉　 7 枚

〈材料（ 7 個分）〉

●問い合わせ　広報国際交流課（本庁舎 3 階　☎34－3271 ｆ34－3201）

〈作り方〉
①  塩鱒は三枚におろし小骨をとり、10mm程度

に切り、生酢に一晩漬ける。
②  山ぶどうの葉をきれいに洗い、水分をふき取る。
③ 洗った米に昆布と酒を入れ炊き、酢飯を作る。
④  酢飯は熱いうちに葉の上にのせ、①を一切れ

挟み、両手で包み込むように軽く押さえる。
⑤  保温性のある容器に並べ、葉の色が緑から茶

色に変われば出来上がり。
　レシピ提供：乗鞍うまいもの工房

　今月は、「ぶどう葉寿司」を紹介します。酢飯に塩鱒
ます

を優しく包み、山ぶどうの
葉で包んだ、乗鞍高原の郷土料理です。葉が青く茂る 7 ～ 9 月上旬に食べられます。

酢　　40cc
砂糖　30g
塩　　 4ｇ

〈すし酢〉

筒木和子さん／乗鞍うまいもの工房代表、
「唐松荘」女将

「まつもと わくわく」投稿方法
ご自身のインスタグラムで、松本市の魅力を伝える写真を投稿する際
に、＃matsumoto_wakuwaku　とタグ付けしてください。

※市ホームページ（下の二次
元コードから）に掲載してい
る募集要項に同意
いただいた上で投
稿してください。

松本の「わくわく」

教えてください★

#3

　市公式インスタグラムでは、皆さんが投稿した、わくわくする場所や風景など、松本市の魅力を伝える写真の中
から「今週の一枚」を選定し、紹介しています。『広報まつもと』では、さらに「今週の一枚」の中から「今月の
一枚」を紹介します。

「今月の一枚」
松本市公式インスタグラム投稿企画　「まつもと わくわく」

@tisechu_dnzw さんの投稿

　「あじさい寺」としても有名な、弘長寺の紫陽花の写真を
投稿いただきました。 7 月、梅雨の時季ならではの、わくわ
くする一枚ですね♪

紫陽花の成長が夏の到来を感じます。
派手さはありませんが、おしとやかさ清潔さに癒されまし
た。色の豊富さや静けさが弘長寺の魅力です！

投稿者から一言

2019.06.10-07.07

投稿日：2019.06.29

地元の方から一言
「炊きたての酢飯を葉で包むことで、葉の
風味をご飯にのせることができます。使
う魚は塩鱒で、油っぽくなくあっさりし
ています。昔から引き継がれてきたこの
郷土食を、これからも大切にしてい
きたいです。」
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　夏は真っ盛り。エアコンを毎日つけて
いる方も多いかと思います。
　今回は、効率的なエアコンの使い方を
紹介します。冷たい空気は部屋の下部に
たまるため、エアコンの風向を「水平」
または「上向き」に設定するのがおすす
めです。
　また、扇風機やサーキュレーターで部
屋の空気を循環させることで、体感温度
が下がるほか、部屋全体の温度が効率的
に下がり、省エネになります。エアコン
の設定温度を 1 度上げることで、消費電
力を約10パーセントカットできます。
　地球にエコな暮らし
をしてみませんか。

中央図書館　８月のテーマブック

　中央図書館では、毎月テーマブックの展示を行っています。今
月の展示からおすすめの一冊を紹介します。

「もったいない」から

一歩を踏み出そう!!

●問い合わせ　中央図書館（☎32－00９９ ｆ37－114８）
●問い合わせ　
　環境政策課（ 東４  　☎34－32６８）

『不思議の国のアリス』の世界

　1８６2年、オックスフォード大学で
数学の教師をしていたルイス・キャロ
ルは、友人や上司の娘たちとピクニッ
クに出かけました。ボートで川を下り
ながら、幼いアリス・リデルを主人公
に即興で語られたのが「不思議の国の
アリス」です。
　今回紹介する本は、児童文学研究者
の楠本君恵による新訳と、松本市出身
のアーティスト草間彌生による新しい

「不思議の国のアリス」です。
　アリスが白ウサギを追って飛び込ん
だ、へんてこな世界を増幅させる草間
彌生の絵は、単なる挿し絵ではなく画
集としても楽しめる一冊です。

松
本
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学
校
人
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取
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と
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内
容
を
見
る
こ
と

で
、
相
互
の
授
業
力
向
上
に
つ
な
げ
る
機

会
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
昭
和
54
年

度
の
委
員
会
立
ち
上
げ
当
初
か
ら
続
い
て

『不思議の国のアリス』ルイ
ス・キャロル／著  草間彌
生／挿絵　グラフィック社 　
2013年 7 月発行

【参考】
家庭の省エネ徹底ガイド



情報チャンネル

お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

会
員
登
録
・
利
用
料
は
無
料
。
詳

細
は
、
次
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

専
用
ペ
ー

ジ
に
ア
ク

セ
ス
し
て

ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問

中
部

電
力
株
式

会
社
（
☎

０
１
２
０

－

９
８
５－

２
３
２
）

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　

第
40
回
松
本
市
総
合
防
災
訓
練

を
岡
田
地
区
で
実
施
し
ま
す
。
多

く
の
皆
さ
ん
の
見
学
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日

９
月
１
日
㈰
午
前
９
時
～
11

時　

場

女
鳥
羽
中
学
校
、
岡
田

小
学
校
、
岡
田
地
区
地
域
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
、
岡
田
地
区
体
育
館
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

岡
田
の

里　

●
訓
練
内
容
＝
①
避
難
所
開

設
運
営
訓
練　

②
救
護
・
消
火
訓

練　

③
医
療
救
護
所
訓
練　

④
防

災
関
係
機
関
に
よ
る
災
害
復
旧
訓

練　

⑤
災
害
対
策
用
資
機
材
な
ど

の
展
示　

⑥
給
食
訓
練　

問

危

機
管
理
課

（ 

本
別
１ 　

☎
33

－

９

１
１
９　

ｆ
33

－

１

０
１
１
）

「
若
者
カ
フ
ェ
」
を
開
設

　

若
者
の
居
場
所
と
し
て
、
若
者

が
気
軽
に
立
ち
寄
り
、
自
由
に
過

ご
し
、
交
流
や
情
報
交
換
が
で
き

る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
開
設
し
ま

し
た
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対

15
歳
以
上
35
歳
未
満
の
方　

日

毎
週
日
曜
日　

午
前
９
時
～

午
後
４
時
30
分　

場

な
ん
な
ん

ひ
ろ
ば
談
話
喫
茶
室　

￥

無
料　

問

青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎
26－

１
０

８
３　
ｆ
25－

５
３
３
７
）

市
税
・
国
保
税
な
ど
は

納
期
限
内
に
納
め
て
く
だ
さ
い

　

軽
自
動
車
税
、
市
県
民
税
第
1

期
、
固
定
資
産
税
第
１
期
・
２
期
、

国
民
健
康
保
険
税
第
１
期
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
第
１
期
、
介

護
保
険
料
第
１
期
～
４
期
の
納
付

を
し
て
い
な
い
方
は
、
至
急
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　

９
月
２
日
㈪
は
、
令
和
元
年
度

（
２
０
１
９
年
度
）
の
市
県
民
税

第
２
期
、
国
民
健
康
保
険
税
第
２

期
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第

２
期
、
介
護
保
険
料
第
５
期
の
納

期
限
で
す
。

　

バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
て
い

る
納
付
書
は
、
24
時
間
全
国
の
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
納
め
忘
れ
の

な
い
口
座
振
替
・
自
動
払
込
も
で

き
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

納
期
限
内
に
納
付
し
て
い
な
い
場

合
は
督
促
状
の
発
送
、
ま
た
は
市

税
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
確
認
の

電
話
を
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

納
付
方
法
な
ど
の
相
談
を
希
望
す

る
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問

一
般
市
税
は
納
税
課
（ 

本
５ 　

☎
33－

１
１
９
２　
ｆ
39－
０
７
２

３
）、
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険

料
は
保
険
課
（ 

東
２ 　

☎
34－

３

２
１
５　
ｆ
39－

２
５
２
３
）

令
和
２
年
度（
２
０
２
０
年
度
）

中
学
校
指
定
校
変
更
申
請
の
受
け
付
け

　

通
学
区
域
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ

た
学
校
へ
の
就
学
が
困
難
で
あ
り
、

一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合
は
、

指
定
校
の
変
更
を
申
請
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

対

令
和
２
年
４
月
に
中
学
校
に

入
学
す
る
新
１
年
生　

●
条
件
＝

次
の
全
て
の
条
件
に
該
当
す
る
こ

と
。
①
指
定
中
学
校
ま
で
の
通
学

距
離
が
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る　

②
指
定
校
よ
り
も
通
学
距
離

が
短
い　

③
受
け
入
れ
る
学
校
側

で
教
室
数
な
ど
に
問
題
が
生
じ
な

い　

④
指
定
校
の
変
更
後
も
在
住

地
の
行
事
な
ど
、
地
域
の
活
動
に

参
加
す
る　

申

８
月
30
日
㈮
ま

で
に
印
鑑
を
持
参
の
上
、
学
校
教

育
課
へ
。
指
定
校
変
更
の
可
否
に

つ
い
て
は
９
月
中
に
各
家
庭
へ
通

知
し
ま
す
。　

※
そ
の
他
の
事
情

に
よ
り
指
定
校
変
更
を
希
望
す
る

方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　
問

学
校
教
育
課
（ 

大
４ 　

☎
33－

９

８
４
６　
ｆ
34－

３
２
０
６
）

水
道
メ
ー
タ
ー
を
取
り
替
え
ま
す

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は
計
量
法
で
有

効
期
限
が
８
年
と
定
め
ら
れ
て
い

る
た
め
、
上
下
水
道
局
で
は
有
効

期
限
前
に
取
り
替
え
を
行
っ
て
い

ま
す
。
該
当
す
る
お
宅
へ
個
別
に

お
知
ら
せ
の
上
、
取
り
替
え
ま
す
。

取
り
替
え
に
か
か
る
費
用
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん
。（
マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
で
所
有
者
が
設
置
し
た
各
戸
メ

ー
タ
ー
の
取
り
替
え
は
除
く
）

●
８
月
の
取
り
替
え
地
区
＝
里
山

辺
、
四
賀
地
区
（
保
福
寺
町
、
刈

谷
原
町
、
七
嵐
、
赤
怒
田
、
殿
野

入
、
反
町
）、
波
田
地
区
（
第
６

区
～
第
18
区
、第
21
区
、第
23
区
）　

●
取
り
替
え
期
間
＝
７
月
29
日
㈪

～
８
月
９
日
㈮　

※
９
月
の
取
り

替
え
は
、
８
月
30
日
㈮
か
ら
行
い

ま
す
。　
問

上
下
水
道
局
営
業
課

（
☎
48

－

６
８
５
０　
ｆ
47

－

２
１

３
７
）

【
危
機
管
理
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

停
電
情
報
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ
で
確
認

　

中
部
電
力
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
ア
プ
リ
「
停
電
情
報
お
知
ら

せ
サ
ー
ビ
ス
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

SBCラジオで「ラジオ広報まつもと」を放送しています。　放送日：毎週月～金曜日の午前11時40分頃、午後2時20分頃

市役所行き先　凡例　（例：本 ３→本庁舎 ３階）本：本庁舎　本別：本庁舎別棟
� 本北：本庁舎北別棟　東：東庁舎　東別：東庁舎別棟　大：大手事務所

お
知
ら
せ

空間放射線量測定値
　長野県が通年で実施している測定値です。

　詳細は、水道水中の放射性物質濃度の測定値とあわ
せ、市ホームページをご覧ください。
問　環境保全課（ 東 4  　☎34－3267 ｆ34－0400）

日時 場所 測定値（μSv/h）
7 月11日午前 9時 松本合同庁舎 0.063

お
知
ら
せ

Google PlayApp Store

広報まつもと2019年 8 月号　20



対対象　日日時・日程　場会場　￥料金　定定員　内内容　講講師　問問い合わせ　持持ち物
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お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

【
情
報
政
策
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

守
ろ
う
！
電
波
の
ル
ー
ル

　

公
共
の
電
波
を
正
し
く
利
用
す

る
た
め
に
電
波
法
が
あ
り
ま
す
が
、

ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
不
法
な
電
波

に
よ
る
受
信
障
害
や
混
信
・
妨
害

は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の

財
産
で
あ
る
電
波
の
良
好
な
利
用

環
境
を
守
る
た
め
、
電
波
を
正
し

く
使
い
ま
し
ょ
う
。

　

電
波
に
関
す
る
こ
と
は
、
総
務

省
信
越
総
合
通
信
局
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
〈
無
線
設
備
へ
の
混
信
・
妨
害

お
よ
び
違
法
な
無
線
設
備
の
情
報

に
関
す
る
こ
と
〉
監
視
調
査
課

（
☎
０
２
６－

２
３
４－

９
９
７
６
）　

〈
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
放
送
の
受

信
障
害
に
関
す
る
こ
と
〉
受
信
障

害
対
策
官
（
☎
０
２
６－

２
３
４－

９
９
９
１
）
　
〈
そ
の
他
、情
報
通
信

の
行
政
相
談
に
関
す
る
こ
と
〉総
合

通
信
相
談
所（
☎
０
２
６－

２
３
４－

９
９
６
１　
ｈhttp://w

w
w
.sou　

m
u.go.jp/soutsu/shinetsu/

）

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
に

登
録
し
ま
し
ょ
う

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
は
、
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

最
新
の
年
金
加
入
記
録
や
、
将
来

の
年
金
見
込
額
を
さ
ま
ざ
ま
な
条

件
に
応
じ
て
試
算
が
で
き
る
な
ど
、

自
身
の
年
金
に
関
す
る
情
報
を
確

認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
は
、
日
本

年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

利
用
登
録
が
必
要
で
す
。
年
金
手

帳
な
ど
に
記
載
さ
れ
て
い
る
基
礎

年
金
番
号
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

問

松
本
年
金
事
務
所
（
☎
32－

４

６
６
４
）

住
民
票
等
の
証
明
書
交
付
を

終
了
し
ま
す

　

あ
が
た
の
森
文
化
会
館
・
駅
前

会
館
で
の
住
民
票
等
の
証
明
書
交

付
を
９
月
30
日
㈪
で
終
了
し
ま
す
。

※
あ
が
た
の
森
文
化
会
館
は
月
曜

休
館
の
た
め
、
９
月
27
日
㈮
ま

で
。　

問

市
民
課
（ 

東
１ 　

☎

33－

９
８
４
１　
ｆ
37－

０
２
６
０
）

不
用
に
な
っ
た
食
器
の

無
料
回
収
、
無
料
配
布

　

家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
食
器
を

無
料
で
回
収
し
ま
す
。
回
収
し
た

食
器
の
う
ち
、
状
態
の
良
い
も
の

は
そ
の
場
で
無
料
配
布
（
リ
ユ
ー

ス
）
し
、
そ
の
他
は
新
し
い
製
品

の
原
材
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し

ま
す
。

対

陶
磁
器
製
の
食
器　

※
割
れ

て
い
る
も
の
も
回
収
し
ま
す
。
た

だ
し
、
ほ
こ
り
や
よ
ご
れ
が
つ
い

て
い
る
も
の
は
洗
っ
て
か
ら
お
持

ち
く
だ
さ
い
。　

●
回
収
で
き
な

い
も
の
＝
直
火
で
使
用
す
る
も
の

（
土
鍋
等
）、
耐
熱
食
器
、
ガ
ラ
ス

食
器
（
コ
レ
ー
ル
）、
汚
れ
の
ひ

ど
い
も
の
、
食
器
以
外
の
も
の

（
灰
皿
や
花
瓶
等
）、
陶
磁
器
製
以

外
の
も
の
、
事
業
所
か
ら
出
た
食

器　

日

９
月
７
日
㈯
午
前
９
時

～
午
後
４
時
、
９
月
８
日
㈰
午
前

９
時
～
正
午　

場

波
田
支
所
東

側
駐
車
場　

問

環
境
政
策
課

（ 

東
４ 　

☎
34－

３
２
６
８　
ｆ
34

－

０
４
０
０　

※
当
日
は
波
田
不

用
食
器
回
収
委
員
会
（
☎
０
８
０

－

４
４
３
８－

７
８
７
８
））

全
国
家
計
構
造
調
査
に
ご
協
力
を

　

総
務
省
統
計
局
は
10
月
～
11
月

の
２
カ
月
間
、
全
国
家
計
構
造
調

査
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、

皆
さ
ん
に
日
々
の
収
入
や
支
出
な

ど
を
回
答
い
た
だ
き
、
国
民
生
活

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で

す
。
調
査
結
果
は
、
年
金
や
保
険

料
を
検
討
す
る
際
に
使
わ
れ
る
ほ

か
、
国
民
生
活
に
身
近
な
さ
ま
ざ

ま
な
政
策
な
ど
に
役
立
て
ら
れ
ま

す
。

　

８
月
上
旬
に
統
計
調
査
員
が
対

象
地
域
に
伺
い
ま
す
。
一
人
一
人

の
回
答
が
日
本
の
よ
り
よ
い
未
来

を
作
り
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問

情
報
政
策
課
（
情
報
創
造
館

庁
舎
２
階　

☎
48－

７
０
２
０　
ｆ

48－

７
０
０
１
）

ｗｗ第24回 中核市お知らせコーナー
　引き続き、市民の皆さんの「健康を守る」をテーマに、
松本市が、令和3年（2021年）4月1日の中核市移行にあ
わせて保健所を設置することで、変わることをお知らせし
ます。

安全と安心のために③　～食品衛生編～
　保健所では、食の安全と安心を守るため、食品の生産か
ら加工、流通を経て、皆さんの口に入るまでの全ての段階
で、衛生的な状態を保つために、さまざまな取り組みを行
います。
　例えば、飲食店を開業する方に対して、図面の確認や現
地調査を行い、衛生基準を満たす施設と設備を備えている
かを確認した上で、営業を許可します。営業中の施設に対
しては、食品の取り扱い方法や温度管理、施設の衛生管理
などについて指導します。
　また、卸売市場やスーパーマーケットなどで実際に売ら
れている食材や加工食品について、記載されている表示が
適正か、食品添加物や残留農薬の基準が守られているかな
どを検査します。
　万が一、食中毒が発生した場合は、その原因を調査の上、
被害の拡大を防止し、市民の皆さんに情報提供を行います。
　その他にも、飲食店等の事業者に向けて講習会・研修会
を開催します。また、市民の皆さんからの食の安全に関す
る相談に応じます。
　市が保健所を設置することで、責任を持って、市民の皆
さんの食の安全と安心の確保を目指します。

問　中核市推進室（ 東２  　☎34－3005 ｆ34－3204）

お
知
ら
せ
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情報チャンネル

お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

中
山
霊
園
墓
参
バ
ス
を
運
行

　

お
盆
の
墓
参
バ
ス
を
運
行
し
ま

す
。

日

８
月
13
日
㈫
、
８
月
16
日
㈮　

●
乗
り
場
＝
ア
ル
ピ
コ
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
前
道
路
西
側
（
午
前
９
時
15

分
）
→
市
役
所
前
道
路
お
城
側

（
９
時
25
分
）→
市
民
芸
術
館
前
バ

ス
停（
９
時
35
分
）→
秀
峰
学
校

前
バ
ス
停（
９
時
40
分
）→
筑
摩

バ
ス
停（
９
時
45
分
）　

※
帰
り
は

午
前
11
時
20
分
霊
園
出
発　

￥

２
０
０
円
（
小
学
生
以
下
無
料
）　

申
・
問

中
山
霊
園
奉
賛
会
事
務

局
（
☎
０
９
０－

３
５
６
０－

２
５

２
７
）、環
境
保
全
課（ 

東
４ 　

☎

34－

３
０
４
３　
ｆ
34－

０
４
０
０
）

猫
の
繁
殖
制
限
追
加
助
成
事
業

　

望
ま
な
い
繁
殖
を
防
ぐ
た
め
、

飼
い
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
に
対

し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

日

８
月
27
日
㈫
～
助
成
金
が
な

く
な
り
次
第
終
了　

場

松
本
合

同
庁
舎
内　

松
本
保
健
福
祉
事
務

所
食
品
・
生
活
衛
生
課
（
平
日
午

前
９
時
～
午
後
５
時
）　

※
電
話

で
の
応
募
不
可
。
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。　

●
助
成
金
額

＝
メ
ス
１
頭
５
０
０
０
円
、
オ
ス

１
頭
２
０
０
０
円
（
助
成
金
の
交

付
は
１
世
帯
に
つ
き
１
頭
）　
問

松
本
保
健
福
祉
事
務
所
食
品
・
生

活
衛
生
課
内　

動
物
愛
護
会
松
塩

筑
支
部
事
務
局
（
☎
40－

１
９
４

３　
ｆ
47－

９
２
９
３
）

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

休
止
の
お
知
ら
せ

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
）
を
利
用
し
た
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
諸
証
明
交
付

サ
ー
ビ
ス
は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

た
め
、
８
月
28
日
㈬
は
サ
ー
ビ
ス

を
休
止
し
ま
す
。

問

市
民
課
（ 
東
１ 　

☎
33－

９

８
４
１　
ｆ
37－
０
２
６
０
）

指
定
工
事
店
の

指
定
お
よ
び
取
消
し

　

次
の
事
業
者
を
給
水
装
置
工
事

事
業
者
お
よ
び
下
水
道
排
水
設
備

指
定
工
事
店
に
指
定
し
ま
し
た
。

・
㈱
プ
ラ
マ
ー
南
信
（
南
箕
輪
村

４
７
６
４
番
地
４　

☎
０
２
６

５－

98－

７
５
０
６
）

　

次
の
事
業
者
の
給
水
装
置
工
事

事
業
者
の
指
定
を
取
り
消
し
ま
し

た
。

・
㈱
下
畑
住
宅
設
備
（
木
曽
町
福

島
）

問

上
下
水
道
局
総
務
課
（
☎
48－

６
８
０
０　
ｆ
47－

２
１
３
７
）

８
月
は

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

　
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
は
、

道
路
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
に
、
道

路
の
役
割
や
重
要
性
を
再
認
識
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
国
が
全
国
的

に
行
っ
て
い
る
運
動
で
す
。

　

道
路
を
き
れ
い
に
使
う
こ
と
は
、

街
の
美
観
を
守
る
だ
け
で
な
く
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
を
守
る
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
道
路
を

よ
り
身
近
に
考
え
、
広
く
、
美
し

く
、
安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う
ご

協
力
く
だ
さ
い
。「
こ
の
道
は　

世
界
に
つ
づ
く
ゆ
め
と
び
ら
」

（
令
和
元
年
度
「
道
路
ふ
れ
あ
い

月
間
」
代
表
標
語
よ
り
）　
問

維

持
課
（ 

本
４ 　

☎
34－

３
０
１
９　

ｆ
33－

２
９
３
９
）

【
市
民
相
談
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

相
続
登
記
特
別
無
料
相
談

　

８
月
３
日
は
司
法
書
士
の
日
で

す
。
長
野
県
司
法
書
士
会
で
は
、

県
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所
に
お

い
て
相
続
登
記
に
関
す
る
無
料
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。　

日

８
月
５
日
㈪
～
９
日
㈮
午
前

９
時
～
午
後
４
時
（
要
予
約
）　

場
・
申

県
内
各
司
法
書
士
事
務

相
談

所　

問

長
野
県
司
法
書
士
会

（
☎
０
２
６－

２
３
２－

７
４
９
２
）

【
保
育
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

信
州
大
学
附
属
幼
稚
園
令
和
２
年
度

（
２
０
２
０
年
度
）
園
児
募
集

定

３
歳
児
／
30
人
程
度
（
15
人

×
２
ク
ラ
ス
）　

●
受
付
期
間
＝

９
月
２
日
㈪
～
13
日
㈮
午
前
９
時

～
12
時
、
午
後
１
時
～
４
時　

※

土
・
日
・
祝
日
を
除
く　

申
・

問

信
州
大
学
附
属
幼
稚
園
で
配

布
す
る
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
同
園（
☎
37－

２
２
１
４
）へ

募
集

FM長野で市政広報番組「松本市ワンポイントガイド」を放送しています。　放送日：毎月第1・第3・第5土曜日の午前8時25分～

運転免許証の自主返納について
考えてみませんか

ワンポイント交通安全

【運転免許証自主返納制度】
　高齢で運転が不安などの理由から、運転免
許証を自主的に返納できる制度です。

【免許証の有効期間中に返納すると、安全運
転に努めてきた証として、運転経歴証明書の
交付が受けられます】
（交付手数料1,100円　失効免許では申請でき
ません）
○金融機関での身分証明書に利用できます。
○�タクシーの割引や、長野県警察シニアサポ
ート制度に参加している事業者からの特
典が受けられます。
　詳細は、松本警察署（☎25－0110）にご相
談ください。

問　�交通安全・都市交通課
　　（ 本 5 　☎34－3245 ｆ34－3202）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

相
談

募
集
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お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

赤
字
で
「
試
験
案
内
希
望
」
と
明

記
し
て
、
お
早
め
に
松
本
広
域
連

合
事
務
局（
〒
３
９
０－

１
４
０
１　

波
田
４
４
１
７－

１
）へ
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。　

※
試
験
案
内
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w
w
w
.m

－kouiki.or.jp

）で
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。　

申

８
月
28
日
㈬
～
９

月
１
日
㈰
に
、松
本
広
域
連
合
事

務
局（
松
本
市
役
所
波
田
支
所
）へ

本
人
が
直
接
試
験
申
込
書
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。土
・
日
曜
日
も

受
け
付
け
ま
す
。　
問

松
本
広
域

連
合
事
務
局（
☎
87－

５
４
６
０
）

松
本
広
域
連
合
消
防
職
員

採
用
資
格
試
験
（
初
級
）

　

来
年
４
月
以
降
に
採
用
予
定
の

初
級
消
防
職
員
採
用
資
格
試
験
を

行
い
ま
す
。

●
受
験
資
格
＝
平
成
８
年
４
月
２

日
～
平
成
14
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
た
方
で
、
高
等
学
校
卒
業
程
度

の
学
力
を
有
す
る
方　

※
４
年
制

大
学
卒
業
者
と
４
年
制
大
学
卒
業

予
定
者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。　

●
採
用
予
定
人
員
＝
若
干
名

【
第
１
次
試
験

�

（
教
養
・
適
性
・
体
力
試
験
）】

日

９
月
22
日
㈰　

場

教
養
試
験

／
松
本
市
役
所
波
田
支
所　

体
力

試
験
／
波
田
中
学
校
体
育
館　

●

試
験
案
内
・
申
込
用
紙
＝
松
本
広

域
連
合
事
務
局
、
消
防
局
、
各
消

防
署
所
、
松
本
広
域
連
合
関
係
８

市
村
の
市
役
所
・
役
場
お
よ
び
支

所
・
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。　

※

郵
送
希
望
の
方
は
、
１
４
０
円
切

手
を
貼
付
し
、
送
付
先
の
住
所
お

よ
び
氏
名
を
記
載
し
た
角
２
サ
イ

ズ
の
返
信
用
封
筒
を
同
封
の
上
、

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修

受
講
生
募
集

対

介
護
職
員
初
任
者
研
修
（
旧

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
）、
介
護

福
祉
士
実
務
者
研
修
（
旧
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
１
級
、
介
護
職
員
基
礎

研
修
）
修
了
者
ま
た
は
介
護
福
祉

士
、
看
護
師
、
保
育
士
等
の
資
格

を
お
持
ち
で
、
市
内
に
居
住
ま
た

は
松
本
市
を
サ
ー
ビ
ス
提
供
地
域

と
す
る
事
業
所
に
勤
務
（
予
定
含

む
）
し
て
い
る
方
。　

※
研
修
終

了
後
に
勤
務
す
る
予
定
の
方
は
、

事
業
所
等
か
ら
の
推
薦
状
が
必

要
。　
内

身
体
障
害
者
（
視
覚
障

害
・
全
身
性
障
害
）
の
外
出
を
支

援
す
る
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
養
成
。

修
了
者
に
は
修
了
証
を
交
付
し
ま

す
。　

日

９
月
２
日
㈪
、
４
日
㈬
、

５
日
㈭
、
10
月
10
日
㈭
、
11
日
㈮

の
全
５
日　

※
全
日
程
参
加
可
能

で
あ
る
こ
と
が
受
講
の
条
件
。
や

む
を
得
な
い
事
由
以
外
で
講
義
を

欠
席
し
た
場
合
に
は
、
次
年
度
以

降
に
全
日
程
を
受
講
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。　
場

な
ん
な
ん
ひ
ろ
ば　

定

20
人　

※
市
内
に
所
在
す
る

事
業
所
に
従
事
し
て
い
る
方
を
優

先
。
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切

り
。　

￥

５
０
０
０
円　

※
テ
キ

ス
ト
代
、
実
習
時
の
交
通
費
な
ど

は
別
途
自
己
負
担　

●
注
意
事
項

＝
本
研
修
は
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

（
移
動
支
援
）
を
行
う
に
あ
た
っ

て
の
支
援
力
向
上
を
目
的
と
す
る

も
の
で
、
資
格
取
得
の
た
め
の
研

修
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

申
・
問

８
月
16
日
㈮
ま
で
に
障
害
福
祉
課

（ 

東
１ 　

☎
34－

３
２
１
２　
ｆ
36

－

９
１
１
９
）
へ

農
業
研
修
生
の
募
集

対

お
お
む
ね
60
歳
以
下
で
、
研

修
修
了
後
に
市
内
で
農
業
経
営
を

継
続
で
き
る
方
。（
原
則
と
し
て

農
家
の
後
継
者
は
対
象
外
）　

●

研
修
期
間
＝
令
和
元
年
（
２
０
１

９
年
）
11
月
か
ら
最
長
３
年
間　

定

３
人
程
度　

※
書
類
審
査
お

よ
び
面
接
の
上
、
決
定
し
ま
す
。　

●
指
導
員
＝
㈲
ア
グ
リ
ラ
ン
ド
松

本
・
Ｊ
Ａ
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
職
員　

●
研
修
作
物
＝
Ｊ
Ａ
松
本
ハ
イ
ラ

ン
ド
が
推
奨
す
る
果
樹
・
野
菜
等　

●
待
遇
＝
①
㈲
ア
グ
リ
ラ
ン
ド
松

本
の
研
修
生
と
し
て
研
修
用
農
地

を
専
属
で
耕
作　

②
研
修
で
栽
培

し
た
農
作
物
の
売
上
は
研
修
生
の

収
入　

③
研
修
期
間
中
月
額
７
万

円
を
支
給
。
社
会
保
険
料
、
傷
害

保
険
料
、
農
業
資
材
な
ど
の
費
用

は
研
修
生
の
負
担　

申

８
月
30

日
㈮
ま
で
に
Ｊ
Ａ
松
本
ハ
イ
ラ
ン

ド
営
農
企
画
課
（
☎
29－

０
３
９

４　
ｆ
27－

４
８
８
０
）
へ　

問

農
政
課
（ 

本
５ 　

☎
34－

３
２
２

２　
ｆ
36－

６
２
１
７
）

日　 8月28日㈬　午前11時

●試験内容　
・�市内各地に設置されている防災行政無線の屋外ス
ピーカーや戸別受信機から試験放送を流します。

　　【試験放送内容】
　　　①上りチャイム音
　　　②「これは、Ｊアラートのテストです。」×3
　　　③「こちらは、ぼうさい松本市です。」
　　　④下りチャイム音
・�「松本安心ネット」に登録されている方に、テス
トメールを送信します。

　　【テストメール内容】
　　　「これは、Ｊアラートのテストです。」

問　危機管理課（ 本別１  　☎33－9119 ｆ33－1011）

　緊急地震速報や弾道ミサイル情報等の、対処に時間
的余裕のない事態に関する情報を適時適切に伝達する
ため、全国瞬時警報システム（Jアラート）の全国一
斉情報伝達試験を実施します。
　松本市以外の地域でもさまざまな伝達手段を用いて
情報伝達試験が行われます。（エリアメール、緊急速
報メールでの伝達試験は行いません）

全国瞬時警報システム（Ｊアラート）の
全国一斉情報伝達試験

募
集

お
知
ら
せ
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情報チャンネル

お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

農
家
の
お
手
伝
い
大
募
集

　
「
結
い
（
助
け
合
い
）」
の
精
神

で
、
農
家
の
お
手
伝
い
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

【
り
ん
ご
農
家
の
お
手
伝
い
】

対

自
家
用
車
で
現
地
集
合
で
き

る
方
（
公
共
交
通
機
関
利
用
不

可
）　
日

９
月
24
日
㈫
～
26
㈭
と

10
月
１
日
㈫
～
３
㈭
の
６
日
間
、

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

（
１
日
単
位
で
の
申
し
込
み
）　

場

今
井
・
梓
川　

内

り
ん
ご
の

葉
摘
み
・
玉
回
し
作
業　

申

８

月
23
日
㈮
ま
で　

他

①
謝
礼
は

長
野
県
の
最
低
賃
金
（
８
２
１
円

／
ｈ
）
を
目
安
に
設
定　

※
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。　

②

昼
食
持
参　

●
注
意
事
項
＝
過
去

に
作
業
の
途
中
で
支
援
を
お
断
り

し
た
方
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

【
ぶ
ど
う
の
栽
培
管
理
や
野
菜
の

�

収
穫
作
業
】

　

日
時
、
作
業
地
区
、
作
業
内
容

は
、
農
家
の
依
頼
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。
会
員
登
録
後
、
条
件
の

合
う
仕
事
が
見
つ
か
っ
た
と
き
に

こ
ち
ら
か
ら
連
絡
し
ま
す
。
申

随
時　

他

①
謝
礼
は
長
野
県
の

最
低
賃
金
（
８
２
１
円
／
ｈ
）
以

上　

※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

募
集

ま
す
。　

②
そ
の
他
の
詳
細
は
農

家
と
相
談　

●
注
意
事
項
＝
過
去

に
作
業
の
途
中
で
支
援
を
お
断
り

し
た
方
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

申
・
問

農
政
課
（ 

本
５ 　

☎
34

－

３
２
２
２　
ｆ
36－

６
２
１
７
）

２
０
１
９
信
州
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会　

参
加
者
募
集

対

県
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

日

10
月
26
日
㈯　

場

長
野
運
動

公
園
総
合
運
動
場　

●
競
技
種
目

＝
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
、
弓
道
、
テ
ニ
ス
、
マ
レ

ッ
ト
ゴ
ル
フ
（
10
種
目
）　

￥

５

０
０
円
／
人　

申

参
加
申
込
書

（
所
定
用
紙
）
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、（
公
財
）
長
野
県
長
寿
社

会
開
発
セ
ン
タ
ー
、
松
本
保
健
福

祉
事
務
所
ま
た
は
競
技
運
営
団
体

へ　

●
締
め
切
り
＝
８
月
23
日
㈮　

●
競
技
要
項
兼
参
加
申
込
書
の
請

求
・
問
（
公
財
）
長
野
県
長
寿
社

会
開
発
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
６－

２
２
６－

３
７
４
１　
ｆ
０
２
６－

２
２
６－

８
３
２
７
）、
松
本
保
健

福
祉
事
務
所
（
☎
40－

１
９
１
１　

ｆ
40－

１
８
０
３
）、
高
齢
福
祉
課

（ 

本
北
１ 　

☎
34－

３
４
９
２　
ｆ

34－

３
０
２
６
）

２
０
１
９
信
州
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

長
野
県
高
齢
者
作
品
展　

作
品
募
集

対

県
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
ア

マ
チ
ュ
ア
の
方　

●
部
門
＝
日
本

画
、
洋
画
、
彫
刻
、
手
工
芸
、
書
、

写
真　

●
作
品
搬
入
＝
９
月
13
日

㈮
ま
で
に
松
本
保
健
福
祉
事
務
所

へ　

●
作
品
の
規
格
＝
出
品
規
格

等
の
詳
細
は
、「
募
集
案
内
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。　

申

８
月
23
日

㈮
ま
で
に
、
高
齢
者
作
品
展
出
品

票
（
所
定
用
紙
）
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、（
公
財
）
長
野
県
長
寿

社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
、
松
本
保
健

福
祉
事
務
所
、
ま
た
は
市
役
所
高

齢
福
祉
課
へ　

●
募
集
案
内
（
出

品
票
）
の
請
求
・
問
（
公
財
）
長

野
県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
６－

２
２
６－

３
７
４
１　

ｆ
０
２
６－

２
２
６－

８
３
２
７
）、

松
本
保
健
福
祉
事
務
所
（
☎
40－

１
９
１
１　
ｆ
40

－

１
８
０
３
）、

高
齢
福
祉
課
（ 

本
北
１ 　

☎
34－

３
４
９
２　
ｆ
34－

３
０
２
６
）

【
福
祉
計
画
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

職
員
募
集

【
現
在
募
集
中
の
職
員
】

●
職
種
＝
介
護
職
員
（
嘱
託
、
各

施
設
若
干
名
）　
対

普
通
自
動
車

免
許
、
介
護
職
に
必
要
な
資
格
を

有
す
る
方　

●
採
用
方
法
＝
組
合

各
施
設
に
事
前
連
絡
の
上
、
随
時

面
接
に
よ
り
選
考

【
令
和
２
年
度（
２
０
２
０
年
度
）に

採
用
す
る
正
規
職
員
】

●
職
種
＝
看
護
職
員
、
介
護
職
員

（
昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
）　
対

い
ず
れ
も
普
通

自
動
車
免
許
、
各
職
種
に
必
要
な

資
格
を
有
す
る
方　

※
各
資
格
は
、

令
和
２
年
３
月
末
ま
で
に
取
得
見

込
み
の
方
を
含
む
。
学
生
は
、
令

和
２
年
３
月
末
ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
方
に
限
る
。　

●
採
用
人
数

＝
い
ず
れ
も
若
干
名　

●
勤
務
場

所
＝
松
本
市
、
塩
尻
市
、
東
筑
摩

郡
、
木
曽
郡
に
あ
る
い
ず
れ
か
の

組
合
施
設　

●
第
1
次
試
験
＝
９

月
28
日
㈯　

申

８
月
９
日
㈮
～

９
月
18
日
㈬
（
平
日
の
午
前
９
時

～
午
後
５
時
）
に
、
組
合
各
施
設

お
よ
び
事
務
局
（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
桔
梗
荘
内
）
ま
た
は
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
込
書
に

記
入
の
上
、
本
人
が
直
接
事
務
局

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。　

※
受

験
資
格
、
申
し
込
み
方
法
等
の
詳

細
は
、
問
い
合
わ
せ
る
か
、
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://aoihato.　

com
/

）
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。　

問

松
塩
筑
木
曽
老
人
福
祉
施
設

組
合
事
務
局
（
☎
53－

５
０
０
０
）

社
会
教
育
委
員
を
募
集

　

社
会
教
育
委
員
は
、
各
委
員
の

活
動
経
験
や
知
識
を
も
と
に
、
教

育
委
員
会
の
諮
問
に
対
す
る
答
申

や
提
言
な
ど
を
し
、
必
要
な
調
査

等
を
行
い
ま
す
。　

対

◦
市
内
に
居
住
す
る
方
で
、

平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
で
満
20

歳
以
上
の
方　

◦
年
数
回
開
催
さ

れ
る
委
員
会
お
よ
び
各
種
研
修
会

に
出
席
で
き
る
方　

◦
国
お
よ
び

地
方
公
共
団
体
の
議
会
議
員
ま
た

は
職
員
（
嘱
託
、
臨
時
職
員
を
含

む
）
で
な
い
方　

◦
学
校
教
育
お

よ
び
社
会
教
育
、
家
庭
教
育
の
向

上
に
資
す
る
活
動
を
行
う
方　

●

任
期
＝
２
年
（
10
月
１
日
～
令
和

３
年（
２
０
２
１
年
）９
月
30
日
）　

定

若
干
名　

●
選
考
方
法
＝
応

募
資
格
の
確
認
お
よ
び
小
論
文
に

よ
る
一
次
選
考
の
後
、
二
次
選
考

と
し
て
面
接
で
決
定　

申

８
月

21
日
㈬
ま
で
に
、
次
の
書
類
を
郵

送
等
で
教
育
政
策
課
へ
。
①
申
し

込
み
書
（
住
所
、
氏
名
、
性
別
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
応
募
の
動
機
、

委
員
と
し
て
生
か
し
た
い
経
歴
、

活
動
経
験
等
を
記
入
）　

※
書
式

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可　

②
小
論
文
（
様
式

自
由
）
テ
ー
マ
「
松
本
市
の
社
会

教
育
で
実
現
す
る
未
来
」（
８
０

０
字
程
度
）　

問

教
育
政
策
課

（ 

大
４ 　

〒
３
９
０－

０
８
７
４　

大
手
３－

８－

13　

☎
33－

３
９
８

０　
ｆ
33－

３
９
３
４
）

FMまつもとで「まつもとCity Navi」を放送しています。　放送日：毎週木曜日の午前7時30分～　（再放送：毎週土曜日の午後0時30分～）
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お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

対対象　日日時・日程　場会場　￥料金　定定員　内内容　講講師　問問い合わせ　持持ち物
託託児所　他その他　受受け付け　申申し込み　ｍ電子メールアドレス　ｈホームページアドレス

【
労
政
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

長
野
県
松
本
技
術
専
門
校

令
和
２
年
度
入
校
生
を
募
集

　

長
野
県
松
本
技
術
専
門
校
で

は
、
令
和
２
年
度
（
２
０
２
０
年

度
）
の
入
校
生
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

●
募
集
科
名
・
定

電
気
・
設
備

科
30
人
、
自
動
車
整
備
科
25
人
、

建
築
科
20
人　

●
訓
練
期
間
＝
令

和
２
年
４
月
か
ら
２
年
間　

●
応

募
資
格
＝
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
、
技
術
・
技
能
の
習
得
に
意
欲

の
あ
る
方　

①
高
等
学
校
を
卒
業

し
た
方
（
令
和
２
年
３
月
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
方
を
含
む
）　

②

高
等
学
校
卒
業
と
同
等
の
学
力
を

有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方
で
、
平

成
14
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方　

●
受
付
期
間
＝（
第
１
回
）

11
月
５
日
㈫
～
21
日
㈭　
（
第
２

回
）
12
月
９
日
㈪
～
令
和
２
年
１

月
８
日
㈬　

●
選
考
日
＝
（
第
１

回
）
12
月
２
日
㈪
（
第
２
回
）
令

和
２
年
１
月
20
日
㈪　

●
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
催
＝
８
月
24

日
㈯
に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を

実
施
し
ま
す
（
要
申
し
込
み
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い　

問

長
野
県
松
本
技
術
専
門

校
（
☎
58－

３
１
５
８
）

【
労
政
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

障
害
者
就
職
面
接
会

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
本
で
は
、
障

害
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
と
し
た

就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。
就

職
を
希
望
す
る
方
は
、
履
歴
書
持

参
の
上
、
直
接
会
場
へ
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。
ご
参
加
い
た
だ
け
る

事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、
事
前
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
松
本
「
障
害
者
就
職

面
接
会
」
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

日

８
月
27
日
㈫
午
後
１
時
～
４

時
（
正
午
か
ら
受
け
付
け
）　
場

ホ
テ
ル
ブ
エ
ナ
ビ
ス
タ　

３
階
グ

ラ
ン
デ
（
本
庄
１－

２－

１　

☎
37

－
０
１
１
１
）　

申
・
問

ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
松
本
（
☎
27－

０
１
１
１
）

市
営
松
本
城
大
手
門
駐
車
場

店
舗
施
設
テ
ナ
ン
ト
募
集

●
募
集
＝
１
店
舗　

●
面
積
・
月

額
使
用
料
（
消
費
税
込
み
）
＝
南

棟
店
舗
39
・
63
平
方
メ
ー
ト
ル
・

７
万
４
５
０
０
円
／
月　

●
資
格

＝
①
市
税
に
滞
納
が
な
い
方　

②

経
営
の
内
容
が
健
全
と
認
め
ら
れ

る
方　

●
選
考
＝
申
し
込
み
締
め

切
り
後
、
資
格
審
査
委
員
会
に
て

選
考　

●
使
用
開
始
＝
10
月
１
日

㈫
か
ら　

申
・
問

商
工
課（ 

大
５ 　

☎
34－

３
１
１
０　
ｆ
34－

３
０
０

８
）

波
田
文
化
セ
ン
タ
ー
喫
茶
室

経
営
者
募
集

　

波
田
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
喫

茶
室
を
新
た
に
営
業
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

対

公
有
財
産
の
使
用
許
可
で
あ

る
こ
と
の
趣
旨
を
理
解
し
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
最
優
先
に
営
業
で
き

る
方　

●
喫
茶
室
の
概
要
＝
面
積

55
平
方
メ
ー
ト
ル
、
収
容
人
員
約

20
人
、
テ
ー
ブ
ル
・
椅
子
貸
与　

他

①
営
業
品
目
は
飲
み
物
・
軽

食　

②
営
業
時
間
は
お
お
む
ね
午

前
10
時
30
分
～
午
後
９
時
30
分　

③
使
用
料
そ
の
他
詳
細
は
別
途
説

明　

申
・
問

８
月
30
日
㈮
必
着

で
、
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
る
所
定
の
申
し
込
み
書
を
、

文
化
振
興
課
（ 

大
３ 　

☎
34－

３

２
９
３　
ｆ
34－

３
０
１
８
）
へ

ひ
と
り
親
家
庭
親
子
バ
ス
ハ
イ
ク

（
２
次
募
集
）

　

松
本
市
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
会

で
は
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
へ

行
く
親
子
バ
ス
ハ
イ
ク
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対

市
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭

（
子
ど
も
の
参
加
は
高
校
生
ま
で
）　

日

９
月
28
日
㈯　
定

１
２
０
人

￥

大
人
１
万
円
、
中
高
生
９
０

０
０
円
、
４
歳
～
小
学
生
７
０
０

０
円
、
３
歳
以
下
２
０
０
０
円　

申

は
が
き
の
裏
面
に
氏
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
参

加
希
望
者
（
お
子
さ
ん
は
学
年
ま

た
は
年
齢
）
を
記
入
の
上
、
松
本

市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
課

（
〒
３
９
０－

０
８
３
３　

双
葉
４

番
16
号
）
へ
郵
送
。
８
月
９
日
㈮

消
印
有
効　

※
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
、
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方

を
優
先
と
し
抽
選　

問

ひ
と
り

親
家
庭
福
祉
会
事
務
局
（
☎
27－

３
３
８
１　
ｆ
27

－

２
２
３
９
）、

こ
ど
も
福
祉
課
（ 

東
１ 　

☎
33－

４
７
６
７ 

ｆ
36－

９
１
１
９
）

募
集

　市
し

内
ない

で開
かい

講
こう

しているボ
ぼ

ラ
ら

ン
ん

テ
て

ィ
ぃ

ア
あ

ス
す

タ
た

ッ
っ

フ
ふ

による
日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

の受
じゅ

講
こう

者
しゃ

とボ
ぼ

ラ
ら

ン
ん

テ
て

ィ
ぃ

ア
あ

ス
す

タ
た

ッ
っ

フ
ふ

を募
ぼ

集
しゅう

します。詳
くわ

しくは、各
かく

会
かい

場
じょう

へお問
と

い合
あ

わせくださ
い。
●日

にち

時
じ

・会
かい

場
じょう

・連
れん

絡
らく

先
さき

　
【中
ちゅう

央
おう

公
こう

民
みん

館
かん

　☎32－1132】
① 中

ちゅう

央
おう

公
こう

民
みん

館
かん

日
に

本
ほん

語
ご

講
こう

座
ざ

／毎
まい

週
しゅう

火
か

曜
よう

日
び

 午
ご

後
ご

7
時
じ

～
②木

もく

曜
よう

午
ご

前
ぜん

ボ
ぼ

ラ
ら

ン
ん

テ
て

ィ
ぃ

ア
あ

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

／毎
まい

週
しゅう

木
もく

曜
よう

日
び

　午
ご

前
ぜん

10時
じ

～
③松

まつ

本
もと

みんなのにほんご教
きょう

室
しつ

／毎
まいしゅうげつ

週月・木
もく

曜
よう

日
び

　
午
ご

前
ぜん

9 時
じ

30分
ぷん

～
④ヤ

や

ン
ん

グ
ぐ

にほんご教
きょう

室
しつ

／毎
まいしゅうげつ

週月・木
もく

曜
よう

日
び

　午
ご

後
ご

6
時
じ

～　※小
しょう

学
がく

生
せい

から20歳
さい

くらいの方
かた

のための
教
きょう

室
しつ

。受
じゅ

講
こう

者
しゃ

は初
しょ

回
かい

はできれば保
ほ

護
ご

者
しゃ

と一
いっ

緒
しょ

にお越
こ

しください。
【なんなんひろば　☎26－1083】

なんなん日
に

本
ほん

語
ご

講
こう

座
ざ

／毎
まい

週
しゅう

月
げつ

曜
よう

日
び

　午
ご

後
ご

7 時
じ

～
【芳

よし

川
かわ

公
こう

民
みん

館
かん

　☎58－2034】
芳
よし

川
かわ

公
こう

民
みん

館
かん

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

／毎
まい

週
しゅう

木
もく

曜
よう

日
び

　午
ご

後
ご

7 時
じ

30分
ぷん

～
【波

は

田
た

公
こう

民
みん

館
かん

　☎92－2268】
波
は

田
た

公
こう

民
みん

館
かん

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

／毎
まい

週
しゅう

土
ど

曜
よう

日
び

　午
ご

後
ご

7 時
じ

30分
ぷん

～　※受
じゅ

講
こう

者
しゃ

のみの募
ぼ

集
しゅう

【ゆめひろば庄
しょう

内
ない

　☎24－1811】
中
ちゅう

信
しん

にほんごひろば／毎
まい

週
しゅう

日
にち

曜
よう

日
び

　午
ご

前
ぜん

10時
じ

～

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

の受
じゅ

講
こう

者
しゃ

・
ボ
ぼ

ラ
ら

ン
ん

テ
て

ィ
ぃ

ア
あ

ス
す

タ
た

ッ
っ

フ
ふ

募
ぼ

集
しゅう
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お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

ま
ち
な
か
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
募
集

　

松
本
城
、
な
わ
て
通
り
、
中
町

通
り
等
、
市
街
地
の
観
光
名
所
を

観
光
客
に
案
内
す
る
「
ま
ち
な
か

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
」
を

募
集
し
ま
す
。
多
く
の
観
光
客
に

松
本
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、
地
元
に
暮
ら
す
人
だ
か
ら
こ

そ
伝
え
ら
れ
る
松
本
の
魅
力
を
発

信
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
募
集
要
件
＝
18
歳
以
上
の
健
康

な
方
で
、
松
本
市
の
歴
史
や
文
化

に
興
味
が
あ
り
、
観
光
客
を
案
内

す
る
こ
と
に
意
欲
を
お
持
ち
の
方

（
休
日
の
み
の
活
動
も
可
。
初
心

者
研
修
を
は
じ
め
、
知
識
習
得
の

た
め
の
研
修
を
随
時
実
施
し
ま

す
）　
問
・
申

随
時
電
話
で
松
本

観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

（ 

大
１ 　

☎
34－

３
２
９
５　
ｆ
39

－

７
３
２
０
）
へ　

学
都
松
本
フ
ォ
ー
ラ
ム

展
示
・
催
事
企
画
を
募
集

　

９
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰
に
Ｍ
ウ

イ
ン
グ
で
開
催
す
る
第
８
回
学
都

松
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
展
示
・
催
事

企
画
を
募
集
し
ま
す
。
市
民
同
士

募
集

が
語
り
合
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

体
験
活
動
を
紹
介
す
る
展
示
・
催

事
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
に
参
加
し
た

い
方
（
団
体
）
は
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

対

ど
な
た
で
も　

※
中
学
生
、

高
校
生
大
歓
迎
。
個
人
で
も
団
体

で
も
可　

●
展
示
・
催
事
内
容

（
予
定
）
＝
子
ど
も
と
一
緒
に
楽

し
め
る
体
験
型
の
も
の
や
、
さ
ま

ざ
ま
な
記
録
の
集
大
成
な
ど
、
自

分
の
学
び
を
誰
か
に
伝
え
る
企
画
。

（
原
則
無
料
の
企
画
が
対
象
）　

申
・
問

８
月
21
日
㈬
ま
で
に
、

①
氏
名　

②
連
絡
先
（
住
所
）　

③
展
示
・
催
事
企
画
の
概
要
（
様

式
自
由
）
を
明
記
の
上
、
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
教
育
政

策
課
（ 

大
４ 　

☎
33－

３
９
８
０　

ｆ
33

－
３
９
３
４　

ｍsom
u@

city.m
atsum

oto.lg.jp
）
へ

第
44
回
松
本
市
消
費
生
活
展

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
参
加
者
募
集

対

20
歳
以
上
の
個
人
ま
た
は
非

営
利
団
体
（
業
者
不
可
） 

日

10

月
５
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

※
雨
天
中
止　

場

あ
が
た
の
森

文
化
会
館
正
面
通
路　

●
募
集
＝

20
区
画　

※
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、
内
容
を
参
考
に
選
考
（
市

内
在
住
者
優
先
）　

￥

５
０
０
円　

●
条
件
＝
違
法
品
、
許
認
可
が
必

要
な
物
品
、
社
会
通
念
上
不
適
当

と
思
わ
れ
る
物
、
高
価
な
美
術
骨

董
品
、
動
物
、
食
品
（
当
会
が
認

め
た
も
の
を
除
く
）
等
出
品
不
可　

申

８
月
16
日
㈮
当
日
消
印
有
効
。

①
住
所　

②
氏
名　

③
電
話
番
号　

④
普
段
の
活
動
内
容　

⑤
出
品
品

目　

⑥
消
費
生
活
展
に
参
加
す
る

意
義
に
つ
い
て
の
考
え
を
２
０
０

字
以
内
に
ま
と
め
て
書
き
、
市
民

相
談
課
（
〒
３
９
０－

８
６
２
０　

丸
の
内
３－

７
）
へ
。（
電
話
、
メ

ー
ル
不
可
）　

※
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

問

市
民
相
談
課
内　

実
行
委
員

会
事
務
局
（ 

本
１ 　

☎
34－

３
３

０
７　
ｆ
36－

６
８
３
９
）

「
あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
」募
集

　

よ
り
よ
い
医
療
環
境
を
目
指
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
医
療
に
携

わ
る
方
と
が
、
お
互
い
に
「
あ
り

が
と
う
」
の
気
持
ち
を
素
直
に
伝

え
合
う
た
め
に
、「
あ
り
が
と
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
募
集
し
ま
す
。

内

か
か
り
つ
け
医
や
病
院
の
医

師
、
看
護
師
な
ど
広
く
医
療
に
従

事
す
る
方
々
に
対
し
て
、
お
世
話

に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
心
に
残

る
応
対
や
言
葉
等
を
思
い
起
こ
し
、

「
あ
り
が
と
う
」
の
気
持
ち
を
メ

ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
表
し
て
く
だ
さ

い
。　

※
文
字
数
、
形
式
は
自
由　

他

応
募
い
た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
、
松
本
市
に
帰
属
す
る
も
の

と
し
、 「
い
い
医
療
の
日
」
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
市
民
の
皆
さ
ん
に

公
表
し
ま
す
。
公
表
の
際
に
は
、

個
人
が
特
定
さ
れ
る
情
報
は
控
え

ま
す
。　

申
・
問

応
募
す
る
方
の

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電

話
番
号
を
必
ず
記
載
し
、
電
子
メ

ー
ル
・
フ
ァ
ク
ス
・
郵
送
・
持
参

で
、
医
務
課
（
〒
３
９
０－

８
６

２
０　
丸
の
内
３－

７　

 

東
２ 　

☎
34－

３
２
６
２　
ｆ
34－

３
２
０
４　

ｍim
u@

city.m
atsum

oto.lg.　

jp

）
へ

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

　

読
み
聞
か
せ
の
腕
を
磨
い
て
、

図
書
館
等
で
活
躍
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
読
書
の
素
晴
ら
し
さ
を
多
く

の
子
ど
も
に
広
め
る
読
み
聞
か
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
の
た
め
の
連

続
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
・
場

①
【
基
本
】
９
月
４
日

㈬
・
な
ん
な
ん
ひ
ろ
ば　

②
【
読

み
合
い
会
】
９
月
18
日
㈬
・
中
央

図
書
館　

③
【
手
遊
び
、
小
道
具
】

10
月
２
日
㈬
・
中
央
図
書
館　

④

【
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
紙
芝
居
】

10
月
16
日
㈬
・
な
ん
な
ん
ひ
ろ

ば　

⑤
【
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
】
10

月
30
日
㈬
・
な
ん
な
ん
ひ
ろ
ば　

⑥
【
グ
ル
ー
プ
発
表
】
11
月
13
日

㈬
・
な
ん
な
ん
ひ
ろ
ば　

※
連
続

講
座
の
た
め
、
全
講
座
の
受
講
が

必
要
。
各
講
座
と
も
午
前
10
時
開

始
、
お
お
む
ね
2
時
間
程
度
。　

定

先
着
50
人　
￥

無
料　
講

豊

嶋
さ
お
り
氏
／
読
書
案
内
人　

申
・
問

中
央
図
書
館
（
☎
32－

０

０
９
９　
ｆ
37－

１
１
４
８
）

姉
妹
都
市
提
携
30
周
年
記
念

カ
トマン
ズ
市
公
式
親
善
訪
問
団
員
募
集

　

松
本
市
と
カ
ト
マ
ン
ズ
市
が
姉

妹
都
市
提
携
を
結
び
30
周
年
を
迎

え
る
本
年
、
相
互
理
解
と
友
好
の

輪
を
広
げ
る
た
め
、
姉
妹
都
市
ネ

パ
ー
ル
・
カ
ト
マ
ン
ズ
市
を
公
式

訪
問
し
ま
す
。

日

11
月
11
日
㈪
～
15
日
㈮　

※

４
泊
５
日　

内

カ
ト
マ
ン
ズ
市

表
敬
訪
問
、
武
道
館
、
学
校
の
視

察
等
（
予
定
）　

定

20
人
程
度　

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選　

￥

18
万
２
０
０
０
円　

※
一
人

部
屋
利
用
の
場
合
は
別
途
３
万
５

０
０
０
円
が
必
要
。
燃
油
サ
ー
チ

ャ
ー
ジ
は
変
動
の
可
能
性
あ
り
。　

申
・
問

８
月
30
日
㈮
ま
で
に
広
報

国
際
交
流

課（ 

本
３ 　

☎
34－

３
２

２
０　
ｆ

34

－

３
２

０
１
）
へ

テレビ松本Ｊ705チャンネルで松本市行政チャンネルを放送しています。ご覧いただくには、テレビ松本ケーブルビジョンとデジタル契約が必要です。

募
集
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お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

第
１
回
松
本
若
者
会
議

「
松
本
の
課
題
・
魅
力
の
発
見
」

　

学
生
と
社
会
人
が
、「
若
者
が

住
み
た
い
ま
ち
と
は
何
な
の
か
」

「
居
続
け
た
い
と
思
う
た
め
に
は

何
が
必
要
な
の
か
」
な
ど
、
松
本

に
住
み
た
く
な
る
た
め
の
要
素
が

催
し

何
か
を
考
え
ま
す
。
松
本
を
「
若

者
が
住
み
た
い
ま
ち
№
１
」
に
す

る
た
め
に
は
何
が
必
要
か
、
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。 

対

高
校
生
～
35
歳
未
満
の
方　

日

９
月
７
日
㈯
午
後
１
時
～
４

時　

場

大
手
公
民
館　

大
会
議

室　

定

学
生
20
人
、
社
会
人
20

人
程
度　

￥

無
料　

講

中
西
弘

充
氏
／
信
州
大
学
特
任
講
師　

申
・
問

８
月
26
日
㈪
ま
で
に
電

話
、
フ
ァ
ク
ス
、
ま
た
は
電
子
メ

ー
ル（m

s

－hom
e@

city.m
atsu　

m
oto.lg.jp

）
で
青
少
年
ホ
ー
ム

（
☎
26

－

１
０
８
３　
ｆ
25

－

５
３

３
７
）
へ

乗
鞍
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
９

　

東
京
大
学
Ｖ
Ｓ
Ａ
の
会
主
催
に

よ
る
住
民
向
け
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。「
筋
肉
博
士
」
石
井
東

大
教
授
が
、「
山
歩
き
」と「
健
康
」

「
筋
肉
」
を
テ
ー
マ
に
話
し
ま
す
。

日

８
月
31
日
㈯
午
後
１
時
～
３

時　

場

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
乗
鞍　

定

１
０
０
人　
￥

無
料　
講

石

井
直
方
氏
／
東
京
大
学
大
学
院
総

合
文
化
研
究
科
教
授　

持

不
要　

申
・
問

安
曇
公
民
館
（
☎
94－

２

３
０
１　
ｆ
94－

２
９
１
８
）

【
商
工
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

信
州
ギ
タ
ー
祭
り
２
０
１
９

　

全
国
の
ギ
タ
ー
生
産
シ
ェ
ア
約

50
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
長
野
県

の
名
工
が
一
堂
に
集
い
ま
す
。

日

８
月
24
日
㈯
午
前
10
時
～
午

後
７
時
、
８
月
25
日
㈰
午
前
10
時

～
午
後
６
時　
場

信
毎
メ
デ
ィ
ア

ガ
ー
デ
ン
１
階
ホ
ー
ル　

内

１
０

０
本
近
い
ギ
タ
ー
や
ベ
ー
ス
の
展

示
即
売
、
楽
器
作
り
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
等　

問

信
州
ギ
タ

ー
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
☎

38－

２
２
６
０　
ｆ
39－

０
０
０
７
）

募
集

催
し

 市営住宅 
対◦ 松本市内に居住または勤務している方（自己名義の持家

がない方）
　◦ 同居する親族（入居時までに入籍できる婚約者を含む）

がいる方
　◦収入が一定基準以内の方　
　◦地方税を滞納していない方　等　
　※ その他の申し込み資格、必要書類などの詳細は事前にお

問い合わせください。
●補充募集団地（抽選）　
　◦�申し込み期間　 8 月22日㈭～29日㈭　月、水、金、日

曜日／午前 8 時30分～午後 5 時15分　火、木曜日／午
前 8 時30分～午後 7 時　※24日㈯を除く　　

　◦申し込み場所　長野県住宅供給公社松本事務所
　◦�抽選会　 9 月 4 日 ㈬に同事務所で、団地・間取りごと、

抽選番号順に行います。
　◦入居予定日　10月 1 日㈫
　◦募集団地と募集戸数

団地名 間取り 募集
戸数 団地名 間取り 募集

戸数

浅間南
３ DK 4 南松本東 ３ DK 1
３ DK（視覚障がい者用） 1 南松本南 ３ LDK 5

小宮
３ DK 5

寿 ３ 丁目
３ DK 1

３ DK（高齢者用） 1 ３ DK（エレベーターあり） ３
元町 ３ LDK 2 2 DK（エレベーターあり） 2
元町上 ３ DK 1

寿田町
３ DK ３

石芝
３ DK ３ ３ LDK 2
３ LDK 1 竹渕 ３ DK 4

出川 ３ LDK 5 豊丘 ３ DK 1
南松本 ３ DK 2

　※ 団地と戸数が変更になる場合があるので、必ず受付窓口
でご確認ください。
単身者が申し込みできる間取りは 2 DK以下です。（年
齢等の条件あり）
入居者が決まらなかった住宅は、抽選日翌日から先着順
で引き続き入居者を募集します。

●常時募集団地（空き待ち）　
　◦ 先着順で受け付けます。事前に空き状況等をお問い合わ

せください。
　◦ 修繕のため住戸の状況により入居まで時間がかかる場合

があります。
　◦ 安曇・奈川地区の特定公共賃貸住宅・特定目的住宅は、

ＩターンやＵターン者の方も申し込みできます。

 県営住宅 
●募集団地　松本建設事務所管内（松本市、塩尻市、安曇野

市）の県営住宅
申　 8 月20日㈫～29日㈭に長野県住宅供給公社松本事務所

へお越しください。　※24日㈯を除く

問　 市営住宅・県営住宅ともに長野県住宅供給公社松本事務
所（☎47－0240 ｆ47－8902）

市営住宅・県営住宅の入居者募集

27　広報まつもと2019年 8 月号



情報チャンネル

お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

あづみ野テレビCATV112チャンネルで松本市行政チャンネルを放送しています。ご覧いただくには、あづみ野テレビとデジタル契約が必要です。

－

６
４
６
７
）
へ

人
権
映
画
の
日

　

毎
月
第
１
水
曜
日
に
人
権
に
関

す
る
映
画
を
上
映
し
て
い
ま
す
。

日

９
月
４
日
㈬
午
後
３
時
〜
４

時
45
分　

●
上
映
作
品
＝
最
初
の

人
間
（
字
幕
）　
場

Ｍ
ウ
イ
ン
グ

３
階
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
室　

￥

無

料　

問

人
権・男
女
共
生
課（
☎

39－

１
１
０
５　
ｆ
37－

１
１
５
３
）

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
体
感
セ
ミ
ナ
ー

　

こ
れ
か
ら
の
中
小
企
業
経
営
に

役
立
つ
「
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
を

体
感
で
き
る
事
業
者
向
け
の
セ
ミ

ナ
ー
で
す
。

対

松
本
広
域
管
内
の
事
業
所
・

関
係
機
関
に
在
勤
の
方　

日

９

月
３
日
㈫
午
後
２
時
〜
、
午
後
７

時
〜　

※
い
ず
れ
も
同
じ
内
容　

場

Ｍ
ウ
イ
ン
グ
３－

２
会
議
室　

定

各
回
先
着
50
人　

￥

無
料　

講

五
味
英
紀
氏
／
長
野
県
地
域

資
源
製
品
開
発
支
援
セ
ン
タ
ー
総

合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
高
木
純
氏

／
㈱
コ
ム
デ
ザ
イ
ン
ラ
ボ
代
表
取

締
役　

申
・
問

８
月
５
日
㈪
か

ら
松
本
広
域
連
合
事
務
局
（
☎
87

－

５
４
６
０　
ｆ
87

－

５
４
６
２
）

へ

役
、（
公
財
）
長
野
県
中
小
企
業

振
興
セ
ン
タ
ー　

Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ

活
用
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
申
・

問

８
月
21
日
㈬
ま
で
に
、（
一

財
）
松
本
も
の
づ
く
り
産
業
支
援

セ
ン
タ
ー
（
和
田
４
０
１
０－

27　

☎
40－

１
０
０
０　
ｆ
40－

１
０
０

１
）
へ

【
高
齢
福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

成
年
後
見
人
等
の
つ
ど
い

　

成
年
後
見
制
度
の
概
要
や
、
後

見
人
等
と
し
て
の
業
務
に
つ
い
て

司
法
書
士
の
先
生
が
講
演
し
ま
す
。

対

松
本
市
、
安
曇
野
市
、
麻
績

村
、
生
坂
村
、
山
形
村
、
朝
日
村
、

筑
北
村
に
在
住
で
、
①
親
族
等
の

成
年
後
見
人
、
保
佐
人
、
補
助
人

に
な
っ
て
い
る
方　

②
成
年
後
見

制
度
の
利
用
を
検
討
し
て
い
る
方　

③
成
年
後
見
制
度
に
関
心
の
あ
る

方　

日

９
月
７
日
㈯
午
後
１
時

30
分
〜
４
時　

場

松
南
地
区
公

民
館
（
な
ん
な
ん
ひ
ろ
ば
）
３
階

大
会
議
室　

定

80
人　

￥

無
料　

内

①
講
演
「
成
年
後
見
制
度
の

活
用
に
つ
い
て
」　

②
個
別
相
談　

先
着
４
組　

※
１
組
15
分
程
度　

講

古
川
静
男
氏
／
司
法
書
士　

申
・
問

８
月
５
日
㈪
〜
９
月
４

日
㈬
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

に
、
電
話
で
松
本
市
社
会
福
祉
協

議
会
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
か

け
は
し
（
☎
88－

６
６
９
９　
ｆ
88

出
会
い
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

　
「
花
と
緑
と
天
使
に
囲
ま
れ
て

〜
素
敵
な
出
会
い
を
〜
」
と
題
し

て
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
触
れ
合
い
に

よ
る
パ
パ
マ
マ
体
験
や
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
会
食
を

通
じ
て
交
流
す
る
出
会
い
の
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

対

結
婚
を
希
望
し
て
い
る
30
〜

40
歳
の
独
身
の
方
（
男
性
は
市
内

に
住
所
の
あ
る
方
優
先
）　
日

９

月
14
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

場

淵
庵
村
（
寿
北
６－

11－

１
）　

定

男
女
各
10
人　

※
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選　

￥

男
性
３
０

０
０
円
、
女
性
２
０
０
０
円　

申
・
問

９
月
４
日
㈬
ま
で
に
松

本
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉

課
（
☎
27－

３
３
８
１　
ｆ
27－
２

２
３
９
）、
ま
た
は
四
賀
地
区
地

域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
結
婚
推
進
担

当
（
☎
64－

３
１
１
１　
ｆ
64－

３

７
７
７
）
へ

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
の
催
し

【
夏
休
み
映
画
会
】

　
「
ピ
ノ
キ
オ
」
を
上
映
し
ま
す
。

日

８
月
10
日
㈯
午
後
２
時
〜　

場

３
階
ホ
ー
ル　

定

１
５
０
人　

催
し

￥

無
料　
申

当
日
会
場
へ　

【
星
空
音
楽
館
】

　
「
星
空
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
音

楽
と
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
星
空
を

お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。

日

８
月
24
日
㈯
午
後
３
時
〜　

場

２
階
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム　

定

先
着
90
人　

￥

無
料　

申

当
日

会
場
へ
（
整
理
券
を
午
後
1
時
50

分
か
ら
配
布
）

【
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
応
用
】

　

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
機
能
（
画

像
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク・マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
の
活
用
、
ス
ラ
イ
ド
の
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
な
ど
）
を
学
び
ま
す
。

日

８
月
30
日
㈮
、
31
日
㈯
午
前

10
時
〜
午
後
３
時　

場

３
階
第

１
研
修
室　

定

先
着
11
人　

￥

４
０
９
０
円　

持

筆
記
用
具
、

昼
食　

申

８
月
23
日
㈮
か
ら
電

話
受
け
付
け
の
み

【
エ
ク
セ
ル
上
級
Ⅱ
】

　

表
計
算
ソ
フ
ト
「
エ
ク
セ
ル
２

０
１
６
」
の
グ
ラ
フ
の
活
用
、
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
の
利
用
、
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
の
活
用
を
学
び
ま
す
。

対

エ
ク
セ
ル
を
日
常
的
に
使
用

し
、
さ
ら
に
高
度
な
機
能
を
学
び

た
い
方　

日

９
月
７
日
㈯
午
前

10
時
〜
午
後
３
時　

場

３
階
第

１
研
修
室　

定

先
着
11
人　

￥

３
０
７
０
円　

持

筆
記
用
具
、

昼
食　

申

８
月
31
日
㈯
か
ら
電

話
受
け
付
け
の
み

【
夏
休
み
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
】

　

小
中
学
校
の
夏
休
み
や
帰
省
の

期
間
に
合
わ
せ
て
、
特
別
な
番
組

や
星
空
解
説
を
投
映
し
ま
す
。

日

８
月
１
日
㈭
〜
２
日
㈮
、
６

日
㈫
〜
９
日
㈮
、
13
日
㈫
〜
16
日

㈮　

①
午
後
２
時
〜
、
②
午
後
３

時
〜　
場

２
階
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム　

定

先
着
90
人　

￥

高
校
生
以
上

５
１
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

内

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。　
申

当
日
会
場
へ

問

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
（
☎
32－

７
６
０
０　
ｆ
32－

７
６
０
４
）

第
２
回
中
小
企
業
向
け

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
セ
ミ
ナ
ー

　

現
在
、
９
割
の
企
業
で
人
手
不

足
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

解
決
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
Ｒ
Ｐ

Ａ
」
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
当

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
基
本

か
ら
他
社
の
事
例
、
ツ
ー
ル
の
選

び
方
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま

す
。
ま
た
、
操
作
体
験
を
行
う
こ

と
で
貴
社
で
の
活
用
イ
メ
ー
ジ
を

具
体
的
に
思
い
描
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

対

市
内
中
小
企
業
を
経
営
、
お

勤
め
の
方
な
ど　

日

８
月
28
日

㈬
午
後
２
時
〜
５
時　

場

松
本

も
の
づ
く
り
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

研
修
室　

定

先
着
20
人　

￥

無

料　

講

西
村
元
男
氏
／
デ
ジ
タ

ル
デ
マ
ン
ド
株
式
会
社
代
表
取
締

催
し
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お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

肥
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
堆
肥
は
、

家
庭
菜
園
や
ベ
ラ
ン
ダ
の
プ
ラ
ン

タ
ー
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方　

日

８
月
26
日
㈪
午
前
10
時
〜
11

時
30
分　

場

安
原
公
民
館　

視

聴
覚
室　

定

先
着
15
人　

￥

５

０
０
円
（
材
料
費
）　
講

中
嶋
知

史
氏　

申
・
問

８
月
５
日
㈪
か

ら
環
境
業
務
課
（
☎
47－

１
０
９

６　
ｆ
40－

１
３
３
５
）
へ　

第
23
回
松
本
城
鉄
砲
蔵
見
学
会

　

火
縄
銃
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た

り
、
触
れ
た
り
し
て
学
習
し
ま
す
。

天
守
２
階
の
松
本
城
鉄
砲
蔵
展
示

の
見
学
も
し
ま
す
。

日

９
月
７
日
㈯
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
30
分　
（
午
後
１
時
か
ら

受
け
付
け
）　
場

市
民
活
動
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
松
本
城
鉄
砲
蔵

（
天
守
２
階
）　

※
公
共
交
通
機
関

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。　

定

先
着

40
人
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
）　

￥

無
料　

講

松
本
城
鉄

砲
蔵
赤
羽
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
会
役
員
、

松
本
城
鉄
砲
隊
員　

申
・
問

９

月
６
日
㈮
ま
で
に
松
本
城
管
理
事

務
所
（
☎
32－

２
９
０
２　
ｆ
32－

２
９
０
４
）
へ

真
夏
の
す
い
か
物
語
３

　

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
や
Ｊ
ポ
ッ
プ

を
中
心
に
、
松
本
シ
テ
ィ
ボ
ー
イ

ズ
の
サ
ウ
ン
ド
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。
コ
ン
サ
ー
ト
の
前
後
に
は

「
お
ご
っ
つ
ぉ
市
場
」
で
旬
の
野

菜
や
果
物
の
販
売
も
行
い
ま
す
。　

※
チ
ケ
ッ
ト
発
売
中
で
す
。
前
売

券
で
完
売
の
際
は
、
当
日
券
の
販

売
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
早
め
に
お

買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

日

８
月
18
日
㈰
午
後
２
時
開
演　

場

波
田
文

化
セ
ン
タ
ー　

ア
ク
ト
ホ
ー

ル　

￥

５

０
０
円　

※

全
席
自
由
。

チ
ケ
ッ
ト
に

は
「
お
ご
っ

つ
ぉ
市
場
」

で
利
用
で
き

る
１
０
０
円

ク
ー
ポ
ン
が

第
72
回
お
城
盆
踊
り

　

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
松
本
城

を
背
に
し
て
、
松
本
民
踊
、
松
本

音
頭
、
安
曇
節
な
ど
を
三
夜
連
続

で
踊
り
ま
す
。　

※
雨
天
中
止

日

８
月
14
日
㈬
〜
16
日
㈮
午
後

７
時
〜
９
時　

場

松
本
城
公
園　

￥

無
料　

●
事
前
練
習
会
＝
８

月
11
日
㈷
午
後
７
時
〜
９
時　

М

ウ
イ
ン
グ　

※
動
き
や
す
い
服
装

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。　

申
・
問

生
涯
学
習
課
・
中
央
公
民
館
（
☎

32－

１
１
３
２　
ｆ
37－

１
１
５
３
）

歌
声
サ
ロ
ン　

音
楽
の
小
径

　

ピ
ア
ノ
の
生
伴
奏
に
合
わ
せ
て
、

童
謡
唱
歌
、
懐
か
し
の
歌
、
幅
広

い
ジ
ャ
ン
ル
の
歌
を
一
緒
に
歌
う

参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日

８
月
18
日
㈰
午
後
２
時
〜
３

時
30
分　

場

鈴
木
鎮
一
記
念
館

展
示
室
（
旭
２－

11－

87
）　

●
駐

車
場
＝
旭
町
小
学
校
教
職
員
用
駐

車
場
（
旭
町
小
学
校
東
門
側
）　

定

50
人　

￥

５
０
０
円
（
歌
集

代
）　

問

鈴
木
鎮
一
記
念
館

（
☎
・
ｆ
34－
６
６
４
５
）

ト
ラ
イ
あ
い
・
松
本
主
催
講
座

【
女
性
の
た
め
の
リ
ン
パ
ケ
ア
講
座

�

（
全
４
回
）】

　

健
康
な
体
を
維
持
す
る
た
め
に

は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
リ
ン

パ
の
流
れ
。
リ
ン
パ
ケ
ア
の
方
法

を
マ
ス
タ
ー
し
て
、
体
の
中
か
ら

き
れ
い
に
！

日

９
月
４
日
・
11
日
・
18
日
・

25
日
の
水
曜
日　

午
前
９
時
30
分

〜
11
時
30
分　

定

25
人　

￥

１

１
０
０
円　

講

滝
澤
陽
子
氏　

持

鎖
骨
の
出
る
上
着
、
動
き
や

す
い
服
装
、
薄
手
の
タ
オ
ル
、
飲

み
物
、
あ
れ
ば
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
・
五

本
指
靴
下　

託

６
人
。
１
歳
以

上
未
就
園
児
。
３
０
０
円
／
回　

●
締
め
切
り
＝
８
月
23
日
㈮

【
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
整
理
収
納

�
レ
ッ
ス
ン
（
全
２
回
）】

　

片
付
け
や
整
理
が
好
き
な
方
向

け
の
講
座
で
す
。

日

９
月
12
日
・
26
日
の
木
曜
日　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分　

定

20
人　

￥

１
６
０
０
円　
講

藤
森
妙
子
氏　

持

筆
記
用
具　

●
締
め
切
り
＝
８
月
30
日
㈮

※
各
講
座
と
も
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
。
市
内
在
住
、
在
勤
の
方

優
先　

場

ト
ラ
イ
あ
い
・
松
本　

申
・
問

ト
ラ
イ
あ
い
・
松
本（
☎

35－

６
２
８
５　
ｆ
35－

６
３
４
４
）

生
ご
み
堆
肥
化
講
習
会

　

可
燃
ご
み
を
減
ら
す
取
り
組
み

と
し
て
、
生
ご
み
と
な
る
野
菜
く

ず
や
果
物
の
皮
な
ど
を
ダ
ン
ボ
ー

ル
箱
を
使
っ
た
簡
単
な
方
法
で
堆

付
い
て
い
ま
す
。　

●
チ
ケ
ッ
ト

購
入
・
問

波
田
文
化
セ
ン
タ
ー

（
☎
92

－

７
５
０
１　
ｆ
92

－

７
５

０
５　

月
曜
休
館
）

第
４
回
は
た
映
画
上
映
会

「
沖
縄
ス
パ
イ
戦
史
」「
野
火
」

　

女
性
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
２
人
が

沖
縄
の
惨

劇
を
追
っ

た
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ

ー
作
品
と
、�

戦
時
中
の

極
限
の
人

間
を
描
い

た
作
品
を

上
映
し
ま

す
。　

日

８
月
24
日
㈯
「
沖
縄
ス
パ
イ

戦
史
」
午
前
10
時
開
映
、「
野
火
」

午
後
２
時
開
映　

場

波
田
文
化

セ
ン
タ
ー　

ア
ク
ト
ホ
ー
ル　

￥

一
般
１
０
０
０
円
、
シ
ニ
ア

（
65
歳
以
上
）
８
０
０
円
、
ペ
ア

（
２
枚
）
１
６
０
０
円
、
一
般
２

作
品
１
８
０
０
円　

※
全
席
指
定
。

「
野
火
」
は
Ｐ
Ｇ－

12
指
定
（
12
歳

未
満
の
方
は
、
保
護
者
の
助
言
・

指
導
が
必
要
で
す
）　

●
チ
ケ
ッ

ト
購
入
・
問

波
田
文
化
セ
ン
タ

ー
（
☎
92－

７
５
０
１　
ｆ
92－

７

５
０
５　

月
曜
休
館
）

ⓒ2018「沖縄スパイ戦史」製作委員会

催
し
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情報チャンネル

お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

テレビ信州で市政広報番組「市民ロータリーまつもと」を放送しています。放送日：８月10日㈯・17日㈯午前11時35分～

「
蛇
口
の
向
こ
う
側
」

探
検
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

　

毎
日
使
っ
て
い
る
水
道
水
が
ど

の
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
か
、

ま
た
使
わ
れ
て
汚
れ
た
水
が
ど
う

な
る
の
か
を
上
下
水
道
施
設
を
見

学
し
て
学
び
ま
す
。

対

市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

（
小
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
）　

日

９
月
23
日
㈷　

午
後
０
時
30

分
〜
５
時　

●
集
合
＝
午
後
０
時

15
分
に
市
上
下
水
道
局　

定

先

着
40
人　

￥

無
料　

●
行
程

（
予
定
）
＝
上
下
水
道
局
発⇒

松

塩
水
道
用
水
供
給
施
設
（
本
山
浄

水
場
）⇒

島
内
第
一
水
源
地⇒

宮

渕
浄
化
セ
ン
タ
ー⇒

上
下
水
道
局

着　

持

動
き
や
す
い
服
装
・
靴
、

帽
子
、
雨
具　

他

参
加
者
全
員

に
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
、
松
本
の

水
等
を
プ
レ
ゼ
ン
ト　

申
・
問

８
月
30
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
（
平

日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）
か
フ

ァ
ク
ス
、
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
、

参
加
者
全
員
の
氏
名
、
住
所
、
電

話
番
号
、
生
年
月
日
、
性
別
を
明

記
し
て
上
下
水
道
局
営
業
課　

料

金
担
当
（
☎
48－

６
８
５
０　
ｆ
47

－
２
１
３
７　

ｍsuidou@
city.

m
atsum

oto.lg.jp

）
へ

催
し

第
４
回
美
ヶ
原
高
原
自
然
観
察
会

　

美
ヶ
原
高
原
（
標
高
２
０
０
０

メ
ー
ト
ル
）
で
、
自
然
に
触
れ
、

自
然
の
仕
組
み
や
大
切
さ
を
学
ぶ

観
察
会
で
す
。

日

８
月
31
日
㈯
午
前
10
時
〜
午

後
３
時　

●
コ
ー
ス
＝
美
ヶ
原
高

原
美
術
館
〜
ア
ル
プ
ス
展
望
〜
自

然
保
護
セ
ン
タ
ー　

※
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。　

●
集
合

＝
午
前
８
時
に
市
役
所
東
庁
舎
前　

定

24
人
（
バ
ス
）　

※
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選　

￥

５
０
０
円

（
保
険
代
と
記
念
品
代
含
む
）　

講

美
ヶ
原
高
原
パ
ー
ク
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア　

持

昼
食
、
飲
み
物
、

雨
具
、
登
山
の
服
装　

申
・
問

８
月
９
日
㈮
〜
19
日
㈪
に
観
光
温

泉
課
内　

美
ヶ
原
観
光
連
盟
事
務

局
（
☎
34－
８
３
０
７　
ｆ
34－

３

０
４
９　

※
平
日
の
み
）
へ

第
８
回
美
ヶ
原
高
原

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
専
用
ポ
ー
ル
を

使
う
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
」
の
基
礎
を
学
び
、
自
然
と

触
れ
合
い
ま
す
。

対

小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
）　
日

９
月
７
日
㈯
午

前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時　

※
小

雨
決
行

●
コ
ー
ス
＝
美
ヶ
原
高
原
美
術
館

〜
美
し
の
塔
〜
王
ヶ
頭　

●
集
合

＝
午
前
９
時
45
分
に
美
ヶ
原
高
原

美
術
館
駐
車
場　

￥

５
０
０
円

（
保
険
代
含
む
。
小
学
生
無
料
）　

持

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
専
用
ポ
ー
ル

（
先
着
40
人
ま
で
無
料
貸
し
出
し

有
り
）、
防
寒
着
、
雨
具
、
お
弁
当
、

飲
物
、
敷
物　

申
・
問

８
月
21

日
㈬
〜
28
日
㈬
に
観
光
温
泉
課
内　

美
ヶ
原
観
光
連
盟
事
務
局
（
☎
34

－
８
３
０
７　
ｆ
34

－

３
０
４
９　

※
平
日
の
み
）
へ

エ
リ
穴
遺
跡
の
企
画
展
・
講
演
会

　

内
田
地
区
の
エ
リ
穴
遺
跡
（
縄

文
時
代
中
〜
晩
期
）
か
ら
出
土
し

た
土
製
耳
飾
・
土
偶
な
ど
が
市
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
の
を
記

念
し
て
、
当
時
の
儀
式
・
交
流
・

社
会
の
結
び
つ
き
を
解
説
す
る
企

画
展
と
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
企
画
展

�
「
エ
リ
穴
遺
跡
の
精
神
世
界
」】

日

８
月
10
日
㈯
〜
９
月
８
日
㈰　

※
月
曜
休
館
、
休
日
の
場
合
は
そ

の
翌
日　

場

考
古
博
物
館　

第

２
展
示
室　

￥

無
料
。
た
だ
し

常
設
展
は
入
館
料
（
大
人
２
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料
）
が
必
要　

【
講
演
会

�「
エ
リ
穴
遺
跡
と
縄
文
後
晩
期
の
社
会
」】

日

８
月
24
日
㈯
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
（
午
後
１
時
開
場
）　

場

Ｍ
ウ
イ
ン
グ
６
階
ホ
ー
ル　

定

１
８
０
人　
申

不
要　
￥

無

料　

講

高
橋
龍
三
郎
氏
／
早
稲

田
大
学
教
授　

問

文
化
財
課　

埋
蔵
文
化
財
担
当
（
☎
85－

７
０

６
４　
ｆ
86－

９
１
８
９
）

８
月
の
休
日
つ
ど
い
の
広
場

　

未
就
園
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護

者
を
対
象
に
、
日
曜
日
に
親
子
で

出
か
け
ら
れ
る
場
所
と
し
て
開
催

し
ま
す
。

日

８
月
25
日
㈰
午
前
11
時
〜
11

時
40
分　

場

な
ん
ぶ
す
く
す
く　

内
『
パ
パ
と
一
緒
に
か
ら
だ
を
う

ご
か
そ
う
』（
ふ
れ
あ
い
あ
そ

び
・
ボ
ー
ル
や
タ
オ
ル
を
使
っ
た

あ
そ
び
・
パ
ラ
バ
ル
ー
ン
等
）　

※
マ
マ
の
参
加
も
可　

￥

無
料　

講

髙
山
裕
子
氏　

持

フ
ェ
イ
ス

タ
オ
ル
、
足
ふ
き
タ
オ
ル
、
水
筒　

申
・
問

な
ん
ぶ
す
く
す
く
（
☎

86－

２
８
５
７
）

「山の日」四方山祭り in 上高地

催
し

　「山の日」記念全国大会の第 1回開催地である上高地で、
今年も四方山祭りを開催します。

日　 8月11日㈷　午前9時〜午後3時30分
場　上高地インフォメ
ーションセンター
前および上高地ビ
ジターセンター前

￥　無料
内　①クイズラリー
　　②�音楽祭（出演

者：北川桜さん、
East�Village、リピート山中さん、ましゅまろまま）

　　③�ブース出展（いきものぬり絵・折り紙、マイ箸作り、
降雨体験、土石流災害体験、モビール作り他）

問　�山岳観光課（☎94－2307 ｆ94－2567）
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お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

【
人
権
・
男
女
共
生
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊

２
０
１
９
年
度
秋
募
集
説
明
会

日

８
月
10
日
㈯
午
後
２
時
〜
４

時　

場

信
毎
メ
デ
ィ
ア
ガ
ー
デ

ン
１
階
ホ
ー
ル　

定

１
０
０
人　

申

不
要　
￥

無
料　
内
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
海
外
協
力
隊
の
概
要
説
明
、
協

力
隊
経
験
者
の
体
験
談
、
グ
ル
ー

プ
相
談
、
開
発
途
上
国
の
写
真
や

民
族
衣
装
の
展
示　

講

Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
駒
ヶ
根
ス
タ
ッ
フ
、
協
力
隊
経

験
者　

問

独
立
行
政
法
人
国
際

協
力
機
構　

駒
ヶ
根
青
年
海
外
協

力
隊
訓
練
所
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
駒
ヶ
根　

担
当　

小
川
）（
☎
０
２
６
５－

82

－

６
１
５
１　
ｆ
０
２
６
５－

82

－

５
３
３
６
）

「
ふ
る
さ
と
探
訪
」参
加
者
募
集

　

恒
例
の
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

「
ふ
る
さ
と
探
訪
」
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。
今
回
は
、「
安
曇

野
ア
ー
ト
ラ
イ
ン
」
を
訪
れ
、
さ

ま
ざ
ま
な
美
術
館
を
巡
り
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
い
だ
て
ん
」
を

題
材
と
し
た
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
も
ご

覧
い
た
だ
き
ま
す
。

対

松
本
地
域
（
松
本
市
、
塩
尻

市
、
安
曇
野
市
、
東
筑
摩
郡
）
に

在
住
の
方　

日

９
月
６
日
㈮
午

前
８
時
〜
午
後
５
時　

※
雨
天
決

行　

●
集
合
・
解
散
場
所
＝
松
本

駅
ア
ル
プ
ス
口　

定

80
人　

※

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選　

￥

３
３
０
０
円
／
人　

申

８
月

16
日
㈮
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
明
記
し
、
松
本
広
域
連
合
「
ふ

る
さ
と
探
訪
係
」（
〒
３
９
０－

１

４
０
１　

波
田
４
４
１
７－

１
）

へ
。（
当
日
消
印
有
効
）　

※
家

族
・
友
人
等
で
申
し
込
む
場
合
は
、

同
一
ハ
ガ
キ
で
必
要
事
項
を
明
記

し
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
問

松
本
広
域
連
合
事
務
局　

福
祉
・

地
域
課
ふ
る
さ
と
担
当
（
☎
87－

５
４
６
１　
ｆ
87－

５
４
６
２
）

ウ
ィ
ー
ン
＝
ベ
ル
リ
ン 

ブ
ラ
ス
・
ク
イ
ン
テ
ッ
ト

　

世
界
二
大
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
し

て
君
臨
す
る
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
、

ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
の
ト
ッ
プ
奏

者
た
ち
に
よ
る
金
管
五
重
奏
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日

９
月
27
日
㈮
午
後
７
時
開
演

（
午
後
６
時
30
分
開
場
）　

場

ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
（
メ
イ

ン
ホ
ー
ル
）　

￥

一
般
／
５
０
０

０
円
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
メ
イ
ト
／
４

０
０
０
円
、
25
歳
以
下
／
１
５
０

０
円
（
全
席
指
定
）　

●
出
演
＝

ウ
ィ
ー
ン
＝
ベ
ル
リ
ン�

ブ
ラ

ス
・
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
：
ガ
ボ
ー

ル
・
タ
ル
ケ
ヴ
ィ
、
ギ
ヨ
ー
ム
・

ジ
ェ
ル
（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）、
ト

ー
マ
ス
・
イ
ェ
プ
ス
ト
ル
（
ホ
ル

ン
）、
マ
ー
ク
・
ガ
ー
ル
（
ト
ロ

ン
ボ
ー
ン
）、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ

ー
・
フ
ォ
ン
・
プ
ッ
ト
カ
マ
ー

（
テ
ュ
ー
バ
）　

●
プ
ロ
グ
ラ
ム
＝

ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
：
亜
麻
色
の
髪
の

乙
女
、
エ
ヴ
ァ
ル
ド
：
金
管
五
重

奏
曲
第
２
番
、
ピ
ア
ソ
ラ
：
天
使

の
ミ
ロ
ン
ガ　

他　

託

有
料
。

要
事
前
申
し
込
み
。
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
問

ザ
・

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
（
☎
47－

２

０
０
４　
ｆ
47－

２
３
８
３
）

Ｉ
Ｌ 
Ｄ
Ｅ
Ｖ
Ｕ

　

松
本
発
祥
の
総
重
量
約
５
０
０

キ
ロ
グ
ラ
ム
の
重
量
級
ク
ラ
シ
ッ

ク
・
ボ
ー
カ
ル
・
グ
ル
ー
プ
が

ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
ス
テ

ー
ジ
に
帰
っ
て
き
ま
す
。

日

９
月
22
日
㈰
午
後
４
時
開
演

（
午
後
３
時
30
分
開
場
）　

場

ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
（
メ
イ

ン
ホ
ー
ル
）　

￥

一
般
／
５
０
０

０
円
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
メ
イ
ト
／
４

０
０
０

円
、
25

歳
以
下

／
２
０

０
０
円

（
全
席

指
定
）　

●
出
演

＝
Ｉ
Ｌ�

Ｄ
Ｅ
Ｖ

Ｕ
：
望
月
哲
也
、
大
槻
孝
志
（
テ

ノ
ー
ル
）、
青
山
貴
（
バ
リ
ト
ン
）、

山
下
浩
司
（
バ
ス
バ
リ
ト
ン
）、

河
原
忠
之
（
ピ
ア
ノ
）　

●
プ
ロ

グ
ラ
ム
＝
「
糸
」（
中
島
み
ゆ
き�

作
詞
・
作
曲
／
信
長
貴
富�

編
曲
）、

「
春
に
」（
谷
川
俊
太
郎�

詩
／
木

下
牧
子�

作
曲
・
編
曲
）
他　
託

有
料
。
要
事
前
申
し
込
み
。
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

問

ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
（
☎

47－

２
０
０
４　
ｆ
47－

２
３
８
３
）

【
労
政
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

中
小
企
業
向
け

新
し
い
働
き
方
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー

　
「
働
き
方
改
革
」
や
人
材
定
着

を
進
め
る
上
で
参
考
に
な
る
、
社

内
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
、
ク
ラ
ウ
ド

ソ
ー
シ
ン
グ
・
在
宅
ワ
ー
ク
（
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
）
の
活
用
な
ど

「
新
し
い
働
き
方
」
に
関
す
る
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

対

松
本
市
、
塩
尻
市
、
安
曇
野

市
の
中
小
企
業　

日

８
月
27
日

㈫
午
前
10
時
〜
正
午　

場

勤
労

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
２－

２
会
議
室　

内

企
業
の
第
一
線
で
活
躍
す
る

ゲ
ス
ト
に
よ
る
活
用
事
例
の
紹
介
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
（
予
定
）　

￥

無
料　

申
・
問

ク
ラ
ウ
ド
ッ
ト

㈱（
ｈhttps://w

w
w
.cloudot.　

co.jp/6605/　

☎
０
７
０－

６
９

７
６－

４
８
９
３
）

【
商
工
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

第
６
回
信
州
大
学
見
本
市

〜
知
の
森
総
合
展
２
０
１
９
〜

　

ポ
ス
タ
ー
展
示
、
成
果
品
展
示

な
ど
を
通
し
て
、
信
州
大
学
の
特

色
あ
る
研
究
シ
ー
ズ
、
研
究
成
果

を
一
同
に
集
め
紹
介
し
ま
す
。
信

州
大
学
と
共
同
研
究
を
し
て
み
た

い
方
、
信
州
大
学
の
シ
ー
ズ
を
製

品
・
技
術
の
開
発
や
、
技
術
力
の

強
化
等
の
課
題
解
決
に
生
か
し
た

い
方
な
ど
、
産
学
官
連
携
に
興
味

の
あ
る
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日

９
月
５
日
㈭
午
前
10
時
30
分

〜
午
後
４
時　

場

Ｍ
ウ
イ
ン
グ

６
階
ホ
ー
ル　

問

第
６
回
信
州

大
学
見
本
市
実

行
委
員
会
（
☎

37－

３
３
１
７
）

催
し
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お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

原
牧
場
、
美
し
の
塔
、
百
曲
り
園

地
（
昼
食
）、
烏
帽
子
岩
（
※
ロ

ン
グ
コ
ー
ス
は
王
ヶ
鼻
ま
で
）
を

巡
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
（
標
準
コ
ー

ス
約
９
㎞
、
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
約
11

㎞
、
お
昼
休
憩
を
含
め
て
３
時
間

30
分
程
度
。
コ
ー
ス
前
半
に
急
な

登
り
坂
が
あ
り
ま
す
）　
持

昼
食
、

飲
み
物
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
、
タ

オ
ル
、
ご
み
袋
、
雨
具　

申
・

問

8
月
7
日
㈬
午
前
９
時
か
ら

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
（
☎
45－

９
５

１
１　
ｆ
45－

１
０
２
４
）
へ

市
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室

問

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
（
総
合
体

育
館
内　

☎
45

－

９
５
１
１　
ｆ

45－

１
０
２
４
）

【
親
子
体
操
教
室
（
中
期
）】

対

市
内
在
住
の
３
歳
、
ま
た
は

４
歳
の
未
就
園
児
（
平
成
27
年
４

月
２
日
～
平
成
29
年
４
月
１
日
生

ま
れ
）
と
そ
の
保
護
者　

日

９

月
５
日
～
11
月
７
日
の
木
曜
日
、

午
前
10
時
～
11
時
30
分（
全
10
回
）　

場

総
合
体
育
館
他　

定

先
着
１

０
０
組　

￥

３
６
０
０
円
（
双

子
は
４
１
０
０
円
。
保
険
料
含

む
）　

内

ボ
ー
ル
、
フ
ー
プ
、
マ

ッ
ト
等
を
使
っ
て
の
遊
び
中
心
の

ス
ポ
ー
ツ

緑
陰
講
座
（
第
５
回
）

日

９
月
７
日
㈯
午
後
１
時
～
３

時　

場

あ
が
た
の
森
公
園
内

「
緑
の
相
談
所
」　
内

丸
太
の
オ
ブ

ジ
ェ、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト　
￥

無
料　

申

不
要　

他

先
着
20
人

に
鉢
花
プ
レ
ゼ
ン
ト　

問

松
本

市
緑
化
協
会
事
務
局（
☎
47－

６
３

０
３
）、公
園
緑
地
課（ 

大
６ 　

☎

34－

３
２
５
４　
ｆ
34－

３
２
９
９
）

気
分
爽
快
ウ
オ
ー
ク
in 

美
ヶ
原

参
加
者
募
集

　

標
高
２
０
０
０
メ
ー
ト
ル
の
溶

岩
台
地
に
広
が
る
大
草
原
を
巡
り

な
が
ら
、
松
本
平
や
北
ア
ル
プ
ス

を
一
望
す
る
３
６
０
度
の
景
観
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

対

市
内
在
住
で
、
小
学
生
以
上

の
方
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）　

日

９
月
16
日
㈷　

※
雨
天
中
止

（
当
日
午
前
６
時
に
判
断
予
定
）　

午
前
７
時
50
分
～
午
後
２
時
40
分

（
予
定
）　

※
美
ヶ
原
へ
は
バ
ス
で

移
動　

●
集
合
＝
総
合
体
育
館
正

面
玄
関
前
の
広
場
（
受
け
付
け
：

午
前
７
時
30
分

～
７
時
45
分
）　

定

先
着
32
人　

￥

無
料　

●

コ
ー
ス
＝
美
ヶ

原
駐
車
場
か
ら

王
ヶ
頭
、
美
ヶ

外
国
人
観
光
客
へ
の
お
も
て
な
し

講
座
参
加
者
募
集

　

外
国
人
観
光
客
へ
の
苦
手
意
識

を
な
く
し
、
接
客
に
必
要
な
マ
イ

ン
ド
と
対
応
を
学
び
、
よ
り
質
の

高
い
一
歩
進
ん
だ
「
お
も
て
な

し
」
を
目
指
し
ま
す
。
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

日

８
月
27
日
㈫
午
後
６
時
30
分

～
８
時　

場

Ｍ
ウ
イ
ン
グ
３－

２

会
議
室　

定

先
着
１
０
０
人　

￥

無
料　

講

馬
上
千
恵
氏
／
英

語
接
客
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
通
訳

案
内
士　

申

８
月
23
日
㈮
午
後

４
時
ま
で
に
、
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
か
ら
か
、
は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル
に
①
代
表
者
氏
名　

②
電
話
番
号　

③
参
加
人
数
を
明

記
の
上
、
観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

カ
レ
ッ
ジ
運
営
委
員
会
事
務
局

（
〒
３
９
０－

１
２
９
５　

新
村
２

０
９
５－

１
松
本
大
学
内　
ｆ
48－

７
２
９
０　

ｍhospitality.
college@

t.m
atsu.ac.jp

）
へ　

問

同
事
務
局
（
☎
48

－

７
２
１

４
）、観
光
温
泉

課（ 

大
５  

☎

34
－

８
３
０
７ 

ｆ
34

－

３
０
４

９
）

催
し

体
力
作
り　

他

開
催
期
間
中
の

教
室
の
様
子
は
、
総
合
体
育
館
メ

イ
ン
ア
リ
ー
ナ
２
階
観
客
席
に
て

随
時
見
学
で
き
ま
す
。　

申

８
月

22
日
㈭
午
前
10
時
か
ら
総
合
体
育

館
大
会
議
室
で
受
け
付
け
開
始

（
電
話
申
し
込
み
不
可
）。
定
員
に

達
し
次
第
、
受
け
付
け
を
終
了
し

ま
す
。
※
定
員
に
達
し
な
い
場
合

は
代
理
申
請
可　

【
シ
ニ
ア
健
康
教
室
（
中
期
）】

対

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方　

日

９
月
５
日
～
11
月
７
日
の
木

曜
日　

午
後
１
時
～
３
時
（
全
10

回
）　

場

総
合
体
育
館
他　

定

先
着
70
人　
￥

２
６
０
０
円（
保

険
料
含
む
）　

内

軽
ス
ポ
ー
ツ
・

リ
ズ
ム
体
操
他　

申

８
月
22
日

㈭
午
後
１
時
か
ら
総
合
体
育
館
大

会
議
室
で
受
け
付
け
開
始
（
電
話

申
し
込
み
不
可
）。　

※
定
員
に
達

し
な
い
場
合
は
代
理
申
請
可

催
し

ス
ポ
ー
ツ

　小笠原氏城跡と松本の山城の魅力について城郭考古学者と城好
き落語家が語ります。

日　10月27日㈰　午後 1 時〜 4 時
場　ザ・ハーモニーホール　メインホール
定　�600人（指定席制・車いす席 4 席あり）
　　※応募多数の場合は抽選
￥　無料
講　�中井均氏／滋賀県立大学教授、
　　春風亭昇太氏／落語家
申　 8 月 8 日㈭〜30日㈮に、往復はが

きに①講座名　②参加希望者名（ 2
人まで可）　③住所・電話番号　④車いす席希望の場合その
旨を明記の上、文化財課（〒390－0823　中山3738－ 1 ）へ　
※申し込みは 1 人 1 口（ 2 人）まで。締め切り当日消印有効　

問　文化財課　史跡整備担当（☎85－7064 ｆ86－9189）

往信

390－0823
郵便往復はがき

松本市中山 3738-1

松本市文化財課

史跡整備担当

返信はがきの裏面

なにも記入しない

でください。結果を

印刷します。

白紙のまま 返信

郵便往復はがき

ご自身の住所

氏名

往信はがきの裏面
-

様

①講座名

②参加希望者名

　（2名まで）

③住所・電話番号

④車いす希望の場合

　その旨を明記

往信

390－0823
郵便往復はがき

松本市中山 3738-1

松本市文化財課

史跡整備担当

返信はがきの裏面

なにも記入しない

でください。結果を

印刷します。

白紙のまま 返信

郵便往復はがき

ご自身の住所

氏名

往信はがきの裏面
-

様

①講座名

②参加希望者名

　（2名まで）

③住所・電話番号

④車いす希望の場合

　その旨を明記

 講演会・対談

「小笠原氏城跡と魅力あふれる松本の山城」
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対対象　日日時・日程　場会場　￥料金　定定員　内内容　講講師　問問い合わせ　持持ち物
託託児所　他その他　受受け付け　申申し込み　ｍ電子メールアドレス　ｈホームページアドレス

お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

体
協
ス
ポ
ー
ツ
教
室

申

８
月
７
日
㈬
か
ら
、
参
加
料

（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
含
む
）
を
添

え
て
、
松
本
体
育
協
会
窓
口
（
総

合
体
育
館
内　

☎
32－

７
０
５
６　

ｆ
32－

７
４
５
２　

平
日
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）
へ
。

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.m

cci.or.jp/w
w

w
/m

a　
tsutaikyo/

）
か
ら
も
申
し
込
め

ま
す
。

【
初
級
者
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室�

�

（
後
期
）】

対

小
学
生
高
学
年
以
上　

日

９

月
４
日
～
10
月
23
日
の
毎
週
水
曜

日　

午
後
７
時
～
９
時　

場

本

郷
体
育
館　

定

18
人　

￥

５
４

０
０
円

【
基
礎
か
ら
踊
る
社
交
ダ
ン
ス
】

日

９
月
４
日
～
11
月
６
日
の
毎

週
水
曜
日　

午
後
６
時
30
分
～
９

時　

場

総
合
体
育
館
サ
ブ
ア
リ

ー
ナ　
￥

３
２
４
０
円　
定

30
人

【
秋
季
女
性
ゴ
ル
フ
教
室
】

対

一
般
女
性　

日

９
月
５
日
～

10
月
24
日
の
毎
週
木
曜
日　

午
後

１
時
～
３
時　

場

ゴ
ル
フ
コ
ミ

ニ
ュ
テ
ィ
ウ
ェ
ス
ト
ピ
ー
ク　

定

25
人　
￥

３
７
８
０
円

【
木
曜
女
性
テ
ニ
ス
教
室（
２
期
）】

対

一
般
女
性　

日

９
月
５
日
～

11
月
７
日
の
毎
週
木
曜
日　

午
前

10
時
40
分
～
午
後
０
時
20
分　

場

美
須
々
屋
内
運
動
場　

定

80

人　
￥

９
７
２
０
円

【
ヨ
ガ
＆
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク（
後
期
）】

日

９
月
５
日
～
11
月
14
日
の
毎

週
木
曜
日　

午
後
７
時
30
分
～
８

時
30
分　

場

総
合
体
育
館
第
２

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室　

定

15
人　

￥

５
４
０
０
円

【
少
林
寺
拳
法
護
身
術
教
室

�

（
後
期
）】

対

小
学
生
以
上　

日

９
月
７
日

～
11
月
９
日
の
毎
週
土
曜
日　

午

後
７
時
～
８
時　

場

柔
剣
道
場

剣
道
場　

定

10
人　

￥

２
１
６

０
円

市
民
体
育
大
会
秋
季
大
会
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す

日

９
～
11
月　

●
種
目
＝
【
地

区
対
抗
競
技
】
卓
球
・
軟
式
野

球
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
・
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ　

【
一
般
競
技
】
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
硬
式
野

球
・
サ
ッ
カ
ー
・
自
転
車
・
体

操
・
馬
術
・
ク
レ
ー
射
撃
・
ウ
ェ

イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
・
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
・
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
・
ペ

タ
ン
ク
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
・
ダ
ン
ス

ス
ポ
ー
ツ
・
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
・
柔

道
・
弓
道
・
空
手
・
合
気
道
・
銃

剣
道
・
な
ぎ
な
た
・
少
林
寺
拳

法
・
テ
コ
ン
ド
ー
・
古
武
道
・
民

踊
・
社
交
ダ
ン
ス
・
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
・
イ
ン
デ
ィ
ア
カ　

★
陸

上
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
テ
ニ
ス
・

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
・
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・

剣
道　

申
・
問

大
会
要
項
に
記

載
の
申
込
先
へ
期
日
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
大
会
要
項
は

松
本
体
育
協
会
（
総
合
体
育
館
内　

☎
32－

７
０
５
６　
ｆ
32－

７
４
５

２
）へ
請
求
す
る
か
、協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.m
cci.

or.jp/w
w

w
/m

atsutaikyo/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
★
印
以
降
の

種
目
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申

し
込
め
ま
す
。

ラ
ー
ラ
松
本
の
催
し

申
・
問

ラ
ー
ラ
松
本
（
☎
48－

１

１
１
０　
ｆ
48－

１
３
５
５
）

【
社
交
ダ
ン
ス
教
室
】

対

20
歳
以
上　

日

８
月
７
日
㈬

～
11
月
27
日
㈬
（
全
10
回
）
午
後

１
時
～
３
時　

場

３
階
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
ス
タ
ジ
オ　

￥

１
万
６

２
０
０
円

【
大
人
の
健
康
教
室
】

　

ス
マ
イ
ル
山
雅
の
レ
ッ
ス
ン
で

楽
し
く
健
康
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

対

20
歳
以
上　

日

８
月
21
日
㈬

～
12
月
４
日
㈬
（
全
10
回
）
午
前

10
時
10
分
～
11
時
10
分　

場

３

階
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
ス
タ
ジ
オ　

定

20
人　
￥

７
５
６
０
円

【
キ
ッ
ズ
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

�

無
料
体
験
会
】

対

年
長
～
小
学
４
年
生　

日

８

月
30
日
㈮
午
後
５
時
30
分
～
６
時

30
分　

場

３
階
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

ス
タ
ジ
オ　
定

20
人　
￥

無
料

【
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

松
本
山
雅
フ
ィ
ジ
カ
ル

チ
ャ
レ
ン
ジ
参
加
者
募
集

　

フ
ィ
ジ
カ
ル
測
定
を
通
じ
て
自

分
の
運
動
能
力
を
測
定
し
よ
う
！　

対

園
児
年
長
～
小
学
６
年
生　

日

８
月
６
日
㈫
午
前
10
時
30
分

～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時　

場

あ
が
た
運
動
公
園
芝
生
広
場　

内

フ
ィ
ジ
カ
ル
測
定
、
ビ
ン
ゴ

大
会
、
飲
食
ブ
ー
ス
等
の
出
展

（
松
本
山
雅
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

一
環
と
し
て
開
催
）　

※
詳
細
は

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w

w
.yam

aga

－

fc.com
/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

￥

無
料　
申

不
要　
問

松
本
山

雅
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
内　

松
本
山

雅
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

（
☎
88－

５
５
２
３　
ｆ
88－

５
４

９
１
）

総
合
体
育
館
の

ス
ポ
ー
ツ
教
室

場
・
申
・
問

総
合
体
育
館
（
☎

32－

１
８
１
８　
ｆ
36－

９
３
９
４

火
曜
日
休
館
）

【
ミ
ズ
ノ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
】

対

16
歳
以
上
の
男
女　

日

８
月

５
日
～
26
日
の
毎
週
月
曜
日
（
祝

日
除
く
）　

午
前
10
時
30
分
～
午

後
０
時
30
分　

定

20
人　

￥

初

回
無
料　

２
回
目
以
降
は
１
０
８

０
円　

持

動
き
や
す
い
服
装
、

屋
内
用
シ
ュ
ー
ズ
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
ラ
ケ
ッ
ト
（
お
持
ち
の
方
の

み
）、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

【
ミ
ズ
ノ
骨
盤
矯
正
ヨ
ガ
教
室
】

対

16
歳
以
上
の
男
女　

日

８
月

８
日
～
22
日
の
毎
週
木
曜
日　

午

前
９
時
20
分
～
10
時
20
分　

定

20
人　

￥

初
回
無
料　

２
回
目

以
降
は
１
０
８
０
円　

持

動
き

や
す
い
服
装
、
屋
内
用
シ
ュ
ー
ズ
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物

【
ミ
ズ
ノ
走
り
方
教
室
】

　

正
し
い
走
り
方
を
学
ん
で
、
速

く
走
れ
る
よ
う
に
な
ろ
う
！

対

①
幼
児　

②
小
学
生　

日

８

月
11
日
㈷
①
午
前
９
時
～
10
時
30

分
、
②
午
前
10
時
50
分
～
午
後
０

時
20
分　

定

30
人
／
回　

￥

１

０
８
０
円
／
回　

持

屋
内
シ
ュ

ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

【
ミ
ズ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
塾
】

　

鉄
棒
の
練
習
を
楽
し
く
や
ろ

う
！

対

①
幼
児　

②
小
学
生　

日

８

月
24
日
㈯
①
午
前
９
時
～
10
時
30

分
、
②
午
前
10
時
50
分
～
午
後
０

時
20
分　

定

20
人
／
回　

￥

１

０
８
０
円
／
回　

持

屋
内
シ
ュ

ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物　

ス
ポ
ー
ツ
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情報チャンネル

お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

ゆ
め
ひ
ろ
ば
庄
内

レ
ッ
ス
ン
体
験
・
利
用
者
募
集

　

①
こ
ど
も
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル　

②
市
民
健
康
運
動
教
室（
プ

ー
ル
）体
験
者
募
集　

③
水
中
運

動
参
加
者
募
集　

④
ち
び
っ
こ
マ

ジ
ッ
ク
タ
イ
ム
利
用
者
を
募
集
し

ま
す
。

対

①
親
子
か
ら
小
中
学
生　

②
・

③
高
校
生
以
上　

④
小
学
６
年
生

ま
で
の
こ
ど
も
と
保
護
者　

場

庄
内
屋
内
プ
ー
ル　

定

レ
ッ
ス

ン
体
験
各
５
人　

￥

①
体
験
無

料　

②
１
０
０
０
円
／
回　

③
３

０
０
円
／
回
（
利
用
料
込
み
）　

④
３
０
０
円
（
利
用
料
込
み
）　

内

①
・
②
通
常
レ
ッ
ス
ン
に
体

験
参
加　

③
介
護
予
防
を
目
的
と

し
た
ス
ト
レ
ッ
チ
・
歩
行
等　

※

プ
ー
ル
フ
ロ
ン
ト
に
て
当
日
受
け

付
け
が
必
要
（
月
～
金
曜
日
午
前

10
時
15
分
～
／
30
分
間
）　

④
25

メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
（
４
・
５
コ
ー

ス
）
を
深
さ
60
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
浅
い
プ
ー
ル
に
し
て
親
子
で
遊

び
ま
す　

※
プ
ー
ル
フ
ロ
ン
ト
に

て
当
日
受
け
付
け
が
必
要
（
土
・

日
曜
日
午
前
９
時
15
分
～
10
時
）　

●
プ
ー
ル
（
成
人
）
レ
ッ
ス
ン
名

＝
月
：
ア
ク
ア
シ
ェ
イ
プ
、
火
：

ス
ポ
ー
ツ
腰
痛
改
善
、
木
：
成
人
中
級
水
泳

教
室
／
ア
ク
ア
ウ
ォ
ー
ク
Ⅱ
、金
：

ア
ク
ア
ビ
ク
ス　
他

プ
ロ
グ
ラ
ム

の
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
各
種
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
レッ
ス
ン

（
個
別
指
導
）承
り
ま
す
。　

申
・

問

ゆ
め
ひ
ろ
ば
庄
内
（
☎
24－

２

１
１
１　
ｆ
24－

１
６
１
２
）

一
緒
に
や
ろ
う
！
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ「
ボ
ッ
チ
ャ

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
習
会
」参
加
者
募
集

　
ボ
ッ
チ
ャ
は
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
正
式
種
目
で
す
が
、誰
で
も
楽
し

め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
頭
脳

を
使
う
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ス
ポ
ー
ツ
で
、

車
い
す
利
用
者
で
も
気
軽
に
で
き

ま
す
。
４
回
コ
ー
ス
で
学
び
を
深

め
、
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日

①
８
月
31
日
㈯　

②
９
月
7

日
㈯　

③
10
月
13
日
㈰　

④
10
月

14
日
㈷　

①
②
午
後
２
時
～
４
時　

③
午
後
３
時
～
５
時　

④
午
前
９

時
～
午
後
３
時　

場

①
③
④
南

部
体
育
館　

②
松
南
地
区
公
民
館　

持

上
履
き　

￥
・
定

無
料
・
先

着
24
人
（
４
回
参
加
で
き
る
方
優

先
）　
講

サ
ン
ス
ポ
ー
ト
ま
つ
も

と
（
中
級
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
指

導
員
）、
日
本
ボ
ッ
チ
ャ
協
会
公

認
上
級
審
判
員
・
ク
ラ
ス
分
け
委

員　

申
・
問

８
月
５
日
㈪
か
ら

生
涯
学
習
課
・
中
央
公
民
館
（
☎

32

－

１
１
３
２　
ｆ
37

－

１
１
５

３
）
へ

柔
剣
道
場
と
弓
道
場
の
教
室

　

1
日
だ
け
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

申
・
問

弓
道
場・柔
剣
道
場
（
☎・

ｆ
36

－

０
８
３
４　

ｈhttp://
w
w
w
.s

－seiun.co.jp/shise��
tsu/m

atsum
oto/

）

【
や
さ
し
い
ヨ
ガ
教
室
】

日

８
月
６
日
、
27
日
、
９
月
３

日
の
火
曜
日
、
８
月
９
日
、
23
日
、

30
日
の
金
曜
日　

午
前
10
時
～
正

午　

場

弓
道
場
２
階
会
議
室　

定

15
人　

￥

１
０
０
０
円
／
回　

講

舟
橋
嘉
奈
子
氏　

持

動
き
や

す
い
服
装
、飲
み
物
、ヨ
ガ
マ
ッ
ト

【
優
し
い
ス
ト
レ
ッ
チ
・
ピ
ラ
テ
ィ
ス
】

日

８
月
７
日
、
21
日
、
28
日
の

水
曜
日　

午
後
１
時
15
分
～
２
時

15
分　

場

弓
道
場
２
階
会
議
室　

定

20
人　

￥

７
０
０
円
／
回　

講

原
秀
子
氏　

持

動
き
や
す
い

服
装
、
飲
み
物
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

【
日
常
を
ら
く
に
す
る
・

�

の
び
の
び
ヨ
ガ
】

日

８
月
７
日
、
28
日
の
水
曜
日　

午
前
10
時
～
正
午　

場

弓
道
場

２
階
会
議
室　

定

15
人　

￥

１

０
０
０
円
／
回　

講

舟
橋
嘉
奈

子
氏　

持

動
き
や
す
い
服
装
、

飲
み
物
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

【
マ
マ
と
ベ
ビ
ー
の
ヨ
ガ
教
室
】

対

産
後
２
カ
月
以
降
の
乳
児
と

母
親　

日

８
月
８
日
、
22
日
、

29
日
の
木
曜
日　

午
前
10
時
30
分

～
11
時
30
分　

場

弓
道
場
２
階

会
議
室　

定

15
組　

￥

７
０
０

円
／
回　

講

瀧
本
和
子
氏　

持

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
お

む
つ
、
飲
み
物

【
シ
ニ
ア
の
た
め
の
ヨ
ガ
教
室
】　

対

60
歳
以
上
の
方　

日

８
月
９

日
、
23
日
、
30
日
の
金
曜
日　

午

後
１
時
～
２
時
30
分　

場

弓
道

場
２
階
会
議
室　

定

15
人　

￥

８
０
０
円
／
回　

講

舟
橋
嘉
奈

子
氏　

持

動
き
や
す
い
服
装
、

飲
み
物
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

【
広
ー
い
畳
で
親
子
か
ら
だ
遊
び
】

対

１
～
３
歳
の
お
子
さ
ん
と
保

護
者　

日

９
月
２
日
㈪　

午
前

10
時
30
分
～
11
時
30
分　

場

柔

剣
道
場
２
階
柔
道
場　

定

20
組

程
度　

￥

５
０
０
円
／
回　

講

分
藤
香
氏　

持

動
き
や
す
い
服

装
、
飲
み
物

松
本
山
雅
FC
ア
ウ
ェ
イ
ゲ
ー
ム

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ

日
・
場

①
８
月
４
日
㈰
松
本
駅

前
広
場
（
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
特
設
会

場
）
午
後
７
時
キ
ッ
ク
オ
フ
（
川

崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
戦
）　

②
８
月

10
日
㈯
中
央
西
公
園
（
花
時
計
公

園
）
午
後
６
時
キ
ッ
ク
オ
フ
（
清

水
エ
ス
パ
ル
ス
戦
）　

③
８
月
23

日
㈮
松
本
駅
前
広
場
（
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｏ

Ｒ
Ｉ
特
設
会
場
）
午
後
７
時
30
分

キ
ッ
ク
オ
フ
（
浦
和
レ
ッ
ズ
戦
）　

※
キ
ッ
ク
オ
フ
90
分
前
に
開
場
予

定
。
雨
天
時

は
中
止
に
な

る
場
合
が
あ

り
ま
す
。　

￥

無
料　

他

松
本
駅

前
広
場
は
２

０
０
席
、中

央
西
公
園
は
２
5
０
席
を
設
置
予

定
。　

※
鳴
り
物
に
よ
る
応
援
は

禁
止　
問

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課（
☎

34－

３
０
０
０　
ｆ
45－

１
０
２
４
）

【
労
政
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

福
祉
の
職
場
説
明
会
・
就
職
面
接
会

　

福
祉
事
業
所
の
担
当
者
と
直
接

面
談
が
で
き
る
無
料
の
職
場
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
、
長

野
労
働
局
ま
た
は
長
野
県
福
祉
人

材
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

対

来
春
３
月
卒
業
予
定
の
学
生
、

福
祉
の
仕
事
に
興
味
の
あ
る
方　

日

８
月
９
日
㈮
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分
（
入
退
出
自
由
）　

場

勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー　

申

不
要　

問

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
本

（
☎
27－

０
１
１
１
）、
長
野
県
福

祉
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
６－

２
２
６－

７
３
３
０
）

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉
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対対象　日日時・日程　場会場　￥料金　定定員　内内容　講講師　問問い合わせ　持持ち物
託託児所　他その他　受受け付け　申申し込み　ｍ電子メールアドレス　ｈホームページアドレス

お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

【
観
光
温
泉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

健
康
サ
ポ
ー
ト
教
室

　

肩
こ
り
、
腰
痛
、
膝
痛
の
予
防
、

転
倒
予
防
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
等
を
目

的
と
し
た
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
心

の
教
室
で
す
。
定
期
的
に
筋
肉
量

や
脂
肪
量
を
測
定
し
、
か
ら
だ
の

変
化
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

対

市
内
に
在
住
か
通
勤
・
通
学

の
方　

日

８
月
７
日
・
21
日
、

８
月
28
日
、
９
月
４
日
の
水
曜
日　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分　
　

場

梓
水
苑　

定

各
回
10
人
程
度

（
要
予
約
）　

￥

初
回
体
験
特
別

価
格
１
０
０
０
円
、
通
常
は
１
回

券
１
６
２
０
円
、
回
数
券
５
２
０

０
円
（
４
回
分
）　
講

土
井
麻
弓

氏
／
健
康
運
動
指
導
士
（
松
本
大

学
地
域
健
康
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
）　
持

運
動
の
し
や
す
い
服
装
、

飲
み
物
、
タ
オ
ル　

申
・
問

梓

水
苑
（
☎
78－

５
５
５
０　
ｆ
78－

５
５
５
５
）

【
健
康
づ
く
り
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

長
野
い
の
ち
の
電
話
相
談
員

養
成
講
座（
第
23
期
生
）の
募
集

　
「
い
の
ち
の
電
話
」
は
、
電
話

を
通
し
て
悩
み
を
共
に
考
え
、
感

じ
、
援
助
す
る
、
自
殺
予
防
を
目

的
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

す
。
相
談
は
、
一
定
期
間
の
研
修

後
に
認
定
を
受
け
た
相
談
員
が
応

じ
て
い
ま
す
。
こ
の
相
談
員
を
養

成
す
る
講
座
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

日

10
月
～
１
年
間
（
月
３
回
）、

土
曜
日
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分　

場

長
野
市
内　

￥

４
万
円

／
年　

申
・
問

８
月
26
日
㈪
ま

で
に
長
野
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

（
☎
０
２
６－

２
２
５－

１
０
０
０　

ｆ
０
２
６－

２
２
５－

６
１
３
９
）へ

体
力
測
定
会
の
開
催

　

自
身
の
体
に
関
心
を
持
っ
て
健

康
づ
く
り
を
行
え
る
よ
う
、
市
内

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
提
携
施
設
）

で
体
力
測
定
会
を
実
施
し
ま
す
。

￥

国
保
被
保
険
者
は
無
料
、
そ

の
他
は
５
０
０
円　

定

20
人
／

回
（
事
前
に
予
約
が
必
要
）　
内

体
力
測
定
、
体
組
成
測
定
、
施
設

見
学
、
体
験　

持

保
険
証
、
運

動
の
で
き
る
服
装
、
上
履
き
、
飲

み
物
、
タ
オ
ル　

受

開
始
20
分

前
～　

申
・
問

保
険
課
（ 

東
２ 　

☎
34－

３
２
０
３　
ｆ
39－

２
５
２

３
）、
ま
た
は
各
施
設
へ

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

●対象期間　令和元年11月1日～令和2年（2020年）3月31日
対　平成16年 4月 1日以前生まれで、市内に住（居）所のある方
●予約方法　①�予約整理券の受け取り（整理券番号は先着順ではあ

りません）
　　　　　　②整理券番号順に希望の施設を予約
　　　　　　③利用料金の支払い
【予約整理券の配布】
日　 8月30日㈮～9月 2日㈪　午前9時～午後7時
場　総合体育館大会議室
持　免許証等の身分証明書（公的な身分証明書でない場合は、証明
書等を2種類用意してください。住民票の写しは不可。）

【予約の受け付け】
日　野球場（屋内練習場のみ）・運動広場・公園グラウンド・サッ
カー場等／9月14日㈯　午前9時～正午

　　テニスコート／9月14日㈯　午後1時～ 6時
　　体育館・柔剣道場等／9月15日㈰　午前9時～午後5時
場　総合体育館大会議室
持　�予約整理券、身分証明書（整理券配布時にお持ちいただいたもの）
●注意　より多くの皆さんにお使いただけるよう、利用が確実な日
時を予約してください。代理人や、なりすまし等による申し込み
はお断りします。また、中学校部活動での予約もお断りします。

問　スポーツ推進課（☎45－9511 ｆ45－1024）

冬期野球場の利用調整会議
●対象期間　令和元年11月 9日～令和 2年 3月22日の土曜日、日
曜日（第3日曜日を除く）および祝日

対　平成16年 4月 1日以前生まれで、市内に住（居）所のある方、
また、その方が代表となっている団体

●対象施設　野球場1塁側・3塁側屋内練習場
日　 9月 3日㈫　午後3時～調整終了まで
場　野球場大会議室
持　�免許証等の身分証明書（公的な身分証明書でない場合は、証明
書等を 2種類用意してください）、受け付け時に配布された使
用申請書

申・問　8月 9日㈮～16日㈮の午前 8時30分～午後 5時に、野球
場（☎46－5555 ｆ46－8391）へ

令和元年度（2019年度）後期分の
体育施設等の予約
を受け付けます

日程 会場 講師

8 月19日㈪・20
日㈫午前11時～

スポーツネットワーク　SAM松本
（島内5304－ 1 　☎47－0370 ｆ48－
0770）

横山亜由美氏
（SAM松本　チーフトレ
ーナー）

8月21日㈬午前
10時～　

セントラルフィットネスクラブ松本
（深志 2 － 5 －26　☎34－5123 ｆ34
－5255）　※定員10人

茅原彩木氏
（セントラルフィットネスクラ
ブ松本　インストラクター）

8月22日㈭・23
日㈮午前11時～

スポーツネットワーク　SAM石芝
（石芝 4 － 1 － 1 　☎27－5210 ｆ27
－2937）

今井未知朗氏
（SAM石芝　トレーナー）

8月29日㈭・30
日㈮午前11時～

スポーツクラブ　ルネサンス松本
（渚 1 － 7 － 1 　☎24－8811 ｆ24－
8814）

石井正一氏
（ルネサンス松本　フィッ
トネスセクション チーフ）
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お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

情報チャンネル　

な
が
の
子
育
て
家
庭
優
待

パ
ス
ポ
ー
ト
の
更
新

　

長
野
県
で
は
、
子
ど
も
を
１
人

以
上
育
て
て
い
る
世
帯
に
、
協
賛

店
で
各
種
優
待
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
パ
ス
ポ
ー
ト
カ
ー
ド
を
配

布
し
て
い
ま
す
。

　

現
行
の
パ
ス
ポ
ー
ト
カ
ー
ド
は

令
和
２
年
（
２
０
２
０
年
）
３
月

31
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
る
こ
と

か
ら
、
７
月
１
日
現
在
の
対
象
世

帯
に
新
た
な
パ
ス
ポ
ー
ト
カ
ー
ド

（
有
効
期
限
：
令
和
６
年
（
２
０

２
４
年
）
３
月
31
日
）
を
７
月
下

旬
か
ら
随
時
送
付
し
て
い
ま
す
。

お
手
元
に
な
い
場
合
は
、
更
新
の

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

対

18
歳
未
満
の
子
ど
も
を
育
て

て
い
る
市
内
在
住
の
世
帯　

●
更

新
場
所
＝
支
所
・
出
張
所
、
こ
ど

も
育
成
課　

持

印
鑑　

問

こ
ど

も
育
成
課
（ 

東
別
１ 　

☎
34－

３

２
６
１　
ｆ
34－

３
３
０
９
）

【
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ
】

傾
聴
の
基
本
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
習

　

フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
、

健
康
・
福
祉
長
野
市
「
傾
聴
電
話
」
運
営
委
員

長
で
も
あ
る
内
山
二
郎
氏
を
お
迎

え
し
、
相
手
の
心
に
寄
り
添
い
、

共
感
的
に
理
解
す
る
「
傾
聴
活

動
」
の
基
本
を
学
び
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
く

方
を
養
成
す
る
た
め
の
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

対

市
内
在
住
の
方　

日

①
９
月

５
日
㈭　

②
９
月
11
日
㈬　

午
後

１
時
30
分
～
４
時　

場

松
南
地

区
公
民
館　

大
会
議
室　

定

先

着
60
人　

※
２
回
の
参
加
を
基
本

と
し
ま
す
。　

￥

無
料　

内

①

講
義
・
体
験
「
傾
聴
の
基
本
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」　

②
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
実
践
に
向
け
て
」　

申
・
問

８
月
30
日
㈮
ま
で
に
松
本
市
社
会

福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
課
（
☎
27

－

３
３
８
１　
ｆ
27－

２
２
３
９
）へ

ま
つ
も
と
「
城
の
ま
ち
」

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
信

州
で
は
、
食
品
ロ
ス
削
減
と
生
活

困
窮
者
支
援
の
た
め
、
ご
家
庭
で

不
要
に
な
っ
た
食
品
を
集
め
ま
す
。

6
月
の
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
で
は
、

26
人
の
方
か
ら
、
６
０
５
点
の
食

品
を
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
寄

付
い
た
だ
い
た
食
品
は
、
こ
ど
も

食
堂
な
ど
で
活
用
し
ま
す
。
今
月

も
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

日

８
月
15
日
㈭
午
前
10
時
～
午

後
１
時　

場

市
役
所
東
庁
舎
１

階
市
民
課
相
談
室　

●
寄
付
で
き

る
食
品
＝
カ
ッ
プ
麺
、缶
詰
、レ
ト

ル
ト
食
品
、乾
麺
、お
米
な
ど
保
存

で
き
る
も
の
。
た
だ
し
、
以
下
の

も
の
に
限
り
ま
す
。
○
賞
味
期
限

が
明
記
さ
れ
、
１
カ
月
以
上
あ
る

も
の
（
お
米
を
除
く
）　

○
未
開

封
の
も
の　

○
包
装
や
外
装
が
破

損
し
て
い
な
い
も
の　

○
肉
や
野

菜
な
ど
の
生
鮮
食
品
以
外
の
も
の　

○
日
本
語
表
記
の
あ
る
も
の　

問

環
境
政
策
課
（ 

東
４ 　

☎
34

－

３
２
６
８　
ｆ
34－

０
４
０
０
）

障
が
い
者
就
労
移
行
支
援
事
業
所

合
同
説
明
会

　

就
労
を
目
指
す
皆
さ
ん
の
た
め

に
、「
地
域
で
働
く
」
を
支
え
る

就
労
移
行
支
援
事
業
所
の
合
同
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

対

障
が
い
が
あ
る
方
で
求
職
活

動
中
の
方
、
就
労
移
行
支
援
事
業

所
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
な
ど　

日

８
月
31
日
㈯
午
後
１
時
30
分

～
４
時　

場

勤
労
者
福
祉
セ
ン

タ
ー　

３－

３
会
議
室　

￥

無
料　

●
留
意
事
項
＝
障
害
者
手
帳
が
な

く
て
も
参
加
可
能
で
す
。
18
歳
未

満
の
方
は
出
来
る
だ
け
ご
家
族
の

同
伴
を
お
願
い
し
ま
す
。
ご
家
族
、

支
援
者
の
み
で
の
参
加
も
可
能
で

す
。　

問

障
害
福
祉
課
（ 

東
１ 　

☎
34－

３
２
１
２　
ｆ
36－

９
１
１

９
）、
Ｍａ
ｓ
ｈ　
Ｕ
ｐ
（
松
本
・

大
北
圏
域
就
労
移
行
支
援
事
業
所

連
絡
会
事
務
局
）
エ
ル
サ
ポ
ー
ト　

パ
ノ
ラ
マ　

那
須
（
☎
35－

０
８

１
１　
ｆ
87－

８
０
４
６
）

８月の こどもプラザ

こどもプラザ（筑摩）（☎29－3400 ｆ29－3401）

　 8月20日㈫午前 9時30分～
安心ルームの子育て相談日
※�受け付けは先着順。混雑状況により受け付けを終了
する場合があります。

☆ 8月22日㈭午前10時～

講座「子どもの育ち」～自我の芽生え～
対� 1 歳以上の子を持つ親　定�30人　
場�筑摩児童センター　託�25人（300円／人）　
●託児会場＝こどもプラザ（筑摩）

　 8月28日㈬午前10時45分～ いないいないばあのお話会（市立図書館職員）

☆ 9月 5日㈭午前10時～

講座「子どもの育ち」～ 0歳児との関わり方～
対� 0 歳児の子を持つ親　定30人　
場�筑摩児童センター　託�25人（300円／人）　
●託児会場＝こどもプラザ（筑摩）

小宮こどもプラザ（☎・ｆ47－8310）
　 8月23日㈮午前10時30分～ びりびりの新聞デー

☆ 8月30日㈮午前10時～ 講座「アロママッサージ」　
対� 1 歳未満の親子　定�20組　

南郷こどもプラザ（☎・ｆ32－6315）
☆ 8月27日㈫午前10時～　　 夏のお楽しみ会～夏まつり～　定�40組

　 9月 2日㈪午前 9時30分～
安心ルームの子育て相談日
※�受け付けは先着順。混雑状況により受け付けを終了
する場合があります。

☆ 9月10日㈫午前10時～

牛乳パックでイス作り
対�イス作り未経験の親子　定�20組　
持��開かず中を洗って乾かした牛乳パック 6本、
　�色布ガムテープ 1～ 2個　　

※ 9月 6日㈮は館内清掃のため休館

波田こどもプラザ（☎91－3113 ｆ91－3114）
　 8月21日㈬午前10時45分～ あ～そ～ぼのハッピータイム

☆ 8月28日㈬午前10時～

あ～そ～ぼの工作会～牛乳パックでイス作り～
定�15組
持��開かず中を洗って乾かした牛乳パック10本程度、
色布ガムテープ 1～ 2個

　 9月 4日㈬午前10時～ 歯科相談

●ちびっこザウルスのお知らせ

　 9月 3日㈫
　午前10時～11時30分

多胎児交流会「ちびっこザウルス」
対�双子・三つ子の子育て中の方
場�筑摩児童センター・こどもプラザ（筑摩）
※�こどもプラザ通常開館の中で交流します。
申・問�健康づくり課・南部保健センター（☎27－3455）

☆�印の講座・行事は、予約が必要です。
8月6日㈫から電話で各こどもプラザ（平日午後1時～4時）へ申
し込みください。

☆�印の日の通常利用は、午後1時からです。
※詳細は、各こどもプラザに問い合わせください。

健
康
・
福
祉
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対対象　日日時・日程　場会場　￥料金　定定員　内内容　講講師　問問い合わせ　持持ち物
託託児所　他その他　受受け付け　申申し込み　ｍ電子メールアドレス　ｈホームページアドレス

お
知
ら
せ

相
談

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館

博
物
館

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

南
東
部
交
流
会

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
事
業
は
、
子
育
て
の
援
助

を
受
け
た
い
方
と
支
援
を
し
て
く

だ
さ
る
方
が
会
員
に
な
っ
て
、
お

子
さ
ん
の
保
育
や
送
迎
な
ど
を
行

う
制
度
で
す
。

　

当
事
業
を
知
って
も
ら
う
た
め
、

ま
た
、会
員
同
士
の
親
睦
を
図
る
た

め
に
交
流
会
を
行
い
ま
す
。会
員
以

外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。
協
力

会
員
と
し
て
支
援
を
考
え
て
い
る

方
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日

８
月
24
日
㈯
午
前
10
時
～
11

時
30
分（
９
時
45
分
～
受
け
付
け
）　

場

第
三
地
区
公
民
館　

講
義
室　

内

手
話
の
学
習
会　

講

山
岡
幸

美
氏　

定

20
人　

※
要
予
約　

￥

無
料　

託

定
員
10
人
。
無
料
。

要
予
約
。　

問

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
務
局（
☎
34

－

３
３
０
８　
ｆ
34－

３
３
０
９
）

バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集

　

普
段
の
公
演
で
は
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
主
ホ
ー
ル
の
舞
台
裏
を

体
験
し
な
が
ら
ご
案
内
し
ま
す
。

芸
術
館

日

９
月
６
日
㈮

①
午
後
３
時　

②

午
後
７
時
、
９
月

７
日
㈯　

③
午
前

10
時
30
分　

④
午

後
３
時
、
９
月
８

日
㈰　

⑤
キ
ッ
ズ
ツ
ア
ー
午
前
10

時
30
分　

※
所
要
時
間
①
～
④
１

時
間
40
分
程
度
、
⑤
40
分
程
度　

定

各
回
20
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）　
対

①
～
④
は
階

段
で
高
所
の
登
り
降
り
の
出
来
る

方
が
対
象
（
未
就
学
児
の
参
加
不

可
）、
⑤
は
小
学
生
ま
で
の
児
童

が
対
象
、
未
就
学
児
童
は
１
名
に

付
き
保
護
者
１
名
同
伴
（
同
伴
者

１
名
ま
で
参
加
費
無
料
）　

￥

２

０
０
円
（
保
険
料
込
。
記
念
品
あ

り
）　

申

８
月
13
日
㈫
必
着
で
、

往
復
は
が
き
に
希
望
の
日
時
（
①

～
④
は
第
２
希
望
ま
で
）、
参
加

者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
（
１
通
４

人
ま
で
）、
住
所
・
電
話
番
号
（
複

数
で
申
し
込
み
の
場
合
は
代
表
者

の
み
）
を
も
れ
な
く
記
入
の
上
、

ま
つ
も
と
市
民
芸
術
館
バ
ッ
ク
ス

テ
ー
ジ
ツ
ア
ー
係
（
〒
３
９
０－

０
８
１
５　

深
志
３－

10－

１
）
へ　

問

ま
つ
も
と
市
民
芸
術
館
（
☎

33－

３
８
０
０　
ｆ
33－

３
８
３
０
）

音
に
い
の
ち
あ
り
〜
鈴
木
鎮
一　

愛
と
教
育
の
生
涯
〜

　

総
勢
３
０
０
名
の
ス
タ
ッ
フ
・

キ
ャ
ス
ト
で

創
る
感
動
の

ド
ラ
マ
を
ご

鑑
賞
く
だ
さ

い
。

日
９
月
29
日

㈰
〈
開
演
〉
昼
の
部
／
午
後
０
時

30
分
、
夜
の
部
／
午
後
５
時
30
分　

場

ま
つ
も
と
市
民
芸
術
館　

主

ホ
ー
ル　

￥

Ｓ
席
３
０
０
０
円　

Ａ
席
２
０
０
０
円　

自
由
席
１
５

０
０
円
（
当
日
券
は
５
０
０
円

増
）　

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い
＝
中

央
公
民
館
、
ま
つ
も
と
市
民
芸
術

館
、（
公
社
）
才
能
教
育
研
究
会　

問

生
涯
学
習
課
・
中
央
公
民
館

内　

実
行
委
員
会
事
務
局
（
☎
32

－

１
１
３
２　
ｆ
37－

１
１
５
３
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
イ
ン
ス
タ
ン
ト
建
築
」

　

紙
管
（
再
生
資
材
）
と
布
で
屋

根
を
か
け
空
間
を
つ
く
り
ま
す
。

日

８
月
31
日
㈯
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分　

講

松
本
安
曇
野

住
宅
建
築
展
実
行
委
員
会　

場

美
術
館　

創
造
ひ
ろ
ば
・
講
座
室　

￥

無
料　

対

小
学
生
～
大
人

（
小
学
校
低
学
年
以
下
は
保
護
者

同
伴
）　

定

25
人
（
要
事
前
申
し

美
術
館

込
み
）　

持

軍

手
、動
き
や
す
い

服
装　
申
・
問

８
月
６
日
㈫
か

ら
美
術
館
（
☎

39

－

７
４
０
０　

ｆ
39－

３
４
０
０
）

へ８
月
（
後
半
）
の
子
育
て

パ
パ
マ
マ
の
美
術
鑑
賞
日

　

美
術
館
で
、
保
育
士
が
お
子
さ

ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

対

生
後
６
カ
月
～
未
就
学
児　

日

８
月
24
日
㈯
午
前
９
時
30
分

～
12
時
30
分
と
午
後
１
時
～
４
時　

￥

当
日
観
覧
券
１
枚
で
お
子
さ

ん
１
人
無
料
。
当
日
券
以
外
の
観

覧
券
（
招
待
・
優
待
券
）
お
よ
び

割
引
利
用
の
場
合
、
お
子
さ
ん
１

人
１
０
０
円　

申
・
問

３
日
前

ま
で
に
美
術
館
（
☎
39－

７
４
０

０　
ｆ
39－

３
４
０
０
）
へ

企
画
展

望
月
信
幸
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
版
画
展

　

篆
刻
家
・
版
画
家
と
し
て
数
多

く
の
公
募
展
で
入
賞
入
選
を
果
た

し
て
い
る
望
月
信
幸
の
、20
年
に
わ

た
る
幅
広
い
画
業
を
紹
介
し
ま
す
。

日

８
月
１
日
㈭
～
18
日
㈰
午
前

９
時
～
午
後
５
時　

※
休
館
日
８

月
５
日
㈪
、
13
日
㈫　

場

ア
カ

デ
ミ
ア
館　

第
１
・
第
２
ギ
ャ
ラ

リ
ー
、
み
ん
な
の
ア
ト
リ
エ
、
ホ

ー
ル
、
ロ
ビ
ー　

￥

大
人
３
０

０
円
、
小
人
２
０
０
円
（
減
免
あ

り
）
期
間
中
２
階
常
設
展
示
も
観

覧
い
た
だ
け
ま
す
。　
問

ア
カ
デ

ミ
ア
館
（
☎
78－

５
０
０
０　
ｆ
78

－

５
１
０
１
）

美術館ギャラリー等展覧会情報 　詳細は、各問い合わせ先へご確認ください。
　※入場無料（アカデミア館は除く）

事業名等 会期 会場 問い合わせ
フィルム写真が語りかける山崎豊の世界 
第 4 回写真展 8月18日㈰～29日㈭ 多目的ホール 山崎�☎54－1387

第23回松本フォトアカデミー写真展�
麗しの大地2019 8 月21日㈬～25日㈰ 市民ギャラリーA 小口�☎090－8326－6146

第37回蒼騎会長野県支部展 8月21日㈬～25日㈰ 市民ギャラリーB 太田�☎090－9153－5725
第13回長野二紀展 8月26日㈪～ 9月 1日㈰ 市民ギャラリーA・B 那須�☎090－1828－2982
第13回松本安曇野住宅建築展 8月30日㈮～ 9月 1日㈰ 多目的ホール 丸澤�☎090－6181－5376
第39回長野県工芸展 9月 4日㈬～ 8日㈰ 市民ギャラリーA・B 早川�☎32－8887
陶愉会�作陶展 9月 5日㈭～ 8日㈰ 子供創作館 竹内�☎080－5140－8612
第46回長野県表装作品展 9月 7日㈯～ 8日㈰ 多目的ホール 山下�☎090－1042－8687
尾崎美千代自作朗読
―マンドリンそしてギターとのコラボレーション
※参加費1,000円

8 月25日㈰午後 2時開演
（開場 1時30分） アカデミア館ギャラリー 松井�☎090－2222－9265

健
康
・
福
祉

芸
術
館

美
術
館
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【企画展「身近な昆虫、トンボ」】
　現在松本市で行っている「市民トンボ」調査に併せて、
松本市近郊だけでなく日本各地に生息するトンボの標本
を展示します。世界最大級のトンボ、ハビロイトトンボ
も展示中。　日　 ９ 月2９日㈰まで　￥　通常観覧料　

山と自然博物館　☎・ｆ38‒0012

博物館　イベント情報

馬場家住宅　☎・ｆ85‒5070

【はた織り体験教室】
対　小学校以上（初心者）　日　 ８ 月17日㈯午前 ９ 時30
分～11時30分、午後 1 時30分～ 3 時30分　
定　各 ４ 人　￥　1,000円　講　染織の会

【布ぞうり作り体験教室】
日　 ８ 月2４日㈯午前10時～午後 3 時　
￥　1,８00円　定　10人　講　秋山啓子氏　
申　 ８ 月 ６ 日㈫から電話で当館へ

【お茶席の会】
日　 ８ 月25日㈰午前10時～正午　￥　通常観覧料　
●担当＝おしゃれ茶道の会／裏千家　申　不要

歴史の里　☎47‒4515 ｆ48‒0813

【建築講座「松本のたてもの２０１９」①】
　地元の建築士と協働で、松本の伝統的な建物を紹介する
講座です。４ 回予定している連続講座の第 1 回を開催します。
日　 ８ 月2４日㈯午前10時30分～正午頃　定　30人　￥　

通常観覧料　講　梅干野成央氏／信州大学工学部准教授
【歴史の里ナイトミュージアム・囲炉裏端でおはなし会】
　開館時間を 2 時間延長します。あわせて夕方から工女
宿宝来屋の囲炉裏端で民話の読み聞かせを行います。
対　一般（中学生以下は保護者同伴）　日　 ８ 月1８日㈰
午後 7 時まで（おはなし会は午後 ６ 時から）　￥　通常
観覧料　講　お話しムーン（おはなし会）

【親子草木染め体験講座】
対　小学生以上の親子（ 2 人 1 組）　日　 ８ 月17日㈯午
前 ９ 時30分～正午　定　 5 組　￥　 1 組1,500円（材料
代込み）　内　藍でハンカチを模様染めします。　
講　歴史の里　草木染めの会　持　エプロン、ゴム手袋、
持ち帰り用ビニール袋

【親子みすず細工体験講座】
対　小学生以上の親子（ 2 人 1 組）　日　 ８ 月1８日㈰午
前 ９ 時30分～正午　定　 5 組　￥　 1 組1,500円（材料
代込み）　内　すず竹でペン立てを作ります。　
講　歴史の里　みすず細工の会　持　エプロン、タオル

【親子はた織り体験講座】
対　小学生以上の親子（ 2 人 1 組）　日　 ８ 月31日㈯午
前10時～正午、午後 1 時～ 3 時の 2 回　定　各 5 組　￥　

1 組1,000円（材料代込み）　内　はた織り機で1８×23セ
ンチ程度の裂き織りの作品を作ります。
講　川上裕子氏／なかや工房にて裂き織りを主宰

申　各講座とも ８ 月 ６ 日㈫午前 ９ 時から電話で当館へ

市立博物館 　☎32‒0133 ｆ32‒8974

【戦争と平和展】
　松本市出身の版画家・加藤大道と、放射線医学者、平
和運動家の永井隆の交流をテーマに、戦争と平和につい
て考えます。　
日　 ８ 月25日㈰まで　場　 1 階ロビー　￥　通常観覧料

旧制高等学校記念館 　☎35‒6226 ｆ33‒9986

【松本高等学校開校１００年記念展】
　松本高等学校の歴史や、 同時期に開校した新潟・山
口・松山高等学校の歴史を紹介します。会期中はバンカ
ラ衣装を無料で貸し出します。
日　 ８ 月 3 日㈯～12月22日㈰　※毎週月曜休館（休日の
場合はその翌日）。 ９ 月1８日㈬～23日㈷、11月 ６ 日㈬～
10日㈰は展示替えのため常設展示のみ開館　
場　 1 階ギャラリー　
￥　無料（常設展示は通常観覧料）

【第２4回夏期教育セミナー】
　旧制高校を中心に教育の歴史・文化を、研究者・旧制
高校卒業者・市民が一緒に学び、交流します。今回のテ
ーマは「学生寮・資料活用」です。
日　① ８ 月17日㈯午後 1 時30分～ 5 時30分　② ８ 月1８日
㈰午前 ９ 時25分～午後 3 時30分　
場　あがたの森文化会館本館 2 ‒ ８ 会議室
￥　無料　※②は昼食代1,000円（要予約）
内　①基調講演・記念イベント　②研究発表会　
●基調講演講師＝渡邉匡一氏／信州大学副学長・附属図
書館長・大学史資料センター長　申　当館へ

【復活　話をきく会】
　江戸時代後期の歌人・国学者である菅江真澄は、生涯
を通じて信越・奥羽・蝦夷地を巡歴しました。その旅の
始まりの地である信濃での体験は、その後の旅にどのよ
うな影響を与えたのか。真澄の残した記録から探ります。
日　 ９ 月 7 日㈯午後 2 時～ ４ 時（予定）　場　講堂
定　先着６0人　￥　通常観覧料　
●演題＝「尋ね歩く菅江真澄―出発点としての信濃」　
講　菊池勇夫氏／一関市博物館館長　
申　 ８ 月 5 日㈪から電話で当館へ

【松本まるごと博物館の開館時間変更と臨時開館】
　夏の行楽シーズンにあわせて、開館時間の変更と臨時
開館を行います。
●開館時間の変更（通常は午前 ８ 時30分～午後 5 時）
市立博物館／ ８ 月10日㈯～1８日㈰午前 ８ 時～午後 ６ 時

（入館は午後 5 時30分まで）※期間中、和服でご来館の
方は観覧料が無料になります。
●臨時開館　
①旧開智学校校舎／ ８ 月1９日㈪　②松本民芸館、時計博
物館／ ８ 月13日㈫　③はかり資料館／ ８ 月 5 日㈪、13日
㈫　④高橋家住宅／ ８ 月13日㈫～1６日㈮　⑤安曇資料館
／ ８ 月23日㈮までの平日
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●専門相談　※専門の相談員が対応します。弁護士相談は松本市民が対象で、初回優先です。
相談は無料です。お問い合わせは、各会場または申込先へ。

●その他の相談　※日時の記載がない場合は、月～金の午前 8時 30分～午後 5時 15分です。

分野 相談名 日時 会場 申し込み

法律・相続・
離婚・契約 他

弁護士相談（15分）
11日㈬午後 1 時～ 5 時

市民相談室
９ 月 2 日㈪午前 ９ 時から☎32‒0001（先着1４人）

1８日㈬午後 1 時～ 3 時 ９ 月 2 日㈪午前 ９ 時から☎32‒0001（先着 7 人）
25日㈬午後 1 時～ 5 時 ９ 月 2 日㈪午前 ９ 時から☎32‒0001（先着1４人）

女性のための弁護士相談 10日㈫午後 1 時30分～ 3 時30分2４日㈫ 女性センターパレア松本 ９ 月 3 日㈫午前 ９ 時から☎3９‒1105（各日先着 ４ 人）

司法書士法律相談（30分）17日㈫午前10時～午後 3 時

市民相談室

９ 月13日㈮までに☎32‒0001（先着1６人）
税金 税理士税務相談（30分） 11日㈬午前10時～正午 ９ 月10日㈫までに☎32‒0001（先着 ４ 人）
手続き・
書類作成 行政書士相談 10日㈫午後 1 時～ 3 時 ９ 月 ６ 日㈮までに長野県行政書士会松本支部☎33‒71６６

特許・発明・
知的財産権 知的財産権相談 27日㈮午後 1 時～ ４ 時 ９ 月25日㈬までに長野県発明協会☎02６‒22８‒555９

障害年金 社会保険労務士障害年金
相談（30分） 20日㈮午後 1 時～ 3 時 ９ 月17日㈫までに長野県社会保険労務士会中信支部

☎８7‒８0６６
住宅・設計 住宅（設計）相談 1８日㈬午後 1 時～ 3 時 ９ 月13日㈮までに長野県建築士事務所協会☎35‒3302
土地・建物の
登記 土地家屋調査士相談 13日㈮午後 1 時～ 3 時 ９ 月11日㈬までに長野県土地家屋調査士会松本支部

☎3６‒15９0　※受付時間　午前 ９ 時～正午
不動産評価 不動産評価等相談 20日㈮午前10時～正午 ９ 月1８日㈬までに長野県不動産鑑定士協会☎02６‒225‒522８
遺言・公正証書 公証相談 12日㈭午後 1 時～ 3 時

予約不要市・県・国への
苦情 行政相談 27日㈮午前10時～正午

※行政相談は、四賀・安曇・奈川・梓川・波田の各支所でも行っています。日程は、各支所へお問い合わせください。

分野 相談名 日時・会場・問い合わせ

生き方・心

女性相談 こども福祉課☎33‒４7６7

男性相談
こども福祉課☎33‒４7６7
電話相談　第 2・3・４ 火　午後 5 時～ ８ 時
パレア松本（Mウイング内）☎37‒15８7

心と生き方の相談

電話相談
火、金、第 1・3 水　午前 ９ 時～正午
パレア松本（Mウイング内）☎3９‒1105
面談相談　※要予約
日時は問い合わせください。
パレア松本（Mウイング内）☎3９‒1105

心と体の
健康

健康相談

健康づくり課☎3４‒3217
月～金　午前 ９ 時～正午、午後 1 時～ 5 時
各保健センター（中央保健センターは、第 2・４
水曜日休み）

［中央☎3９‒111９、南部☎27‒3４55、
 西部☎９2‒８001、北部☎3８‒7６77］

自殺予防専用相談 月～金　午前 ９ 時～午後 5 時15分
いのちのきずな松本☎3４‒3６00

職業・労働

職業・労働相談 11日㈬・25日㈬　午前 ９ 時～午後 5 時
予約優先　勤労者福祉センター☎35‒６2８６

生活・労働相談 ユニオンサポートセンター☎3９‒0021
21日㈯午前10時～正午　弁護士相談

ヤングキャリア
メンター 青少年ホーム☎2６‒10８3　※要予約

若者職業なんでも
相談

7 日㈯午前10時～午後 2 時
労政課☎35‒６2８６　※要予約

勤労者心の健康
相談

４ 日㈬午前 ８ 時30分～正午、10日㈫・1９日㈭午
後 1 時～ 5 時
労政課☎35‒６2８６　※要予約

家庭・こども
・育児

ひとり親相談・
児童相談 こども福祉課☎33‒４7６7

子どもの権利相談 月～土　午後 1 時～ ６ 時（金のみ～ ８ 時）、ここ
ろの鈴（子どもの権利相談室）☎0120‒200‒1９5

発達相談 あるぷキッズ支援室（なんぷくプラザ内）
☎2４‒1235

子育て相談

家庭児童相談室（こども福祉課内）☎33‒４7６7、
子ども子育て安心ルーム

（こどもプラザ（筑摩）内）☎2９‒3４00
（南郷こどもプラザ内）☎32‒６315
（小宮こどもプラザ内）☎４7‒８310
（波田こどもプラザ）☎９1‒3113

青少年相談 こども育成課☎3４‒31８3
月～金　午前10時～午後 5 時

まちかど保健室
水　午前10時～午後 5 時
金　午前10時～午後 ４ 時
あがたの森文化会館青少年の居場所☎3４‒32９1

子どもの支援・
相談スペース

水・金　午後 1 時～ ６ 時　はぐルッポ
（子どもの支援・相談スペース）☎31‒3373

分野 相談名 日時・会場・問い合わせ
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成年後見

成年後見制度に
関する相談

成年後見支援センターかけはし
梓川支所 2 階☎８８‒６６９９

弁護士・司法書士
による専門相談

火　午後 1 時～ ４ 時　※要予約　
成年後見支援センターかけはし　
梓川支所 2 階☎８８‒６６９９

福祉・介護・
ボランティア

介護相談

介護110番☎3９‒11６5
各地域包括支援センター

［北部☎８7‒0231、東部☎3６‒3703、
 中央☎31‒0022、中央北☎3４‒８511、
 中央南☎55‒3320、中央西☎3８‒3310、
 南東部☎８5‒7351、南部☎27‒513８、
 南西部☎50‒7８5８、河西部☎４８‒６3６1、
 河西部西☎４7‒02９４、西部☎８7‒1572］

認知症思いやり
相談

27日㈮午後 1 時30分～ ４ 時30分
高齢福祉課相談室
※要予約　13日㈮までに高齢福祉課☎3４‒3237

障害福祉相談
ぴあねっと・まつもと（総合社会福祉センター
内）☎27‒7211
月～金　午前 ９ 時～午後 5 時
Wish（なんぷくプラザ内）☎2６‒1313

生活困窮・就労相談 松本市生活就労支援センター「まいさぽ松本」
（市民相談課内）☎3４‒30４1

その他

一般相談（生活
全般） 市民相談室☎32‒0001

人権相談 長野地方法務局松本支局☎32‒2571

消費生活相談 月～金　午前 ８ 時30分～午後 5 時
松本市消費生活センター☎3６‒８８32

市民活動・プラ
チナ世代の相談 市民活動サポートセンター☎８８‒2９８８

結婚相談

四賀支所 2 階（月・火・木）☎６４‒3111
出張結婚相談　15日㈰、2８日㈯　午前10時～
午後 ４ 時
市民活動サポートセンター　会議室

交通事故相談 交通事故相談所（松本合同庁舎内）☎４0‒1９４９

8 月の相談日は
『広報まつもと』
7 月号に掲載し
ています。
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　を活用ください!

生きがいの仕組みづくり
　松本市では、「健康寿命延伸都市・松本」を基本理念とした「生
きがいの仕組みづくり」を進めています。
　今回は、入山辺地区橋倉町会の取り組みを紹介します。橋倉町会
は、特集で紹介した林小城と共に林城跡を構成する「林大城」の清
掃や維持管理を松本市や県、国等と連携しながら行っています。
　町会長の小出さんにお話を伺いました。　

どんな活動をしていますか？
　林大城の、金華橋から主郭までの遊歩道の
清掃や、橋倉町内から主郭までの道の整備等
を行っています。
　年 2 回（春と秋）の清掃活動では、橋倉町
会の3４軒、3４人が参加し、道に降り積もった
枯葉の除去や、水切りの清掃などを行います。
危険な場所は、市へ連絡し補修など対応
してもらっています。

活動を通してやりがいに感じることは？
　平成2９年に国の史跡指定を受けてから
は、地元町会のことだけでなく、市、
県、国のことまで考えて管理していか
ないといけないと思うようになりまし
た。
　林城跡は、まさに「日本の宝」。その宝を

※2、3ページで「林城跡」の特集記事を掲載しています。

地域で守る　日本の宝

　市政情報・松本の魅力・緊
急災害情報などを皆さんにお
届けしています。詳細は、市ホ
ームページ（こちらの二次元
コードから）をご覧ください。

市公式SNS

ツイッター フェイスブックインスタグラムライン

松本市内の山城の情報や、駐車場
の位置等の詳細は、市ホームペー
ジ「松本の山城」（こちらの二次
元コードから）をご覧ください。

入山辺地区　橋倉町会　

小出　晃永 さん
こ いで　　てるなが

町会長

次世代へ引き継ぐという「使命感」を胸に
抱きながら、活動に取り組んでいます。

今後の取り組みは？
　史跡に指定されていることを踏まえ、何か
新しいことをやるのではなく、町会として今
まで引き継がれてきた清掃活動などを継続し
て行い、この場所を訪れる皆さんが安全に登
れるように管理していきたいです。

林城跡を訪れる方へ一言
　林城跡は、急な坂や、未整備の場所などが
多くあります。訪れる際は、山登りにふさわ
しい服装をお勧めします。
　大城と小城からなる林城跡は緑
に囲まれた素晴らしい場所です。
松本城のルーツでもあるこの場
所で、このまちの歴史、「日本の
宝」を感じてください！

松本市の人口●238,954人〈男117,013人　女121,941人〉世帯数105,784世帯●令和元年 7月 1日現在
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